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群群 馬馬 県県 人人 権権 教教 育育 のの 基基 本本 方方 針針

我が国においては、日本国憲法及び教育基本法に則り、基本的人権尊重の精神

を基盤とした教育が行われている。

しかし、女性、子ども、高齢者、障害者、同和関係者、外国人、HIV 感染者等

に対する差別や偏見が今なお存在し、国際化、情報化、高齢化、少子化等の社会

の急激な変化に伴い、人権に関する新たな課題も生じてきている。これらの人権

問題を解決するため、学校教育及び社会教育においては、法の下における平等の

原則に基づき、真の人権が確立された社会を実現することが求められている。

人権教育は、人権を相互に尊重し合う人権の共存の考え方を理念とし、基本的

人権尊重の精神が正しく身に付き、人権という普遍的文化を構築するための教育

活動であり、日常的・体験的な活動を通して積極的に推進するものである。

以上の観点に立って、次の方針に基づき人権教育を推進する。

１１.. 人人権権のの意意義義やや重重要要性性及及びび人人権権問問題題ににつついいててのの正正ししいい理理解解とと認認識識をを深深めめるるととととももにに、、

人人権権をを尊尊重重すするる社社会会をを築築ここううととすするる意意欲欲とと態態度度をを育育成成すするる。。

２２.. 学学校校教教育育ににおおいいててはは、、子子どどもものの発発達達段段階階にに即即しし、、各各教教科科等等のの特特質質にに応応じじ、、全全教教

育育活活動動をを通通じじてて、、生生命命やや人人格格をを尊尊重重しし、、他他人人をを思思いいややるるななどどのの豊豊かかなな人人間間

性性をを育育成成すするる。。

３３.. 社社会会教教育育ににおおいいててはは、、多多様様なな学学習習機機会会をを通通ししてて、、学学習習意意欲欲をを高高めめ、、人人権権問問題題をを

直直感感的的ににととららええるる感感性性やや、、日日常常生生活活ににおおいいてて態態度度やや行行動動にに現現れれるるよよううなな

豊豊かかなな人人権権感感覚覚をを育育成成すするる。。

４４.. 家家庭庭教教育育ににおおいいててはは、、保保護護者者にに対対すするる学学習習機機会会等等をを通通ししてて、、幼幼児児期期かからら豊豊かかなな

情情操操やや思思いいややりり、、社社会会的的ルルーールルのの尊尊重重、、善善悪悪のの判判断断等等子子どどもものの健健全全なな人人

間間形形成成ががででききるるよようう支支援援すするる。。

５５.. 指指導導者者のの養養成成ににおおいいててはは、、人人権権問問題題にに関関すするる理理解解とと認認識識をを深深めめ、、人人権権教教育育にに必必

要要なな技技能能とと資資質質のの向向上上にに努努めめるる。。

この方針を実施するに当たっては、生涯学習の視点に立ち、県・市町村が連携し、

地域の実態に即して積極的に推進されるよう努めるとともに、公教育としての主

体性を守り、関係諸機関、諸団体との連携を密にし、その総合的な推進に努める。

平成１４年１月１６日
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はは じじ めめ にに

近年、いじめ、児童虐待、ＳＮＳをはじめとするインターネットによる誹謗中傷

など、人権問題は深刻かつ複雑な状況が見られるとともに、社会の変化に伴い、新

たな人権問題への対応も必要となってきています。このような中、「改正児童虐待

防止法」の成立をはじめ、「障害者差別解消法」、「部落差別解消推進法」、「ヘイト

スピーチ解消法」などの個別的な人権課題に関する法律も施行されており、法律の

趣旨を踏まえた人権問題への対応が求められています。

県教育委員会では、平成１４年１月に決定した「群馬県人権教育の基本方針」及

び平成２８年３月に改訂した「群馬県人権教育充実指針」に基づき、学校教育及び

社会教育・家庭教育における取組の充実を図ってきました。さらに、平成３１年３

月に策定した「第３期群馬県教育振興基本計画」において、「自他を大切にする心

や自己肯定感を育むとともに、規範意識を高める」を施策の柱の一つに掲げ、児童

生徒の「豊かな人間性」の育成に取り組んでいます。

「群馬県人権教育充実指針」においては、人権教育の指導内容を「常時指導」、

「間接的指導」、「直接的指導」の３つから構成される構造的指導に留意して進める

よう示しています。本書「人権教育推進資料」は、各学校において「直接的指導」

の充実を図ることを目的に、平成２４年３月に作成したものです。今回は、平成

２９年３月及び平成３０年３月の学習指導要領の改訂に伴い、「学習指導要領との

関連一覧表」を改訂しました。また、近年、成立、施行された法律等も参考資料と

して掲載いたしました。

各学校におかれましては、児童生徒の発達段階及び実態に応じて本書を御活用い

ただき、人権教育の一層の推進に役立てていただきますようお願い申し上げます。

令和２年３月

群馬県教育委員会
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【目標】

各重要課題の現状と課題を踏まえ、各校種における目標を示しました。ここでは、高等学校の目標を最終目標としてと

らえています。校種別目標の系統性を把握した上で、自校の実態を踏まえて具体的な目標を設定しましょう。

本 書 の 活 用 に つ い て

○本書は、学校等において人権教育を推進する際の資料として活用していただくために作
成しました。

○人権重要課題１１項目と平成２９年３月及び平成３０年３月に改訂された学習指導要領
の内容等との関連を一覧表にまとめました。

○参考資料として、個別的な人権課題に関する法律等を掲載しました。

◆「学習指導要領との関連一覧表」の活用について
各教科等の指導内容には、人権教育に関連する内容がたくさん含まれています。授業

を行う際には、指導者がそれらの関連を意識して指導することが大切です。
この関連一覧表を基に自校の年間指導計画を見直すなど、それぞれの重要課題に関わ

る学習を各教科等に位置付けましょう。

※特別支援学校については、児童及び生徒の障害の状態を十分考慮し、小学部は小学校、
中学部は中学校、高等部は高等学校の記載内容に準じて指導しましょう。

◆「参考資料」の活用について
教育課程の編成や授業づくりの際には、個別的な人権課題に関する法律等の趣旨を踏

まえたうえで間接的指導・直接的指導に取り組みましょう。

【学習内容】

各校種で目標を達成するための学習内容の参考例を

示しました。発達の段階を踏まえ、校種別に記述しま

した。

【指導上の留意点】

各重要課題を指導する際の全般的な留意点を示しました。

各校種の実態に応じて、児童生徒のきめ細かな指導、支援に努めましょう。

【各教科等・科目】及び【具体的な活動例】

【学習内容】と各教科等・科目との関連を示しま

した。具体的な活動例や、学習指導要領に示された

活動例等を示しました。道徳科については学習指導

要領の内容項目を示しました。

人権教育に視点を当てた教育課程の編成や、授業

づくりの際の参考にしましょう。

①：目標を達成するための学習内容は・・・

②：各教科等・科目ではどのような活動が・・・
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学習指導要領との関連一覧表
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化

に
対

応
し

た
適

が
協

力
し

合
う

こ
と

(
2
)
ア

(
ｲ
)

切
な

行
動

が
必

要
と

な
る

こ
と

を
理

解
で

き
る

よ
う

、
調

べ
学

習
な

ど
を

行
う

。
を

通
し

て
、

男
女

の
３

社
会

〔
公

民
的

分
野

〕
○

世
界

経
済

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

W
E
F
）

の
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

（
男

女
平

等
ラ

ン
キ

ン
グ

）
」

な
ど

の
参

考
資

料
望

ま
し

い
人

間
関

係
Ａ

(
2
)
ア

(
ｲ
)

を
基

に
、

男
女

平
等

に
関

わ
る

我
が

国
の

現
状

に
着

目
し

た
上

で
、

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
本

質
的

平
等

に
つ

い
て

考
の

在
り

方
を

考
え

る
。

え
る

。
中

○
自

分
の

身
の

回
り

の
全

学
年

技
術

・
家

庭
〔

家
庭

分
野

〕
性

別
、

役
割

分
担

の
Ａ

(
1
)
ア

○
物

語
な

ど
を

活
用

し
て

、
自

分
の

成
長

と
そ

れ
に

関
わ

っ
て

き
た

人
々

に
つ

い
て

振
り

返
っ

た
り

、
家

族
・

家
庭

の
基

学
実

態
に

つ
い

て
話

し
本

的
な

機
能

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
り

す
る

活
動

を
行

う
。

合
い

、
両

性
の

本
質

(
3
)
ア

(
ｱ
)
○

家
族

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

を
行

い
、

協
力

す
る

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

話
し

合
う

。

校
的

平
等

に
つ

い
て

考
全

学
年

道
徳

Ｂ
【

友
情

、
信

頼
】

○
友

情
の

尊
さ

を
理

解
し

て
心

か
ら

信
頼

で
き

る
友

達
を

も
ち

、
互

い
に

励
ま

し
合

い
、

高
め

合
う

と
と

も
に

、
異

性
に

え
る

。
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
悩

み
や

葛
藤

も
経

験
し

な
が

ら
人

間
関

係
を

深
め

て
い

く
こ

と
。

○
男

女
の

性
の

特
性

や
Ｂ

【
相

互
理

解
、

○
自

分
の

考
え

や
意

見
を

相
手

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
立

場
を

尊
重

し
、

い
ろ

い
ろ

な
も

の
の

見
方

違
い

に
つ

い
て

理
解

寛
容

】
や

考
え

方
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

、
寛

容
の

心
を

も
っ

て
謙

虚
に

他
に

学
び

、
自

ら
を

高
め

て
い

く
こ

と
。

す
る

。
特

別
活

動
〔

学
級

活
動

〕
○

男
女

の
平

等
、

男
女

共
同

参
画

社
会

と
自

分
の

生
き

方
な

ど
の

題
材

を
設

定
し

、
新

聞
等

の
資

料
を

基
に

話
し

合
う

。
(
2
)
イ

○
男

女
間

に
お

け
る

様
全

学
年

地
理

総
合

Ｂ
(
2
)
ア

(
ｲ
)

○
人

口
問

題
と

関
わ

る
女

性
の

人
権

問
題

に
つ

い
て

認
識

を
深

め
、

そ
の

解
決

の
た

め
の

方
策

を
考

察
す

る
。

− 2−



々
な

人
権

侵
害

や
、

イ
(
ｱ
)

女
性

の
人

権
問

題
に

地
理

探
究

Ｂ
(
2
)

○
宗

教
を

指
標

と
し

た
地

域
区

分
か

ら
、

ム
ス

リ
ム

の
多

い
国

と
し

て
サ

ウ
ジ

ア
ラ

ビ
ア

と
ト

ル
コ

を
取

り
上

げ
、
「

イ
つ

い
て

理
解

す
る

。
ス

ラ
ー

ム
の

国
々

に
は

、
ど

の
よ

う
な

共
通

点
や

相
違

点
が

あ
る

の
だ

ろ
う

か
」

と
い

っ
た

問
い

を
立

て
、

両
国

を
比

○
男

女
差

別
撤

廃
の

歴
較

し
て

政
治

や
生

活
文

化
な

ど
の

側
面

か
ら

そ
の

特
色

に
つ

い
て

考
察

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
学

習
を

通
し

て
、

女
性

史
や

男
女

平
等

実
現

の
社

会
進

出
や

生
活

文
化

の
多

様
性

な
ど

、
国

際
社

会
に

お
い

て
、

人
類

全
体

で
取

り
組

ま
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
国

際
を

意
図

す
る

様
々

な
理

解
に

関
す

る
課

題
と

持
続

可
能

な
開

発
に

向
け

た
取

組
な

ど
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

条
約

、
規

約
、

法
律

歴
史

総
合

Ｃ
(
2
)
ア

(
ｲ
)

○
産

業
革

命
期

に
お

け
る

女
子

労
働

者
の

実
態

や
普

通
選

挙
運

動
に

お
け

る
婦

人
参

政
権

の
問

題
等

を
、

明
治

末
か

ら
の

に
つ

い
て

学
び

、
そ

イ
(
ｱ
)

婦
人

運
動

の
展

開
に

関
連

付
け

て
考

察
す

る
と

と
も

に
、

明
治

か
ら

第
二

次
世

界
大

戦
後

に
か

け
て

の
女

性
の

人
権

の
の

精
神

や
目

的
を

理
変

化
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

解
す

る
。

Ｄ
(
1
)

○
差

別
の

廃
止

や
地

位
の

向
上

に
つ

い
て

啓
発

す
る

ポ
ス

タ
ー

や
当

事
者

に
よ

る
手

記
な

ど
の

資
料

、
男

性
や

女
性

の
メ

○
男

女
の

性
の

特
性

を
デ

ィ
ア

に
お

け
る

取
り

上
げ

ら
れ

方
を

示
す

資
料

な
ど

を
基

に
、

現
在

に
至

る
ま

で
の

性
別

に
つ

い
て

の
認

識
や

表
現

十
分

に
認

識
し

、
男

の
推

移
と

社
会

の
変

化
と

の
関

連
な

ど
、

歴
史

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

て
資

料
か

ら
情

報
を

読
み

取
り

、
多

様
女

共
同

参
画

社
会

実
な

人
々

の
共

存
が

国
際

社
会

に
お

い
て

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
の

背
景

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
現

に
主

体
的

に
関

わ
公

共
Ａ

(
1
)
ア

○
人

間
は

、
個

人
と

し
て

相
互

に
尊

重
さ

れ
る

べ
き

存
在

で
あ

る
と

と
も

に
、

対
話

を
通

し
て

互
い

の
様

々
な

立
場

を
理

高
ろ

う
と

す
る

意
欲

を
解

し
高

め
合

う
こ

と
の

で
き

る
社

会
的

な
存

在
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
も

つ
。

(
3
)
ア

○
日

本
国

憲
法

の
学

習
を

通
し

て
、

男
女

平
等

の
法

的
理

解
を

深
め

る
。

等
(
3
)
ア

､
イ

､
ウ

○
女

性
の

社
会

進
出

等
に

関
し

て
、

労
働

面
や

少
子

高
齢

化
な

ど
の

問
題

と
関

連
さ

せ
、

今
後

の
課

題
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

学
Ｂ

ア
(
ｱ
)

○
男

女
平

等
の

意
義

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
よ

う
、

人
間

の
尊

厳
と

平
等

に
関

す
る

法
や

規
範

に
つ

い
て

調
べ

る
。

(
ｳ
)

○
自

己
実

現
と

社
会

生
活

に
関

し
て

、
職

業
生

活
や

社
会

参
加

の
観

点
か

ら
男

女
の

本
来

的
な

在
り

方
に

つ
い

て
考

察
す

校
る

。
倫

理
Ｂ

(
2
)
ア

○
男

女
が

共
生

す
る

こ
と

の
重

要
性

に
気

付
け

る
よ

う
、

他
者

と
共

に
生

き
る

自
己

の
生

き
方

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
政

治
・

経
済

Ａ
(
1
)
ア

(
ｱ
)

○
政

治
と

法
の

意
義

と
機

能
、

基
本

的
人

権
の

保
障

と
法

の
支

配
、

権
利

と
義

務
と

の
関

係
な

ど
に

つ
い

て
、

現
実

社
会

の
諸

事
象

を
通

し
て

考
察

す
る

。
保

健
(
3
)
ア

(
ｱ
)

○
思

春
期

に
お

け
る

心
身

の
発

達
や

性
的

成
熟

に
伴

う
身

体
面

、
心

理
面

、
行

動
面

な
ど

の
変

化
に

対
応

し
て

、
自

分
の

行
動

へ
の

責
任

感
や

異
性

を
理

解
し

た
り

尊
重

し
た

り
す

る
態

度
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

及
び

性
に

関
す

る
情

報
等

へ
の

適
切

な
対

処
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

う
、

調
べ

学
習

な
ど

を
行

う
。

家
庭

基
礎

Ａ
(
2
)
イ

○
「

男
性

は
仕

事
、

女
性

は
家

庭
」

と
い

っ
た

固
定

的
な

性
別

役
割

分
業

意
識

の
問

題
点

に
気

付
き

、
相

互
の

尊
重

と
信

頼
関

係
の

も
と

で
夫

婦
関

係
を

築
く

こ
と

、
共

に
協

力
し

て
家

庭
を

築
く

こ
と

の
意

義
や

重
要

性
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

家
庭

総
合

Ａ
(
2
)
ア

○
男

女
の

平
等

と
協

力
、

意
思

決
定

の
重

要
性

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
(
2
)
イ

○
親

子
関

係
や

夫
婦

関
係

な
ど

具
体

的
な

事
例

を
基

に
、

よ
り

よ
い

生
活

を
創

造
す

る
た

め
に

、
自

己
の

意
思

決
定

に
基

づ
き

、
責

任
を

も
っ

て
行

動
す

る
こ

と
や

、
男

女
が

協
力

し
て

、
家

族
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

家
庭

を
築

く
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

特
別

活
動

〔
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動
〕

(
2
)
ア

○
よ

り
よ

い
人

間
関

係
の

在
り

方
、

豊
か

な
人

間
関

係
づ

く
り

と
自

己
の

成
長

、
自

己
表

現
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
な

ど
の

題
材

を
設

定
し

、
体

験
発

表
を

取
り

入
れ

た
話

合
い

を
行

う
。

イ
○

男
女

相
互

の
理

解
と

協
力

、
人

間
の

尊
重

と
男

女
の

平
等

、
男

女
共

同
参

画
社

会
と

自
分

の
生

き
方

な
ど

の
題

材
を

設
定

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
や

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
基

に
し

た
り

、
新

聞
や

テ
レ

ビ
等

の
資

料
を

参
考

に
し

た
り

し
て

、
話

し
合

う
。

指
導

上
の

留
意

点
○

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

、
例

え
ば

、
学

習
グ

ル
ー

プ
を

必
要

に
応

じ
て

男
女

混
成

に
す

る
な

ど
、

男
女

が
協

力
し

て
取

り
組

め
る

よ
う

配
慮

す
る

。
○

性
差

の
指

導
に

当
た

っ
て

は
、

男
女

同
室

着
替

え
や

男
女

混
合

騎
馬

戦
、

男
女

同
室

宿
泊

等
、

性
差

を
過

度
に

否
定

し
た

教
育

に
な

ら
な

い
よ

う
配

慮
す

る
。

○
男

女
の

本
来

的
な

在
り

方
に

つ
い

て
考

察
を

行
う

際
に

は
、

社
会

や
文

化
と

い
っ

た
抽

象
的

な
観

点
か

ら
だ

け
で

は
な

く
、

家
庭

や
職

場
、

学
校

と
い

っ
た

身
近

な
場

面
も

取
り

上
げ

る
。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。
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２
子

ど
も

た
ち

校
種

目
標

小
学

校
○

自
他

の
よ

さ
や

大
切

さ
に

気
付

き
、

互
い

に
支

え
合

お
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

中
学

校
○

自
他

の
個

性
や

違
い

を
認

め
合

い
、

自
分

ら
し

さ
が

発
揮

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
と

も
に

、
互

い
に

尊
重

し
合

お
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

高
等

学
校

○
子

ど
も

を
め

ぐ
る

人
権

問
題

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
そ

の
解

決
の

た
め

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
、

主
体

的
に

関
わ

ろ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）
○

友
達

と
の

関
わ

り
を

通
し

1
・

2
生

活
(
9
)

○
入

学
当

初
に

書
い

た
自

分
の

名
前

や
絵

、
行

事
の

ス
ナ

ッ
プ

写
真

な
ど

を
手

掛
か

り
に

、
自

分
の

成
長

を
振

り
て

自
分

を
振

り
返

り
、

自
返

る
。

分
ら

し
さ

に
つ

い
て

考
え

○
家

族
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
な

ど
を

手
掛

か
り

に
、

自
分

で
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

や
役

割
が

増
え

た
こ

と
る

。
な

ど
に

つ
い

て
考

え
る

。
○

い
ろ

い
ろ

な
人

と
の

関
わ

道
徳

り
の

中
か

ら
相

手
の

よ
さ

Ａ
【
正
直
、
誠

実
】

○
う

そ
を

つ
い

た
り

ご
ま

か
し

を
し

た
り

し
な

い
で

、
素

直
に

伸
び

伸
び

と
生

活
す

る
こ

と
。

を
認

め
、

誰
に

対
し

て
も

Ａ
【
個
性
の
伸

長
】

○
自

分
の

特
徴

に
気

付
く

こ
と

。
分

け
隔

て
な

く
接

す
る

態
Ａ

【
希
望
と
勇

気
、

○
自

分
の

や
る

べ
き

勉
強

や
仕

事
を

し
っ

か
り

と
行

う
こ

と
。

度
を

身
に

付
け

る
。

努
力
と
強
い
意
志
】

○
自

分
が

し
た

い
こ

と
、

自
3
・

4
道

徳
分

が
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
Ａ
【
正
直
、
誠

実
】

○
過

ち
は

素
直

に
改

め
、

正
直

に
明

る
い

心
で

生
活

す
る

こ
と

。
い

こ
と

、
自

分
が

で
き

る
Ａ
【
個
性
の
伸

長
】

○
自

分
の

特
徴

に
気

付
き

、
長

所
を

伸
ば

す
こ

と
。

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

Ａ
【
希
望
と
勇

気
、

○
自

分
で

や
ろ

う
と

決
め

た
目

標
に

向
か

っ
て

、
強

い
意

志
を

も
ち

、
粘

り
強

く
や

り
抜

く
こ

と
。

努
力
と
強
い
意
志
】

Ｂ
【
相
互
理
解
、
寛
容
】

○
自

分
の

考
え

や
意

見
を

相
手

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
相

手
の

こ
と

を
理

解
し

、
自

分
と

異
な

る
意

見
も

大
切

に
す

る
こ

と
。

5
・

6
家

庭
Ａ

(
1
)
ア

○
小

学
校

入
学

時
か

ら
の

自
分

を
振

り
返

り
、
自

分
の

周
り

で
ど

の
よ

う
な

衣
食

住
の

生
活

が
営

ま
れ

て
い

た
か

、
小

そ
れ

ら
は

自
分

の
成

長
に

ど
の

よ
う

に
関

わ
っ

て
き

た
か

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
り

、
よ

り
よ

い
家

庭
生

活
の

実
現

に
向

け
て

、
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
こ

と
な

ど
を

話
し

合
っ

た
り

す
る

。
学

家
庭

Ａ
(
2
)
ア

○
家

庭
で

の
家

族
の

仕
事

を
観

察
し

た
り

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

た
り

し
て

、
家

庭
に

は
自

分
や

家
族

の
生

活
を

支
え

る
仕

事
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
と

と
も

に
、

自
分

と
家

族
の

生
活

時
間

の
使

い
方

を
比

較
し

、
家

族
校

の
生

活
や

家
庭

の
仕

事
と

関
連

付
け

て
自

分
の

生
活

時
間

の
使

い
方

を
見

直
し

、
協

力
し

て
取

り
組

む
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
る

。
家

庭
Ａ

(
3
)
イ

○
会

話
や

遊
び

な
ど

家
族

と
直

接
的

な
触

れ
合

い
が

で
き

る
場

と
時

間
を

作
り

出
し

、
家

族
に

お
茶

を
入

れ
た

り
、

果
物

や
菓

子
な

ど
を

供
し

た
り

す
る

こ
と

を
計

画
す

る
な

ど
、

楽
し

く
和

や
か

に
過

ご
す

た
め

に
工

夫
す

る
活

動
を

通
し

て
、

家
族

と
の

よ
り

よ
い

関
わ

り
に

つ
い

て
考

え
る

。
道

徳
Ａ
【
正
直
、
誠

実
】

○
誠

実
に

、
明

る
い

心
で

生
活

す
る

こ
と

。
Ａ
【
個
性
の
伸

長
】

○
自

分
の

特
徴

を
知

っ
て

、
短

所
を

改
め

長
所

を
伸

ば
す

こ
と

。
Ａ

【
希
望
と
勇

気
、

○
よ

り
高

い
目

標
を

立
て

、
希

望
や

勇
気

を
も

ち
、

困
難

が
あ

っ
て

も
く

じ
け

ず
に

努
力

し
て

物
事

を
や

り
抜

く
努
力
と
強
い
意
志
】

こ
と

。
Ｂ

【
相
互
理
解
、
寛
容
】

○
自

分
の

考
え

や
意

見
を

相
手

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
謙

虚
な

心
を

も
ち

、
広

い
心

で
自

分
と

異
な

る
意

見
や

立
場

を
尊

重
す

る
こ

と
。

６
社

会
(
1
)
ア

(
ｱ
)

○
日

本
国

憲
法

に
定

め
ら

れ
て

い
る

国
民

と
し

て
の

権
利

及
び

義
務

に
つ

い
て

調
べ

る
。

(
3
)
イ

(
ｲ
)

○
世

界
で

は
ど

の
よ

う
な

課
題

が
発

生
し

て
い

る
か

、
国

際
連

合
や

我
が

国
は

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

ど
の

よ
う

な
連

携
や

協
力

を
行

っ
て

い
る

か
な

ど
の

問
い

に
つ

い
て

調
べ

た
り

、
地

球
規

模
で

発
生

し
て

い
る

課
題

と
そ

の
解

決
の

た
め

の
連

携
や

協
力

の
様

子
を

関
連

付
け

て
、
我

が
国

が
果

た
し

て
い

る
役

割
を

考
え

た
り

す
る

。

全
学

年
特

別
活

動
〔

学
級

活
動

〕
○

将
来

に
明

る
い

希
望

や
目

標
を

も
っ

て
、

自
己

の
よ

さ
や

可
能

性
を

生
か

そ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

を
身

に
付

(
3
)
ア

け
る

た
め

に
、

学
級

で
の

話
合

い
を

通
し

て
、

友
達

の
意

見
な

ど
を

参
考

に
し

な
が

ら
自

己
の

よ
さ

や
実

現
で

き
そ

う
な

目
標

を
具

体
的

に
考

え
る

。
○

い
じ

め
や

差
別

に
つ

い
て

３
社

会
〔

公
民

的
分

野
〕

話
し

合
い

、
そ

れ
ら

を
許

Ａ
(
2
)
ア

(
ｲ
)
○

人
間

は
本

来
社

会
的

存
在

で
あ

る
こ

と
を

基
に

、
契

約
の

重
要

性
や

そ
れ

を
守

る
こ

と
の

意
義

及
び

個
人

の
責

さ
な

い
態

度
を

身
に

付
け

任
に

つ
い

て
調

べ
る

。
る

。
Ｃ

(
1
)
ア

(
ｱ
)
○

人
間

の
尊

重
に

つ
い

て
の

考
え

方
を

、
基

本
的

人
権

を
中

心
に

深
め

、
法

の
意

義
に

つ
い

て
調

べ
る

。
○

他
の

人
の

個
性

を
認

め
、

全
学

年
技

術
・

家
庭

〔
家

庭
分

野
〕

○
幼

児
の

発
達

と
生

活
の

特
徴

を
理

解
で

き
る

よ
う

、
幼

稚
園

な
ど

で
の

幼
児

の
観

察
を

通
し

て
、

幼
児

の
発

達

− 4−



互
い

に
協

調
し

な
が

ら
生

Ａ
(
2
)
ア

と
生

活
の

特
徴

に
つ

い
て

話
し

合
う

と
と

も
に

、
子

ど
も

が
育

つ
環

境
と

し
て

の
家

族
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

活
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

で
き

る
よ

う
、

親
子

の
観

察
な

ど
を

通
し

て
、

子
ど

も
の

成
長

に
必

要
な

適
切

な
保

護
や

関
わ

り
に

つ
い

て
考

理
解

す
る

。
え

る
。

○
自

ら
の

役
割

を
果

た
す

こ
特

別
活

動
〔

学
級

活
動

〕
と

の
大

切
さ

や
、

自
他

の
(
2
)
ア

○
自

他
の

個
性

を
理

解
し

て
尊

重
し

、
互

い
の

よ
さ

や
可

能
性

を
発

揮
し

な
が

ら
よ

り
よ

い
集

団
生

活
を

つ
く

る
中

権
利

を
尊

重
す

る
こ

と
の

た
め

に
、

自
分

の
長

所
・

短
所

、
友

人
へ

の
期

待
と

励
ま

し
、

自
他

の
個

性
を

知
り

そ
れ

を
生

か
す

方
法

な
ど

大
切

さ
を

理
解

す
る

。
の

題
材

を
設

定
し

、
自

ら
を

振
り

返
る

と
同

時
に

グ
ル

ー
プ

や
学

級
全

体
で

話
し

合
う

。
学

(
3
)
イ

○
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

や
責

任
を

も
ち

、
社

会
生

活
を

営
む

上
で

必
要

な
マ

ナ
ー

や
ル

ー
ル

、
働

く
こ

と
や

社
会

に
貢

献
す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
て

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
自

分
の

役
割

と
生

き
が

い
、

働
校

く
目

的
と

意
義

、
身

近
な

職
業

と
職

業
選

択
な

ど
の

題
材

を
設

定
し

、
調

査
や

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
基

に
話

し
合

っ
た

り
、

発
表

や
デ

ィ
ベ

ー
ト

を
行

っ
た

り
す

る
。

道
徳

Ｂ
【
思
い
や
り
、

感
謝
】

○
思

い
や

り
の

心
を

も
っ

て
人

と
接

す
る

と
と

も
に

、
家

族
な

ど
の

支
え

や
多

く
の

人
々

の
善

意
に

よ
り

日
々

の
生

活
や

現
在

の
自

分
が

あ
る

こ
と

に
感

謝
し

、
進

ん
で

そ
れ

に
応

え
、

人
間

愛
の

精
神

を
深

め
る

こ
と

。
Ｂ

【
友
情
、
信

頼
】

○
友

情
の

尊
さ

を
理

解
し

て
心

か
ら

信
頼

で
き

る
友

達
を

も
ち

、
互

い
に

励
ま

し
合

い
、

高
め

合
う

と
と

も
に

、
異

性
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

悩
み

や
葛

藤
も

経
験

し
な

が
ら

人
間

関
係

を
深

め
て

い
く

こ
と

。
Ｃ

【
遵

法
精

神
、

公
徳

心
】

○
法

や
き

ま
り

の
意

義
を

理
解

し
、
そ

れ
ら

を
進

ん
で

守
る

と
と

も
に

、
そ

の
よ

り
よ

い
在

り
方

に
つ

い
て

考
え

、
自

他
の

権
利

を
大

切
に

し
、

義
務

を
果

た
し

て
、

規
律

あ
る

安
定

し
た

社
会

の
実

現
に

努
め

る
こ

と
。

Ｃ
【
公
正
、
公
平
、
社
会

正
義
】

○
正

義
と

公
正

さ
を

重
ん

じ
、
誰

に
対

し
て

も
公

平
に

接
し

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
の

実
現

に
努

め
る

こ
と

。
Ｃ

【
家
族
愛
、

○
父

母
、

祖
父

母
を

敬
愛

し
、

家
族

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

も
っ

て
充

実
し

た
家

庭
生

活
を

築
く

こ
と

。
家
庭
生
活
の
充
実
】

Ｄ
【
生
命
の
尊
さ
】

○
生

命
の

尊
さ

に
つ

い
て

、
そ

の
連

続
性

や
有

限
性

な
ど

も
含

め
て

理
解

し
、

か
け

が
え

の
な

い
生

命
を

尊
重

す
る

こ
と

。
○

子
ど

も
に

関
す

る
様

々
な

全
学

年
歴
史

総
合

Ｂ
(
2
)
ア

(
ｲ
)

○
産

業
革

命
に

お
い

て
、
子

ど
も

が
労

働
力

と
し

て
酷

使
さ

れ
、
そ

の
人

権
が

著
し

く
侵

害
さ

れ
た

事
例

を
基

に
、

条
約

・
規

約
や

子
ど

も
の

Ｂ
(
2
)
イ

(
ｲ
)

当
時

の
社

会
背

景
と

関
連

さ
せ

な
が

ら
、

そ
の

経
緯

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
人

権
侵

害
の

事
例

に
つ

い
公

共
Ａ

(
3
)

○
人

間
の

尊
厳

と
平

等
、

個
人

の
尊

重
、

民
主

主
義

、
法

の
支

配
、

自
由

･
権

利
と

責
任

･
義

務
な

ど
、

公
共

的
な

て
学

び
、

子
ど

も
が

享
受

空
間

に
お

け
る

基
本

原
理

に
つ

い
て

理
解

し
、

個
人

と
社

会
と

の
関

わ
り

に
お

い
て

多
面

的
･
多

角
的

に
考

察
す

べ
き

権
利

や
大

人
の

果
す

る
。

た
す

べ
き

義
務

に
つ

い
て

倫
理

Ａ
(
1
)
ア

○
個

性
、

感
情

、
認

知
な

ど
に

着
目

し
て

、
他

者
と

と
も

に
よ

り
よ

く
生

き
る

自
己

の
生

き
方

に
つ

い
て

考
察

す
高

理
解

す
る

。
る

。
○

一
人

一
人

が
も

つ
そ

れ
ぞ

倫
理

Ｂ
(
2
)
ア

○
様

々
な

他
者

と
の

協
働

、
共

生
に

向
け

て
、

現
代

の
諸

課
題

に
つ

い
て

探
究

し
、

現
代

社
会

に
生

き
る

人
間

と
等

れ
の

人
間

性
を

尊
重

し
合

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

い
、

互
い

に
認

め
合

え
る

政
治

・
経

済
Ａ

(
1
)
ア

(
ｱ
)

○
日

本
国

憲
法

の
学

習
を

通
し

て
、

子
ど

も
の

も
つ

権
利

や
親

が
果

た
す

べ
き

義
務

に
つ

い
て

調
べ

る
。

学
よ

う
「

個
性

」
や
「

性
格

」
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

家
庭

基
礎

Ａ
(
3
)

○
乳

幼
児

期
の

心
身

の
発

達
と

生
活

、
親

の
役

割
と

保
育

、
子

ど
も

を
取

り
巻

く
社

会
環

境
、

子
育

て
支

援
に

つ
校

○
子

ど
も

の
豊

か
な

成
長

の
い

て
理

解
し

、
子

ど
も

を
生

み
育

て
る

こ
と

の
意

義
や

子
ど

も
の

健
や

か
な

発
達

を
支

え
る

た
め

に
親

や
家

族
た

め
の

家
庭

や
地

域
社

会
及

び
地

域
や

社
会

の
果

た
す

役
割

の
重

要
性

を
考

察
す

る
。

に
お

け
る

大
人

の
役

割
に

家
庭

総
合

Ａ
(
3
)

○
乳

幼
児

期
の

心
身

の
発

達
と

生
活

、
子

ど
も

の
遊

び
と

文
化

、
親

の
役

割
と

保
育

、
子

ど
も

を
取

り
巻

く
社

会
つ

い
て

考
察

す
る

。
環

境
の

変
化

や
課

題
及

び
子

ど
も

の
福

祉
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

○
子

ど
も

を
生

み
育

て
る

こ
と

の
意

義
や

、
保

育
の

重
要

性
に

つ
い

て
考

え
、

子
ど

も
の

健
や

か
な

発
達

を
支

え
る

た
め

に
親

や
家

族
及

び
地

域
や

社
会

の
果

た
す

役
割

の
重

要
性

を
考

察
す

る
。

特
別

活
動

○
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

や
責

任
を

も
ち

、
社

会
生

活
を

営
む

上
で

必
要

な
マ

ナ
ー

や
ル

ー
ル

、
働

く
こ

と
〔

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

〕
や

社
会

に
貢

献
す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
て

行
動

で
き

る
よ

う
、

職
業

と
仕

事
、

働
く

こ
と

の
意

義
と

目
的

、
(
3
)
ウ

職
業

生
活

、
働

く
こ

と
と

生
き

が
い

な
ど

に
つ

い
て

題
材

を
設

定
し

、
調

査
や

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
基

に
話

し
合

っ
た

り
、

発
表

や
討

議
・

デ
ィ

ベ
ー

ト
を

行
っ

た
り

す
る

。

指
導

上
の

留
意

点
○

体
験

を
通

し
て

自
分

を
振

り
返

っ
た

り
、

友
達

の
よ

さ
に

気
付

い
た

り
で

き
る

よ
う

に
、

参
加

体
験

型
の

人
権

学
習

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
る

よ
う

に
す

る
。

○
特

別
活

動
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

、
グ

ル
ー

プ
活

動
を

取
り

入
れ

る
場

合
に

は
、

学
び

を
認

め
合

う
こ

と
を

通
し

て
、

互
い

の
よ

さ
や

個
性

に
気

付
か

せ
る

よ
う

配
慮

す
る

。
○

高
等

学
校

に
お

い
て

は
、

例
え

ば
、

大
人

と
子

ど
も

の
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

に
立

つ
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

協
議

に
取

り
入

れ
る

な
ど

、
「

子
ど

も
か

ら
見

た
大

人
」
、
「

大
人

か
ら

見
た

子
ど

も
」

の
双

方
に

つ
い

て
考

察
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。

− 4− − 5−



３
高

齢
者

校
種

目
標

小
学

校
○

高
齢

者
と

の
交

流
を

通
し

て
高

齢
者

を
身

近
な

存
在

と
し

て
と

ら
え

、
積

極
的

に
関

わ
る

気
持

ち
を

も
と

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。
中

学
校

○
高

齢
化

に
伴

う
心

身
の

変
化

を
知

り
、

思
い

や
り

や
温

か
い

気
持

ち
を

も
っ

て
、

高
齢

者
と

接
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

高
等

学
校

○
高

齢
者

を
豊

か
な

経
験

を
も

つ
社

会
の

重
要

な
一

員
と

し
て

尊
重

し
、

共
に

生
き

る
社

会
に

貢
献

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）
○

高
齢

者
と

積
極

的
に

1
・

2
生

活
(
2
)

○
自

分
自

身
が

支
え

て
も

ら
っ

て
い

る
こ

と
や

家
庭

生
活

の
役

に
立

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

、
自

分
の

行
動

が
家

庭
生

交
流

す
る

。
活

と
深

く
関

わ
り

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
に

気
付

け
る

よ
う

、
自

分
の

こ
と

は
自

分
で

行
っ

た
り

、
家

庭
で

の
関

○
高

齢
者

の
生

活
上

の
わ

り
方

に
つ

い
て

自
己

決
定

し
た

り
す

る
活

動
を

行
い

、
そ

の
こ

と
を

伝
え

合
い

交
流

す
る

。
困

難
さ

に
つ

い
て

考
(
3
)
、

(
8
)

○
自

分
た

ち
の

生
活

は
様

々
な

人
や

場
所

と
関

わ
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
、

そ
れ

ら
に

親
し

み
や

愛
着

を
も

ち
、

え
る

。
適

切
に

接
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

な
ど

を
訪

問
し

、
高

齢
者

と
交

流
す

る
。

○
い

ろ
い

ろ
な

人
と

関
(
5
)
、

(
6
)

○
「

季
節

の
行

事
」
、
「

昔
の

遊
び

」
な

ど
の

学
習

場
面

に
お

い
て

、
高

齢
者

を
講

師
と

し
て

迎
え

、
一

緒
に

活
動

す
わ

り
を

も
つ

中
で

、
る

。
高

齢
者

と
の

望
ま

し
道

徳
Ｂ

【
親

切
、
思

い
や

り
】

○
身

近
に

い
る

人
に

温
か

い
心

で
接

し
、

親
切

に
す

る
こ

と
。

い
接

し
方

に
つ

い
て

Ｃ
【

家
族

愛
、

○
父

母
、

祖
父

母
を

敬
愛

し
、

進
ん

で
家

の
手

伝
い

な
ど

を
し

て
、

家
族

の
役

に
立

つ
こ

と
。

考
え

る
。

家
庭

生
活

の
充

実
】

3
・

4
道

徳
Ｂ

【
感

謝
】

○
家

族
な

ど
生

活
を

支
え

て
く

れ
て

い
る

人
々

や
現

在
の

生
活

を
築

い
て

く
れ

た
高

齢
者

に
、

尊
敬

と
感

謝
の

気
持

ち
を

も
っ

て
接

す
る

こ
と

。
小

Ｃ
【

家
族

愛
、

○
父

母
、

祖
父

母
を

敬
愛

し
、

家
族

み
ん

な
で

協
力

し
合

っ
て

楽
し

い
家

庭
を

つ
く

る
こ

と
。

家
庭

生
活

の
充

実
】

学
3
～

6
総

合
的

な
学

習
の

時
間

○
伝

統
と

文
化

、
地

域
の

特
色

に
応

じ
た

学
習

課
題

に
お

い
て

、
「

し
め

縄
づ

く
り

」
、
「

そ
ば

づ
く

り
」

な
ど

、
高

齢
者

と
一

緒
に

活
動

す
る

。
校

4
社

会
(
4
)

○
「

県
内

の
伝

統
や

文
化

」
、
「

先
人

の
働

き
」

な
ど

の
学

習
場

面
に

お
い

て
、

高
齢

者
を

講
師

と
し

て
迎

え
、

様
々

な
苦

心
や

努
力

に
よ

り
地

域
の

発
展

に
貢

献
し

て
き

た
こ

と
に

つ
い

て
の

話
を

聞
く

。
4
～

6
特

別
活

動
〔

ク
ラ

ブ
活

動
〕
(
2
)
○

グ
ラ

ン
ド

ゴ
ル

フ
な

ど
を

通
し

て
、

地
域

の
高

齢
者

と
の

対
戦

・
交

流
を

楽
し

む
。

5
・

6
家

庭
Ａ

(
3
)

○
会

話
や

遊
び

な
ど

家
族

（
祖

父
母

な
ど

）
と

直
接

的
な

触
れ

合
い

が
で

き
る

場
と

時
間

を
作

り
出

し
、

家
族

に
お

茶
を

入
れ

た
り

、
果

物
や

菓
子

な
ど

を
供

し
た

り
す

る
こ

と
を

計
画

す
る

な
ど

、
楽

し
く

和
や

か
に

過
ご

す
た

め
に

工
夫

す
る

活
動

を
通

し
て

、
家

族
と

の
よ

り
よ

い
関

わ
り

に
つ

い
て

考
え

る
。

道
徳

Ｂ
【

感
謝

】
○

日
々

の
生

活
が

家
族

や
過

去
か

ら
の

多
く

の
人

々
の

支
え

合
い

や
助

け
合

い
で

成
り

立
っ

て
い

る
こ

と
に

感
謝

し
、

そ
れ

に
応

え
る

こ
と

。
Ｃ

【
家

族
愛

、
○

父
母

、
祖

父
母

を
敬

愛
し

、
家

族
の

幸
せ

を
求

め
て

、
進

ん
で

役
に

立
つ

こ
と

を
す

る
こ

と
。

家
庭

生
活

の
充

実
】

全
学

年
特

別
活

動
○

地
域

の
高

齢
者

等
、

様
々

な
人

と
触

れ
合

え
る

よ
う

、
学

校
行

事
（

運
動

会
・

学
芸

会
）

の
招

待
状

を
送

る
と

と
〔

学
校

行
事

〕
(
2
)
、
(
3
)
、
(
5
)

も
に

、
交

流
す

る
。

○
高

齢
者

と
気

持
ち

の
３

社
会

〔
公

民
的

分
野

〕
通

い
合

う
交

流
を

す
Ａ

(
1
)
ア

(
ｱ
)
、

イ
(
ｱ
)

○
現

代
日

本
の

特
色

で
あ

る
少

子
高

齢
化

が
、

現
在

と
将

来
の

政
治

、
経

済
、

国
際

関
係

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

る
。

考
え

る
。

○
高

齢
者

の
生

活
や

考
Ｃ

(
1
)

○
高

齢
者

の
差

別
に

関
す

る
問

題
等

、
日

常
の

具
体

的
な

事
例

を
取

り
上

げ
、

基
本

的
人

権
の

尊
重

に
つ

い
て

考
え

え
方

を
理

解
す

る
。

る
。

○
高

齢
者

と
の

望
ま

し
全

学
年

技
術

・
家

庭
〔

家
庭

分
野

〕
い

関
わ

り
方

に
つ

い
Ａ

(
3
)

○
生

徒
が

ペ
ア

を
組

み
、

立
ち

上
が

っ
た

り
歩

行
し

た
り

す
る

な
ど

、
介

護
の

基
礎

に
関

す
る

体
験

的
な

活
動

を
通

て
考

え
る

。
し

て
、

介
助

す
る

側
と

さ
れ

る
側

の
気

持
ち

や
必

要
な

配
慮

に
つ

い
て

話
し

合
う

。
Ｂ

(
3
)

○
高

齢
者

に
配

慮
し

た
食

事
を

考
え

る
。

中
(
6
)

○
高

齢
者

の
身

体
の

機
能

低
下

に
応

じ
て

段
差

を
な

く
し

た
り

、
手

す
り

を
付

け
た

り
す

る
こ

と
や

、
照

明
を

明
る

く
し

た
り

、
浴

室
や

ト
イ

レ
な

ど
で

は
温

度
差

を
解

消
し

た
り

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
考

え
る

。
学

道
徳

Ｃ
【

家
族

愛
、

○
父

母
、

祖
父

母
を

敬
愛

し
、

家
族

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

も
っ

て
充

実
し

た
家

庭
生

活
を

築
く

こ
と

。
家

庭
生

活
の

充
実

】
校

Ｃ
【
郷

土
の

伝
統

と
文

化
○

郷
土

の
伝

統
と

文
化

を
大

切
に

し
、

社
会

に
尽

く
し

た
先

人
や

高
齢

者
に

尊
敬

の
念

を
深

め
、

地
域

社
会

の
一

員

− 6−



の
尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る

態
度
】

と
し

て
の

自
覚

を
も

っ
て

郷
土

を
愛

し
、

進
ん

で
郷

土
の

発
展

に
努

め
る

こ
と

。
総

合
的

な
学

習
の

時
間

○
福

祉
施

設
で

の
実

習
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

等
を

踏
ま

え
、

高
齢

者
の

生
活

に
つ

い
て

考
え

た
り

、
福

祉
の

現
状

や
問

題
点

に
つ

い
て

追
究

し
た

り
す

る
。

○
「

高
齢

化
社

会
」
、
「

地
域

の
高

齢
者

と
そ

の
暮

ら
し

を
支

援
す

る
仕

組
み

や
人

々
」

な
ど

を
テ

ー
マ

と
し

た
探

究
及

び
討

論
会

、
発

表
会

な
ど

を
行

う
。

特
別

活
動

〔
生

徒
会

活
動

〕
(
3
)

○
地

域
の

福
祉

施
設

や
社

会
施

設
等

で
の

様
々

な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
を

通
し

て
、

高
齢

者
と

の
交

流
を

深
め

る
と

と
も

に
、

地
域

が
抱

え
て

い
る

課
題

解
決

に
向

け
た

発
表

会
や

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
、

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
を

行
う

。
〔

学
校

行
事

〕
(
2
)
、
(
3
)
、
(
5
)
○

文
化

的
行

事
や

健
康

安
全

・
体

育
的

行
事

な
ど

に
お

い
て

、
高

齢
者

と
触

れ
合

い
、

交
流

を
深

め
る

。
○

高
齢

者
と

の
交

流
を

全
学

年
公

共
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
○

「
少

子
高

齢
社

会
に

お
け

る
社

会
保

障
の

充
実

・
安

定
化

」
の

学
習

に
お

い
て

、
「

高
齢

者
や

通
学

の
高

校
生

が
通

し
て

、
サ

ポ
ー

ト
利

用
す

る
民

間
の

赤
字

バ
ス

路
線

を
存

続
さ

せ
る

た
め

に
公

的
資

金
を

導
入

す
べ

き
か

」
と

い
っ

た
問

い
に

つ
い

し
よ

う
と

す
る

気
持

て
、

バ
ス

の
利

用
者

や
そ

の
家

族
、

事
業

者
、

行
政

な
ど

様
々

な
立

場
か

ら
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

、
そ

の
ち

を
も

つ
。

上
で

一
人

一
人

が
根

拠
を

も
っ

て
選

択
・

判
断

し
、

論
述

す
る

。
○

高
齢

者
に

と
っ

て
必

政
治
・
経
済
Ａ
(
1
)
(
2)

○
勤

労
の

権
利

と
義

務
、

労
働

基
本

権
の

保
障

、
労

働
組

合
の

役
割

な
ど

を
基

に
、

女
性

や
若

年
者

、
高

齢
者

、
障

要
な

支
援

や
生

活
し

害
者

な
ど

の
雇

用
・

労
働

問
題

な
ど

具
体

的
な

事
例

を
取

り
上

げ
て

自
分

の
考

え
を

説
明

、
論

述
す

る
。

や
す

い
社

会
の

在
り

家
庭

基
礎

Ａ
(
4
)

○
高

齢
期

に
な

っ
て

も
、

安
心

し
て

自
立

的
な

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

よ
う

、
高

方
に

つ
い

て
考

え
る

。
家

庭
総

合
Ａ

(
4
)
、

(
5
)

齢
者

の
就

労
問

題
、

暮
ら

し
方

な
ど

の
生

活
実

態
調

査
資

料
な

ど
を

基
に

、
高

齢
期

の
状

況
を

把
握

し
た

り
、

祖
○

高
齢

者
と

の
共

生
社

父
母

や
身

近
な

高
齢

者
か

ら
生

き
が

い
、

社
会

参
加

、
健

康
問

題
と

介
護

、
生

計
の

維
持

な
ど

に
つ

い
て

聞
き

取
会

に
つ

い
て

の
考

え
っ

た
り

す
る

。
を

深
め

る
。

老
年

看
護

(
1
)
エ

○
高

齢
者

に
起

こ
り

や
す

い
倫

理
的

課
題

で
あ

る
、

高
齢

者
差

別
、

高
齢

者
虐

待
、

安
全

管
理

と
身

体
拘

束
、

高
齢

者
の

権
利

擁
護

（
成

年
後

見
等

）
、

意
思

決
定

支
援

な
ど

の
現

状
に

つ
い

て
、

事
例

に
基

づ
き

、
多

様
な

視
点

か
高

ら
考

察
す

る
。

社
会

福
祉

基
礎

(
4
)
エ

○
福

祉
に

関
す

る
知

識
と

技
術

を
身

に
付

け
、

社
会

福
祉

の
向

上
に

必
要

な
基

礎
的

な
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
た

等
め

に
、

福
祉

の
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
、

実
践

的
・

体
験

的
な

学
習

活
動

を
行

う
。

介
護

福
祉

基
礎

(1
)ア

、
(3
)
イ

○
介

護
に

関
す

る
知

識
と

技
術

を
身

に
付

け
、

人
間

の
尊

厳
を

支
え

自
立

支
援

に
必

要
な

基
礎

的
な

資
質

・
能

力
を

学
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
理

解
育

成
す

る
た

め
に

、
福

祉
の

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
実

践
的

・
体

験
的

な
学

習
活

動
を

行
う

。
(
3
)
イ

、
ウ

校
(
4
)
ア

、
イ

、
ウ

総
合

的
な

探
究

の
時

間
○

福
祉

施
設

で
の

実
習

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

を
踏

ま
え

、
高

齢
者

の
生

活
や

、
高

齢
化

社
会

と
福

祉
に

関
す

る
課

題
に

つ
い

て
探

究
す

る
。

○
「

地
域

の
高

齢
化

や
社

会
保

障
に

関
す

る
課

題
に

つ
い

て
」

な
ど

を
テ

ー
マ

と
し

た
学

習
活

動
で

、
高

齢
者

か
ら

生
き

方
や

考
え

方
に

つ
い

て
意

見
を

聴
取

し
た

り
、

地
域

の
問

題
点

を
解

決
す

る
た

め
に

自
分

た
ち

が
考

え
た

施
策

に
つ

い
て

、
行

政
の

担
当

者
と

討
論

す
る

時
間

を
設

け
た

り
す

る
。

特
別

活
動

〔
生

徒
会

活
動

〕
(
3
)

○
地

域
の

福
祉

施
設

や
社

会
教

育
施

設
等

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
高

齢
者

と
の

交
流

を
通

し
て

、
高

齢
者

に
と

っ
て

住
み

や
す

い
社

会
、

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

社
会

の
在

り
方

な
ど

に
つ

い
て

討
論

す
る

。
○

福
祉

施
設

等
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

発
表

や
活

動
後

の
意

見
交

換
会

な
ど

を
行

い
、

高
齢

者
へ

の
よ

り
よ

い
サ

ポ
ー

ト
方

法
に

つ
い

て
考

え
る

。
〔

学
校

行
事

〕
(
2
)
、
(
3
)
、
(
5
)
○

文
化

的
行

事
や

健
康

安
全

・
体

育
的

行
事

な
ど

に
お

い
て

、
高

齢
者

と
の

触
れ

合
い

・
交

流
を

深
め

る
。

指
導

上
の

留
意

点
○

高
齢

者
と

関
わ

る
際

に
は

、
分

か
り

や
す

く
丁

寧
な

言
葉

で
ゆ

っ
く

り
話

す
こ

と
、

名
前

で
呼

び
掛

け
る

こ
と

、
相

手
の

立
場

に
立

っ
た

心
温

か
い

誠
意

あ
る

対
応

を
と

る
こ

と
な

ど
、

基
本

的
な

配
慮

事
項

を
事

前
指

導
す

る
。

○
高

齢
者

と
の

交
流

に
当

た
っ

て
は

、
自

然
な

形
で

児
童

生
徒

と
高

齢
者

が
共

に
楽

し
み

な
が

ら
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

交
流

施
設

と
の

事
前

の
連

絡
調

整
を

十
分

に
行

い
、

施
設

の
方

針
や

計
画

、
日

程
な

ど
に

留
意

し
た

交
流

計
画

を
立

て
る

よ
う

に
す

る
。

○
体

験
学

習
に

お
い

て
は

、
体

験
す

る
こ

と
に

終
始

す
る

の
で

は
な

く
、

児
童

生
徒

が
感

じ
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

を
表

現
す

る
場

を
設

定
す

る
。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。

− 6− − 7−



４
障

害
の

あ
る

人
た

ち
校

種
目

標

小
学

校
○

障
害

の
あ

る
人

た
ち

と
の

交
流

等
を

通
し

て
、

積
極

的
に

関
わ

ろ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

中
学

校
○

障
害

の
あ

る
人

た
ち

の
自

立
や

社
会

参
加

に
つ

い
て

理
解

し
、

個
性

や
立

場
を

尊
重

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

高
等

学
校

○
障

害
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
、

誰
も

が
暮

ら
し

や
す

い
社

会
の

実
現

に
参

画
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
障

害
の

あ
る

人
た

ち
1
・

2
道

徳
Ｂ

【
友

情
、

信
頼

】
○

友
達

と
仲

よ
く

し
、

助
け

合
う

こ
と

。

と
積

極
的

に
交

流
す

3
・

4
道

徳
Ｂ

【
親

切
、

思
い

や
り

】
○

相
手

の
こ

と
を

思
い

や
り

、
進

ん
で

親
切

に
す

る
こ

と
。

る
。

Ｂ
【

友
情

、
信

頼
】

○
友

達
と

互
い

に
理

解
し

、
信

頼
し

、
助

け
合

う
こ

と
。

小
○

障
害

の
あ

る
人

た
ち

3
～

6
総

合
的

な
学

習
の

時
間

○
障

害
の

あ
る

人
た

ち
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
ブ

ラ
イ

ン
ド

ウ
ォ

ー
ク

、
点

字
体

験
な

ど
を

通
し

て
、

障

の
生

活
上

の
困

難
さ

害
に

起
因

す
る

生
活

上
の

困
難

さ
を

調
べ

、
ま

と
め

た
り

表
現

し
た

り
す

る
。

学
に

つ
い

て
考

え
る

。
5
・

6
道

徳
Ｂ

【
親

切
、

思
い

や
り

】
○

誰
に

対
し

て
も

思
い

や
り

の
心

を
も

ち
、

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
親

切
に

す
る

こ
と

。

○
い

ろ
い

ろ
な

人
と

関
Ｂ

【
感

謝
】

○
日

々
の

生
活

が
家

族
や

過
去

か
ら

の
多

く
の

人
々

の
支

え
合

い
や

助
け

合
い

で
成

り
立

っ
て

い
る

こ
と

に
感

謝

校
わ

り
を

も
つ

中
で

、
し

、
そ

れ
に

応
え

る
こ

と
。

障
害

の
あ

る
人

と
の

Ｂ
【

相
互

理
解

、
寛

容
】

○
自

分
の

考
え

や
意

見
を

相
手

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
謙

虚
な

心
を

も
ち

、
広

い
心

で
自

分
と

異
な

る
意

見
や

立

望
ま

し
い

接
し

方
に

場
を

尊
重

す
る

こ
と

。

つ
い

て
考

え
る

。
全

学
年

特
別

活
動

○
特

別
支

援
学

級
又

は
特

別
支

援
学

校
と

の
交

流
及

び
共

同
学

習
等

を
通

じ
て

、
人

間
関

係
な

ど
の

集
団

生
活

の

〔
学

校
行

事
〕

(
2
)
、

(
4
)
、

(
5
)

在
り

方
や

公
衆

道
徳

な
ど

に
つ

い
て

の
望

ま
し

い
体

験
を

積
む

こ
と

が
で

き
る

活
動

を
行

う
。

○
互

い
に

相
手

を
認

め
３

社
会

〔
公

民
的

分
野

〕

合
い

、
気

持
ち

の
通

Ｂ
(
2
)
イ

(
ｱ
)

○
市

場
の

働
き

に
委

ね
る

こ
と

が
難

し
い

諸
問

題
に

関
し

て
、

国
や

地
方

公
共

団
体

が
果

た
し

て
い

る
役

割
に

つ

い
合

う
交

流
を

行
う

。
い

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
、

構
想

し
、

表
現

す
る

。

○
日

頃
の

学
習

や
障

害
Ｄ

(
2
)
ア

○
私

た
ち

が
よ

り
よ

い
社

会
を

築
い

て
い

く
た

め
に

解
決

す
べ

き
課

題
を

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

や
議

論
な

ど
に

よ
り

多

の
あ

る
人

た
ち

と
の

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

に
よ

り
考

え
を

説
明

し
、

レ
ポ

ー
ト

と
し

て
ま

と
め

交
流

等
を

通
し

て
、

る
。

障
害

の
あ

る
人

た
ち

全
学

年
道

徳
Ｂ

【
思

い
や

り
、

感
謝

】
○

思
い

や
り

の
心

を
も

っ
て

人
と

接
す

る
と

と
も

に
、

家
族

な
ど

の
支

え
や

多
く

の
人

々
の

善
意

に
よ

り
日

々
の

の
自

立
や

社
会

参
加

生
活

や
現

在
の

自
分

が
あ

る
こ

と
に

感
謝

し
、

進
ん

で
そ

れ
に

応
え

、
人

間
愛

の
精

神
を

深
め

る
こ

と
。

中
に

つ
い

て
考

え
る

。
Ｂ

【
相

互
理

解
、

寛
容

】
○

自
分

の
考

え
や

意
見

を
相

手
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

立
場

を
尊

重
し

、
い

ろ
い

ろ
な

も
の

○
障

害
の

あ
る

人
た

ち
の

見
方

や
考

え
方

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
、

寛
容

の
心

を
も

っ
て

謙
虚

に
他

に
学

び
、

自
ら

を
高

め
て

い
く

こ

学
と

の
望

ま
し

い
関

わ
と

。

り
方

に
つ

い
て

考
え

道
徳

Ｃ
【

公
正

､
公

平
､

○
正

義
と

公
正

さ
を

重
ん

じ
、
誰

に
対

し
て

も
公

平
に

接
し

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
の

実
現

に
努

め
る

こ
と

。

校
る

。
社

会
正

義
】

Ｃ
【

社
会

参
画

､
○

社
会

参
画

の
意

識
と

社
会

連
帯

の
自

覚
を

高
め

、
公

共
の

精
神

を
も

っ
て

よ
り

よ
い

社
会

の
実

現
に

努
め

る
こ

公
共

の
精

神
】

と
。

総
合

的
な

学
習

の
時

間
○

車
い

す
、

ブ
ラ

イ
ン

ド
ウ

ォ
ー

ク
等

を
体

験
す

る
な

ど
し

て
、

障
害

と
は

何
か

を
考

え
る

。

○
障

害
の

あ
る

人
た

ち
の

状
況

（
住

む
町

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
等

の
障

害
の

あ
る

人
た

ち
の

社

会
参

加
な

ど
）

に
つ

い
て

調
べ

て
考

え
を

ま
と

め
、

発
表

す
る

な
ど

し
て

、
障

害
の

あ
る

人
た

ち
と

障
害

の
な

い
人

た
ち

が
共

生
で

き
る

社
会

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
え

る
。

特
別

活
動

○
特

別
支

援
学

級
ま

た
は

特
別

支
援

学
校

と
の

交
流

及
び

共
同

学
習

や
、

地
域

の
障

害
の

あ
る

人
た

ち
と

の
交

流

〔
学

校
行

事
〕

(
2
)
、

(
4
)
、

(
5
)

を
深

め
る

体
験

を
通

し
て

、
共

に
助

け
合

っ
て

生
き

る
こ

と
の

喜
び

を
体

得
す

る
。
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○
互

い
に

相
手

を
認

め
全

学
年

公
共

Ａ
(
3
)
ア

(
ｲ
)

○
人

間
の

尊
厳

と
平

等
、

個
人

の
尊

重
、

民
主

主
義

、
法

の
支

配
、

自
由

・
権

利
と

責
任

・
義

務
な

ど
、

公
共

的

合
い

、
高

め
合

う
交

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

流
を

行
う

。
Ｃ

ア
○

地
域

の
創

造
、
よ

り
よ

い
国

家
・

社
会

の
構

築
及

び
平

和
で

安
定

し
た

国
際

社
会

の
形

成
へ

主
体

的
に

参
画

し
、

○
障

害
の

あ
る

人
た

ち
共

に
生

き
る

社
会

を
築

く
と

い
う

観
点

か
ら

課
題

を
見

い
だ

し
、

そ
の

課
題

の
解

決
に

向
け

て
事

実
を

基
に

協

に
と

っ
て

必
要

な
支

働
し

て
考

察
、

構
想

し
、

妥
当

性
や

効
果

、
実

現
可

能
性

な
ど

を
指

標
に

し
て

、
論

拠
を

基
に

自
分

の
考

え
を

援
や

社
会

の
在

り
方

説
明

、
論

述
す

る
。

に
つ

い
て

の
考

え
を

倫
理

Ｂ
(
2
)
ア

○
様

々
な

境
遇

に
あ

る
人

々
の

求
め

に
対

し
て

個
人

と
し

て
、

あ
る

い
は

社
会

と
し

て
ど

の
よ

う
に

応
答

す
る

の

深
め

る
。

が
よ

い
の

か
と

い
う

視
点

か
ら

倫
理

的
課

題
を

見
い

だ
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
な

ど
福

祉
に

関
わ

る
多

様
な

○
障

害
の

あ
る

人
た

ち
体

験
を

通
し

て
得

ら
れ

た
理

解
な

ど
を

基
に

探
究

す
る

。

高
と

の
共

生
社

会
に

つ
政

治
・

経
済

Ａ
(
1
)
イ

(
ｳ
)

○
所

得
再

分
配

政
策

に
よ

る
所

得
の

平
準

化
は

、
国

民
生

活
を

安
定

さ
せ

、
経

済
成

長
の

基
盤

と
な

る
が

、
そ

の

い
て

の
考

え
を

深
め

一
方

、
競

争
や

新
技

術
の

開
発

、
導

入
に

対
す

る
誘

因
を

弱
め

る
要

因
に

な
る

と
い

っ
た

例
な

ど
を

基
に

、
経

等
る

。
済

活
動

と
福

祉
の

向
上

と
の

関
連

に
つ

い
て

多
面

的
・

多
角

的
に

考
察

し
、

表
現

す
る

。

家
庭

基
礎

Ａ
(
5
)
ア

、
イ

○
生

涯
を

通
し

て
家

族
・

家
庭

の
生

活
を

支
え

る
福

祉
や

社
会

的
支

援
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

家
庭

や

学
地

域
及

び
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
も

っ
て

共
に

支
え

合
っ

て
生

活
す

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

理
念

を
土

台
に

し
て

、
地

域
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
な

ど
具

校
体

的
事

例
を

通
し

て
考

察
す

る
。

社
会

福
祉

基
礎

(
4
)
オ

○
障

害
者

福
祉

と
障

害
者

総
合

支
援

制
度

に
関

す
る

基
礎

的
・

基
本

的
な

事
項

や
意

義
に

つ
い

て
調

べ
る

。

介
護

福
祉

基
礎

(
3
)
ウ

○
障

害
に

よ
り

生
じ

る
生

活
上

の
課

題
や

生
活

を
支

え
る

基
盤

に
つ

い
て

、
障

害
の

概
念

と
各

障
害

の
特

徴
、

健

康
、

余
暇

活
動

、
年

金
な

ど
に

つ
い

て
具

体
的

な
事

例
と

関
連

付
け

て
考

え
る

。

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

理
解

○
障

害
に

伴
う

身
体

的
、

心
理

的
、

社
会

的
な

影
響

な
ど

に
つ

い
て

の
課

題
を

発
見

し
、

職
業

人
に

求
め

ら
れ

る

(
5
)
ア

、
イ

、
ウ

倫
理

観
を

踏
ま

え
、

科
学

的
な

根
拠

に
基

づ
い

て
創

造
的

に
解

決
す

る
。

総
合

的
な

探
究

の
時

間
○

障
害

の
あ

る
人

た
ち

と
共

に
生

き
る

社
会

に
対

す
る

自
身

の
考

え
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
、

社
会

施
設

で
の

介
護

等
の

体
験

を
通

し
て

、
障

害
者

福
祉

を
テ

ー
マ

に
し

た
探

究
を

行
う

。

特
別

活
動

○
特

別
支

援
学

校
と

の
交

流
及

び
共

同
学

習
や

社
会

施
設

等
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、

障
害

の
あ

る
人

た
ち

と

〔
学

校
行

事
〕

(
4
)
、

(
5
)

の
日

常
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
機

会
を

通
し

て
、

共
に

助
け

合
っ

て
生

き
る

こ
と

の
喜

び
を

体
得

し
、

共
生

社
会

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
え

る
。

指
導

上
の

留
意

点

○
平

素
の

学
習

や
生

活
な

ど
か

ら
、

誰
も

が
共

に
助

け
合

い
、

支
え

合
っ

て
生

き
て

い
く

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

体
験

的
に

理
解

で
き

る
よ

う
、

係
活

動
な

ど
を

通
し

て
指

導
す

る
よ

う
に

す

る
。

○
各

教
科

に
お

い
て

、
別

解
を

考
察

す
る

な
ど

多
面

的
・

多
角

的
に

考
察

す
る

学
習

を
積

み
上

げ
る

こ
と

で
、

立
場

の
違

い
で

同
一

の
事

象
で

も
異

な
っ

た
見

方
や

考
え

方
が

で
き

る
と

い
う

こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
交

流
及

び
共

同
学

習
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
相

手
の

年
齢

や
立

場
を

考
え

る
と

と
も

に
、

互
い

を
認

め
合

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

関
わ

り
方

と
な

る
よ

う
、

例
え

ば
一

緒
に

作
業

活
動

を

行
う

な
ど

学
習

活
動

を
工

夫
す

る
。

ま
た

、
活

動
の

目
的

を
明

確
に

設
定

し
て

、
事

前
事

後
の

指
導

を
十

分
に

行
う

こ
と

に
よ

り
、

障
害

へ
の

理
解

が
適

切
な

も
の

と
な

る
よ

う
に

す
る

。

○
障

害
者

は
社

会
的

弱
者

と
い

っ
た

固
定

観
念

に
偏

る
こ

と
な

く
、

児
童

生
徒

が
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
活

動
を

工
夫

す
る

。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。
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５
同

和
問

題
校

種
目

標

小
学

校
○

我
が

国
の

身
分

制
度

の
歴

史
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
身

近
な

差
別

や
偏

見
の

不
合

理
と

矛
盾

に
気

付
き

、
誰

に
対

し
て

も
公

正
、

公
平

に
接

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け

る
。

中
学

校
○

同
和

問
題

を
歴

史
的

に
正

し
く

認
識

す
る

と
と

も
に

、
基

本
的

人
権

に
関

わ
る

課
題

と
し

て
と

ら
え

、
身

近
な

差
別

や
偏

見
を

進
ん

で
解

消
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

高
等

学
校

○
社

会
問

題
と

し
て

の
同

和
問

題
を

正
し

く
認

識
す

る
と

と
も

に
、

同
和

問
題

に
つ

い
て

学
ん

だ
こ

と
を

自
己

の
在

り
方

生
き

方
に

活
か

し
、

差
別

の
な

い
よ

り
よ

い
社

会
を

実
現

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
身

の
回

り
に

あ
る

差
別

や
偏

見
、

思
い

や
り

５
・

６
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

､
○

誰
に

対
し

て
も

差
別

を
す

る
こ

と
や

偏
見

を
も

つ
こ

と
な

く
、

公
正

、
公

平
な

態
度

で
接

し
、

正

の
気

持
ち

に
つ

い
て

考
え

る
。

社
会

正
義

】
義

の
実

現
に

努
め

る
こ

と
。

○
身

分
制

度
の

起
こ

り
と

そ
の

仕
組

み
に

つ
い

６
社

会
(
2
)
カ

、
キ

○
戦

国
の

世
が

統
一

さ
れ

て
身

分
制

度
が

確
立

し
、

武
士

に
よ

る
政

治
が

安
定

し
た

こ
と

を
理

解
で

て
考

え
る

。
き

る
よ

う
、
「

キ
リ

ス
ト

教
の

伝
来

」
、
「

織
田

・
豊

臣
の

天
下

統
一

」
、
「

江
戸

幕
府

の
始

ま
り

」
、

○
身

分
制

度
が

廃
止

さ
れ

四
民

平
等

に
な

っ
た

「
参

勤
交

代
」
、
「

鎖
国

」
に

つ
い

て
調

べ
、

ま
と

め
る

。

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

ク
○

町
人

の
文

化
や

新
し

い
学

問
が

興
っ

た
こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

う
、
歌

舞
伎

や
浮

世
絵

の
作

品
、「

解

小
○

学
級

や
学

校
に

お
け

る
生

活
上

の
諸

問
題

や
体

新
書

」
や

日
本

地
図

な
ど

の
学

問
の

成
果

な
ど

を
資

料
で

調
べ

、
ま

と
め

る
。

よ
り

よ
い

人
間

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
。

ケ
○

我
が

国
が

明
治

維
新

を
機

に
欧

米
の

文
化

を
取

り
入

れ
な

が
ら

近
代

化
を

進
め

た
こ

と
を

理
解

で

学
き

る
よ

う
、
「

黒
船

の
来

航
」
、
「

廃
藩

置
県

」
、
「

四
民

平
等

な
ど

の
改

革
」
、
「

文
明

開
化

」
な

ど

に
つ

い
て

調
べ

、
ま

と
め

る
。

校
全

学
年

特
別

活
動

〔
学

級
活

動
〕

(
1
)
ア

○
個

人
情

報
や

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
問

題
、

相
手

を
傷

付
け

る
よ

う
な

結
果

が
予

想
さ

れ
る

問
題

な
ど

、

学
級

や
学

校
に

お
け

る
生

活
を

よ
り

よ
く

す
る

た
め

の
課

題
を

見
い

だ
し

、
解

決
す

る
た

め
に

話

し
合

う
。

(
2
)
イ

○
「

互
い

の
よ

さ
の

発
見

」
、
「

違
い

を
認

め
合

う
」
、
「

よ
い

言
葉

や
悪

い
言

葉
」

な
ど

児
童

に
共

通

す
る

問
題

を
取

り
上

げ
、

話
合

い
を

通
し

て
そ

の
原

因
や

対
処

の
方

法
な

ど
に

つ
い

て
考

え
、

自

己
の

問
題

の
解

決
方

法
な

ど
に

つ
い

て
意

思
決

定
す

る
。

○
幕

藩
体

制
を

維
持

す
る

た
め

に
身

分
制

度
が

１
社

会
〔

歴
史

的
分

野
〕

○
幕

府
と

藩
に

よ
る

支
配

が
確

立
し

た
こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

う
、
「

統
一

政
権

の
諸

政
策

の
目

的
」

利
用

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

。
Ｂ

(
3
)
ア

(
ｲ
)

な
ど

に
着

目
し

て
課

題
を

設
定

し
、

江
戸

幕
府

に
よ

り
全

国
を

支
配

す
る

仕
組

み
が

作
ら

れ
、

都

○
解

放
令

な
ど

身
分

制
度

の
廃

止
に

も
関

わ
ら

市
や

農
村

に
お

け
る

生
活

が
変

化
し

た
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

ず
現

実
に

は
差

別
が

残
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
２

社
会

〔
歴

史
的

分
野

〕

考
え

る
。

Ｃ
(
1
)
ア

(
ｲ
)

○
明

治
維

新
に

よ
っ

て
近

代
国

家
の

基
礎

が
整

え
ら

れ
て

、
人

々
の

生
活

が
大

き
く

変
化

し
た

こ
と

を

○
水

平
社

に
よ

る
民

衆
運

動
に

つ
い

て
考

え
理

解
で

き
る

よ
う

、
「

明
治

政
府

の
諸

改
革

の
目

的
」

な
ど

に
着

目
し

て
課

題
を

設
定

し
、

明
治

政

る
。

府
の

諸
改

革
が

政
治

や
文

化
や

人
々

の
生

活
に

与
え

た
影

響
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

○
同

和
問

題
の

解
決

を
基

本
的

人
権

の
理

念
と

(
ｵ
)

○
第

一
次

世
界

大
戦

前
後

の
国

際
情

勢
及

び
我

が
国

の
動

き
と

、
大

戦
後

に
国

際
平

和
へ

の
努

力
が

関
わ

ら
せ

て
考

え
る

。
な

さ
れ

た
こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

う
、
「

世
界

の
動

き
と

我
が

国
と

の
関

連
」

な
ど

に
着

目
し

て
課

中
○

人
間

尊
重

の
視

点
か

ら
見

て
正

し
い

と
思

う
題

を
設

定
し

、
戦

争
に

よ
る

世
界

と
我

が
国

の
社

会
の

変
化

や
影

響
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

こ
と

を
は

っ
き

り
と

主
張

し
、

行
動

す
る

態
社

会
〔

公
民

的
分

野
〕

○
人

間
の

尊
重

に
つ

い
て

の
考

え
方

を
、

基
本

的
人

権
を

中
心

に
深

め
、

法
の

意
義

を
理

解
す

る
と

と
も

学
度

を
身

に
付

け
る

。
３

Ｃ
(
1
)
ア

(
ｱ
)
、
(
ｲ
)
、
(
ｳ
)

に
、

民
主

的
な

社
会

生
活

を
営

む
た

め
に

は
、

法
に

基
づ

く
政

治
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
、

我

○
学

級
や

学
校

に
お

け
る

生
活

上
の

諸
問

題
や

が
国

の
政

治
が

日
本

国
憲

法
に

基
づ

い
て

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

の
意

義
に

つ
い

て
考

え
る

。

校
様

々
な

集
団

の
中

に
お

け
る

よ
り

よ
い

人
間

全
学

年
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

､
○

正
義

と
公

正
さ

を
重

ん
じ

、
誰

に
対

し
て

も
公

平
に

接
し

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
の

実
現

に

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
。

社
会

正
義

】
努

め
る

こ
と

。
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特
別

活
動

〔
学

級
活

動
〕

(
1
)
ア

○
い

じ
め

の
未

然
防

止
や

暴
力

の
な

い
学

級
づ

く
り

な
ど

、
学

級
や

学
校

に
お

け
る

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
た

め
の

課
題

を
見

い
だ

し
、

解
決

す
る

た
め

に
話

し
合

う
。

(
2
)
ア

○
自

他
の

個
性

を
理

解
し

て
尊

重
し

、
互

い
の

よ
さ

や
可

能
性

を
発

揮
し

な
が

ら
よ

り
よ

い
集

団
を

つ
く

る
大

切
さ

を
理

解
で

き
る

よ
う

、「
自

分
の

長
所

・
短

所
」
、「

友
人

へ
の

期
待

と
励

ま
し

」
、「

自

他
の

個
性

を
知

り
そ

れ
を

生
か

す
方

法
」

な
ど

の
題

材
を

設
定

し
、

自
ら

を
振

り
返

る
と

同
時

に

グ
ル

ー
プ

や
学

級
全

体
で

話
し

合
う

。

○
国

際
秩

序
の

変
化

や
大

衆
化

と
現

代
的

な
諸

全
学

年
歴

史
総

合
Ｃ

(
4
)

○
現

代
的

な
諸

課
題

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
時

期
の

歴
史

的
状

況
に

規
定

さ
れ

つ
つ

個
人

や
集

団
の

選
択

課
題

に
つ

い
て

、
自

由
・

制
限

、
平

等
・

格
・

判
断

の
積

み
重

ね
の

結
果

と
し

て
、

現
在

に
ま

で
受

け
継

が
れ

て
き

た
も

の
が

多
い

こ
と

を
踏

差
、

開
発

・
保

全
、

統
合

・
分

化
、

対
立

・
ま

え
、

歴
史

学
習

を
通

し
て

、
よ

り
よ

い
社

会
の

実
現

に
向

け
た

課
題

に
つ

い
て

考
え

る
。

協
調

な
ど

の
観

点
か

ら
考

察
す

る
。

日
本
史
探
究
Ｃ
(3
)ア

(
ｱ
)

○
幕

藩
体

制
の

確
立

、
近

世
の

社
会

と
文

化
の

特
色

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
よ

う
、

法
や

制
度

に
よ

る
支

配

高
○

社
会

の
在

り
方

と
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
秩

序
の

形
成

と
身

分
制

、
貿

易
の

統
制

と
対

外
関

係
、

技
術

の
向

上
と

開
発

の
進

展
、

学
問

・
文

化

き
方

に
つ

い
て

思
索

す
る

た
め

の
手

掛
か

り
の

発
展

な
ど

に
つ
い

て
調

べ
る

。

等
と

な
る

様
々

な
倫

理
観

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
倫

理
Ｂ

(
2
)
ア

○
様

々
な

境
遇

に
あ

る
人

々
の

求
め

に
対

し
て

個
人

と
し

て
、

あ
る

い
は

社
会

と
し

て
ど

の
よ

う
に

○
個

人
の

尊
厳

と
基

本
的

人
権

の
尊

重
な

ど
に

応
答

す
る

の
が

よ
い

の
か

と
い

う
視

点
か

ら
倫

理
的

課
題

を
見

い
だ

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

体
験

な

学
着

目
し

て
、

現
代

の
諸

課
題

を
追

究
し

た
り

ど
福

祉
に

関
わ

る
多

様
な

体
験

を
通

し
て

得
ら

れ
た

理
解

な
ど

を
基

に
探

究
す

る
。

解
決

に
向

け
て

構
想

し
た

り
す

る
。

政
治

・
経

済
○

政
治

と
法

の
意

義
と

機
能

、
基

本
的

人
権

の
保

障
と

法
の

支
配

、
権

利
と

義
務

と
の

関
係

、
議

会

校
○

様
々

な
集

団
の

中
で

の
人

間
関

係
や

社
会

の
Ａ

(
1
)
ア

(
ｱ
)

制
民

主
主

義
、

地
方

自
治

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
よ

う
、

現
実

社
会

の
諸

事
象

に
つ

い
て

調
べ

る

一
員

と
し

て
の

自
己

を
振

り
返

り
、

人
間

と
活

動
を

行
う

。

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
る

。
特

別
活

動
○

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

に
お

け
る

生
活

の
ル

ー
ル

を
見

直
す

活
動

や
い

じ
め

の
未

然
防

止
や

暴
力

の
な

い

〔
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動
〕

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

づ
く

り
な

ど
、

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

や
学

校
に

お
け

る
生

活
を

よ
り

よ
く

す
る

た
め

の

(
1
)
ア

課
題

を
設

定
し

、
互

い
の

意
見

や
考

え
を

認
め

合
い

な
が

ら
話

し
合

う
。

指
導

上
の

留
意

点

○
被

差
別

部
落

が
置

か
れ

た
意

図
を

明
確

に
押

さ
え

、
部

落
差

別
は

政
治

的
に

つ
く

ら
れ

た
差

別
で

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

○
身

分
に

関
わ

る
用

語
は

、
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
、

教
科

書
等

の
記

述
に

沿
っ

て
適

切
に

取
り

扱
う

よ
う

に
す

る
。

○
差

別
さ

れ
て

き
た

人
々

の
生

活
の

学
習

で
は

、
悲

惨
さ

の
み

を
強

調
す

る
の

で
は

な
く

、
差

別
に

負
け

ず
に

生
き

抜
い

た
人

々
の

た
く

ま
し

さ
に

も
目

を
向

け
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、

差
別

さ
れ

て
き

た
人

々
が

歴
史

に
残

し
た

文
化

的
、

技
術

的
な

遺
産

（
造

園
、

芸
能

、
皮

革
製

品
、

武
具

な
ど

）
に

つ
い

て
も

触
れ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

○
差

別
が

残
っ

た
理

由
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
る

場
合

は
、

非
科

学
的

な
迷

信
、

因
習

、
家

柄
意

識
な

ど
の

存
在

に
も

触
れ

、
日

常
生

活
の

中
に

不
合

理
な

差
別

の
芽

が
あ

る
こ

と
に

気
付

か
せ

る

よ
う

に
す

る
。

○
単

に
知

識
を

教
え

る
だ

け
の

学
習

に
な

ら
な

い
よ

う
に

留
意

す
る

。

○
児

童
生

徒
か

ら
質

問
等

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
安

易
な

興
味

・
関

心
に

よ
る

も
の

で
な

い
か

な
ど

、
そ

の
意

図
を

十
分

見
極

め
る

よ
う

に
留

意
し

、
必

要
に

応
じ

て
家

庭
や

地
域

と
も

連
携

を

図
り

な
が

ら
慎

重
に

対
応

す
る

。

○
教

職
員

自
身

が
同

和
問

題
に

対
す

る
正

し
い

知
識

を
も

て
る

よ
う

、
各

種
講

座
及

び
研

修
会

等
を

積
極

的
に

活
用

す
る

。

○
社

会
科

や
地

理
歴

史
科

・
公

民
科

等
に

お
い

て
、

同
和

問
題

の
歴

史
的

な
正

し
い

理
解

と
、

科
学

的
・

合
理

的
な

も
の

の
見

方
・

考
え

方
を

一
層

深
め

さ
せ

る
よ

う
に

す
る

。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。
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６
外

国
籍

の
人

た
ち

校
種

目
標

小
学

校
○

身
近

な
外

国
籍

の
人

た
ち

に
親

し
む

と
と

も
に

、
世

界
に

は
い

ろ
い

ろ
な

国
や

文
化

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

よ
さ

を
認

め
合

お
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

中
学

校
○

日
本

で
生

活
し

て
い

る
外

国
籍

の
人

た
ち

に
関

す
る

歴
史

的
・

社
会

的
背

景
、

現
代

日
本

の
国

際
化

の
あ

ら
ま

し
や

国
際

理
解

の
必

要
性

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
し

、
異

文
化

を
尊

重
し

な
が

ら
外

国
籍

の
人

た
ち

と
共

に
生

き
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。
高

等
学

校
○

世
界

の
国

々
の

実
情

と
外

国
籍

の
人

た
ち

を
取

り
巻

く
現

状
を

正
し

く
理

解
し

、
異

な
る

文
化

を
も

つ
人

々
が

共
に

生
き

ら
れ

る
社

会
の

実
現

に
向

け
て

行
動

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）
○

異
な

る
文

化
や

生
活

習
慣

に
つ

い
て

1
・

2
道

徳
Ｃ

【
国

際
理

解
、

○
他

国
の

人
々

や
文

化
に

親
し

む
こ

と
。

考
え

る
。

国
際

親
善

】
○

国
際

社
会

の
中

で
占

め
て

い
る

日
本

3
・

4
外

国
語

活
動

の
役

割
に

つ
い

て
考

え
る

。
(
1
)
イ

(
ｱ
)

○
英

語
特

有
の

リ
ズ

ム
や

イ
ン

ト
ネ

ー
シ

ョ
ン

を
体

得
し

、
日

本
語

と
英

語
と

の
音

声
面

等
の

違
い

、
言

葉
○

国
際

理
解

や
国

際
親

善
に

つ
い

て
考

の
面

白
さ

や
豊

か
さ

に
気

付
け

る
よ

う
、

実
際

に
英

語
で

歌
っ

た
り

チ
ャ

ン
ツ

を
し

た
り

す
る

活
動

を
行

え
る

。
う

。
○

異
な

る
文

化
を

も
つ

人
々

と
積

極
的

(
ｲ
)

○
様

々
な

国
や

地
域

の
生

活
、
習

慣
、
行

事
な

ど
に

つ
い

て
、
身

近
な

日
常

生
活

に
お

け
る

食
生

活
や

遊
び

、
に

関
わ

ろ
う

と
す

る
心

情
や

態
度

を
地

域
の

行
事

な
ど

を
取

り
扱

い
、

例
え

ば
、

日
本

の
一

日
の

生
活

を
題

材
に

し
た

英
語

で
の

絵
本

の
読

み
身

に
付

け
る

。
聞

か
せ

を
通

し
て

、
「

い
た

だ
き

ま
す

」
と

い
う

表
現

に
う

ま
く

合
致

す
る

表
現

が
英

語
に

は
な

い
こ

と
○

学
級

内
外

に
あ

る
様

々
な

問
題

を
自

に
気

付
か

せ
た

り
、

映
像

資
料

な
ど

を
通

し
て

世
界

の
遊

び
と

日
本

の
遊

び
に

は
共

通
点

や
相

違
点

が
あ

小
主

的
に

解
決

し
よ

う
と

す
る

心
情

や
る

こ
と

に
気

付
か

せ
た

り
す

る
よ

う
な

活
動

を
行

う
。

態
度

を
身

に
付

け
る

。
(
ｳ
)

○
Ａ

Ｌ
Ｔ

や
留

学
生

、
地

域
に

住
む

外
国

人
な

ど
、

異
な

る
文

化
を

も
つ

人
々

と
の

交
流

活
動

を
行

う
。

学
道

徳
Ｃ

【
国

際
理

解
、

○
他

国
の

人
々

や
文

化
に

親
し

み
、

関
心

を
も

つ
こ

と
。

国
際

親
善

】
校

5
・

6
図

工
Ｂ

(
1
)
ア

○
親

し
み

の
あ

る
作

品
な

ど
を

鑑
賞

す
る

活
動

を
通

し
て

、
自

分
た

ち
の

作
品

、
我

が
国

や
諸

外
国

の
親

し
み

の
あ

る
美

術
作

品
、

生
活

の
中

の
造

形
な

ど
の

造
形

的
な

よ
さ

や
美

し
さ

、
表

現
の

意
図

や
特

徴
、

表
し

方
の

変
化

な
ど

に
つ

い
て

、
感

じ
取

っ
た

り
考

え
た

り
し

た
こ

と
を

話
し

合
う

。
道

徳
Ｃ

【
国

際
理

解
、

○
他

国
の

人
々

や
文

化
に

つ
い

て
理

解
し

、
日

本
人

と
し

て
の

自
覚

を
も

っ
て

国
際

親
善

に
努

め
る

こ
と

。
国

際
親

善
】

６
社

会
(
3
)
ア

(
ｱ
)
、

(
ｲ
)

○
我

が
国

と
経

済
や

文
化

な
ど

の
面

で
つ

な
が

り
の

深
い

国
を

調
べ

、
人

々
の

生
活

な
ど

に
つ

い
て

互
い

に
発

表
し

、
外

国
の

人
々

と
共

に
生

き
る

上
で

大
切

な
こ

と
や

、
自

国
や

諸
外

国
の

伝
統

・
文

化
を

尊
重

す
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

た
こ

と
を

話
し

合
う

。
イ

(
ｱ
)
、

(
ｲ
)

○
児

童
が

調
べ

た
外

国
の

人
々

の
生

活
の

様
子

に
つ

い
て

相
互

に
交

流
し

た
り

、
取

り
上

げ
た

国
々

と
日

本
と

の
国

際
交

流
の

様
子

な
ど

を
紹

介
し

合
っ

た
り

し
て

、
文

化
や

習
慣

が
多

様
で

あ
る

こ
と

や
人

間
と

し
て

の
願

い
が

共
通

で
あ

る
こ

と
な

ど
を

考
え

る
。

○
日

本
の

地
理

的
特

色
と

世
界

各
地

と
の

1
・

2
社

会
〔

地
理

的
分

野
〕

○
暑

い
地

域
と

寒
い

地
域

、
山

岳
地

域
と

島
嶼

地
域

な
ど

、
特

色
の

あ
る

自
然

環
境

と
そ

れ
に

関
係

す
る

衣
結

び
付

き
を

関
連

さ
せ

て
考

え
る

。
Ｂ

(
1
)
ア

(
ｲ
)

食
住

、
生

活
と

宗
教

と
の

関
わ

り
を

取
り

上
げ

、
写

真
や

映
像

資
料

な
ど

を
用

い
て

人
々

の
生

活
の

工
夫

○
国

際
協

調
と

国
際

平
和

の
実

現
に

つ
や

、
伝

統
的

生
活

と
現

代
の

変
化

を
捉

え
た

り
、
同

じ
よ

う
な

自
然

的
条

件
の

地
域

を
幾

つ
か

取
り

上
げ

、
い

て
考

え
る

。
共

通
点

や
地

域
に

よ
っ

て
異

な
る

点
を

探
し

た
り

す
る

活
動

を
行

う
。

○
国

際
社

会
に

お
け

る
日

本
の

役
割

と
３

社
会

〔
歴

史
的

分
野

〕
現

代
社

会
の

特
色

を
地

理
的

・
歴

史
Ｂ

(
1
)
イ

(
ｱ
)

○
古

代
文

明
や

宗
教

が
起

こ
っ

た
場

所
や

環
境

、
農

耕
の

広
ま

り
や

生
産

技
術

の
発

展
、

東
ア

ジ
ア

と
の

接
的

分
野

と
関

連
さ

せ
て

考
え

る
。

触
や

交
流

と
政

治
や

文
化

の
変

化
な

ど
に

着
目

し
て

、
事

象
を

相
互

に
関

連
付

け
る

な
ど

古
代

の
社

会
の

○
異

文
化

に
対

す
る

尊
敬

の
念

を
も

つ
変

化
の

様
子

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

、
表

現
す

る
。

と
と

も
に

、
真

の
国

際
人

と
し

て
の

Ｃ
(
1
)
ア

(
ｵ
)
、
(
ｶ
)
○

第
一

次
世

界
大

戦
前

後
の

国
際

情
勢

及
び

我
が

国
の

動
き

と
、

大
戦

後
に

国
際

平
和

へ
の

努
力

が
な

さ
れ

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
る

。
た

こ
と

を
理

解
で

き
る

よ
う

、
「

世
界

の
動

き
と

我
が

国
と

の
関

連
」

な
ど

に
着

目
し

て
課

題
を

設
定

し
、

○
学

級
内

外
に

あ
る

様
々

な
問

題
を

自
戦

争
に

よ
る

世
界

と
我

が
国

の
社

会
の

変
化

や
影

響
に

つ
い

て
考

察
し

た
こ

と
を

表
現

す
る

。
主

的
に

解
決

し
よ

う
と

す
る

心
情

や
○

軍
部

の
台

頭
か

ら
戦

争
ま

で
の

経
過

と
、

大
戦

が
人

類
全

体
に

惨
禍

を
及

ぼ
し

た
こ

と
を

理
解

で
き

る
よ

態
度

を
身

に
付

け
る

。
う

、
「

経
済

の
変

化
の

政
治

へ
の

影
響

」
、
「

戦
争

に
向

か
う

時
期

の
社

会
や

生
活

の
変

化
」
、
「

世
界

の
動

き
と

我
が

国
と

の
関

連
」

な
ど

に
着

目
し

て
課

題
を

設
定

し
、

二
度

目
の

世
界

大
戦

が
起

こ
っ

た
理

由
や

そ
の

戦
争

の
影

響
を

世
界

的
な

視
野

で
考

察
し

た
こ

と
を

表
現

す
る

。
社

会
〔

公
民

的
分

野
〕

Ａ
(
1
)
ア

(
ｱ
)
○

現
代

日
本

の
特

色
と

し
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

現
状

を
理

解
で

き
る

よ
う

、
我

が
国

の
生

産
拠

点
の

変
化

中
を

表
し

た
主

題
図

や
貿

易
額

の
推

移
を

表
し

た
グ

ラ
フ

、
人

々
の

多
様

な
価

値
観

を
背

景
に

生
じ

る
対

立
や

衝
突

な
ど

に
関

わ
る

主
題

図
な

ど
の

資
料

か
ら

必
要

な
情

報
を

読
み

取
る

活
動

を
行

う
。

学
Ｄ

(
1
)
(
ｱ
)

○
世

界
平

和
の

実
現

と
人

類
の

福
祉

の
増

大
の

た
め

に
大

切
な

こ
と

に
つ

い
て

、
国

家
間

の
相

互
の

主
権

の
尊

重
と

協
力

、
各

国
民

の
相

互
理

解
と

協
力

及
び

国
際

連
合

を
は

じ
め

と
す

る
国

際
機

構
な

ど
の

役
割

な
校

ど
、

国
際

協
調

の
観

点
か

ら
考

え
る

。

− 12−



全
学

年
音

楽
Ｂ

(
1
)
イ

(
ｳ
)

○
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

や
ア

ジ
ア

地
域

の
諸

民
族

の
音

楽
の

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
を

比
較

し
関

連
付

け
て

聴
き

、
共

通
点

や
相

違
点

、
あ

る
い

は
そ

の
音

楽
だ

け
に

見
ら

れ
る

固
有

性
な

ど
に

着
目

し
て

、
自

分
な

り
の

評
価

に
つ

い
て

言
葉

で
説

明
す

る
。

○
我

が
国

や
郷

土
の

伝
統

音
楽

及
び

諸
外

国
の

様
々

な
音

楽
の

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
を

比
較

し
関

連
付

け
て

聴
き

、
共

通
点

や
相

違
点

、
あ

る
い

は
そ

の
音

楽
だ

け
に

見
ら

れ
る

固
有

性
な

ど
に

着
目

し
て

批
評

す
る

。
美

術
Ｂ

(
1
)
イ

(
ｲ
)

○
身

近
な

地
域

や
日

本
及

び
諸

外
国

の
文

化
遺

産
な

ど
複

数
の

作
品

を
鑑

賞
す

る
中

で
、

共
通

し
て

見
ら

れ
る

表
現

の
特

質
や

美
意

識
、

価
値

観
、

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
、

美
術

文
化

や
伝

統
に

つ
い

て
考

え
る

。
○

日
本

の
美

術
作

品
や

受
け

継
が

れ
て

き
た

表
現

の
特

質
な

ど
か

ら
、

伝
統

や
文

化
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
感

じ
取

り
愛

情
を

深
め

る
と

と
も

に
、

諸
外

国
の

美
術

や
文

化
と

の
相

違
点

や
共

通
点

に
気

付
き

、
美

術
を

通
し

た
国

際
理

解
や

美
術

文
化

の
継

承
と

創
造

に
つ

い
て

社
会

と
の

つ
な

が
り

の
視

点
や

、
自

ら
の

進
路

や
将

来
の

生
き

方
と

も
関

連
付

け
て

考
え

る
。

道
徳

Ｃ
【

国
際

理
解

、
○

世
界

の
中

の
日

本
人

と
し

て
の

自
覚

を
も

ち
、

他
国

を
尊

重
し

、
国

際
的

視
野

に
立

っ
て

、
世

界
の

平
和

国
際

貢
献

】
と

人
類

の
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

。
○

日
本

が
ア

ジ
ア

諸
国

の
人

々
等

に
対

全
学

年
地

理
総

合
○

世
界

の
人

々
の

特
色

あ
る

生
活

文
化

を
基

に
、

自
他

の
文

化
を

尊
重

し
国

際
理

解
を

図
る

こ
と

の
重

要
性

し
て

行
っ

た
歴

史
的

事
実

に
つ

い
て

Ｂ
(
1
)
ア

(
ｲ
)

な
ど

に
つ

い
て

考
え

る
。

考
察

す
る

。
地

理
探

究
○
「

な
ぜ

カ
ナ

ダ
の

道
路

標
識

に
は

複
数

の
言

語
が

使
わ

れ
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
」
と

い
っ

た
問

い
を

立
て

、
○

地
域

性
を

踏
ま

え
た

国
際

協
力

の
必

Ａ
(
5
)
ア

、
イ

カ
ナ

ダ
の

自
然

環
境

と
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

人
入

植
者

の
動

向
や

建
国

に
至

る
歴

史
的

背
景

な
ど

を
踏

ま
え

て
、

要
性

や
日

本
の

役
割

に
つ

い
て

考
察

各
州

の
言

語
別

人
口

構
成

の
違

い
を

も
た

ら
し

た
要

因
や

今
後

の
動

向
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

す
る

。
○

「
世

界
の

主
な

紛
争

は
ど

の
よ

う
な

場
所

で
起

こ
っ

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

」
と

い
っ

た
問

い
を

立
て

、
世

○
多

様
な

民
族

文
化

の
存

在
に

関
わ

る
界

の
主

な
紛

争
地

域
、

世
界

の
言

語
分

布
、

世
界

の
宗

教
分

布
と

伝
播

な
ど

の
主

題
図

を
作

成
し

て
地

域
倫

理
的

課
題

の
追

究
を

通
し

て
、

人
区

分
を

し
た

り
、
類

型
地

域
の

分
布

図
を

集
め

て
読

み
取

っ
た

情
報

を
重

ね
合

わ
せ

た
り

す
る

な
ど

し
て

、
間

と
し

て
の

在
り

方
生

き
方

に
つ

い
地

域
内

に
見

ら
れ

る
様

々
な

事
象

の
関

わ
り

か
ら

民
族

、
領

土
問

題
の

現
状

や
要

因
、

解
決

に
向

け
た

取
て

考
え

る
。

組
な

ど
を

考
察

す
る

。
高

○
民

族
対

立
や

宗
教

対
立

、
国

際
紛

争
歴

史
総

合
Ｃ

(
3
)
ア

(
ｲ
)

○
第

二
次

世
界

大
戦

が
世

界
の

諸
国

家
・

諸
民

族
に

未
曾

有
の

惨
禍

を
も

た
ら

し
た

こ
と

、
我

が
国

が
多

く
や

地
域

紛
争

の
原

因
や

動
向

に
つ

い
の

国
々

、
と

り
わ

け
ア

ジ
ア

諸
国

の
人

々
に

対
し

て
多

大
な

損
害

を
与

え
た

こ
と

に
着

目
し

、
平

和
で

民
等

て
考

察
す

る
。

主
的

な
国

際
社

会
の

実
現

に
努

め
る

こ
と

の
重

要
性

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
○

様
々

な
集

団
の

中
で

の
行

動
の

仕
方

倫
理

Ｂ
(
2
)
ア

○
新

た
な

文
化

の
創

造
は

、
文

化
的

、
宗

教
的

伝
統

の
上

に
成

し
遂

げ
ら

れ
る

も
の

で
あ

る
と

同
時

に
、

他
学

や
生

き
方

に
つ

い
て

考
え

、
望

ま
し

の
複

数
の

文
化

や
宗

教
と

の
接

触
に

よ
っ

て
生

起
す

る
も

の
で

も
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

伝
統

や
文

化
の

い
人

間
関

係
を

確
立

し
て

い
こ

う
と

継
承

や
異

な
る

文
化

や
宗

教
の

共
生

と
い

っ
た

視
点

か
ら

現
代

に
お

け
る

倫
理

的
課

題
を

見
い

だ
し

、
探

校
す

る
態

度
や

能
力

を
身

に
付

け
る

。
究

す
る

活
動

を
行

う
。

○
人

類
が

２
０

世
紀

に
お

い
て

二
度

の
世

界
大

戦
を

経
験

し
た

こ
と

、
現

在
も

様
々

な
地

域
で

紛
争

が
続

い
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
ど

う
す

れ
ば

平
和

な
世

界
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

と
い

っ
た

視
点

か
ら

倫
理

的
課

題
を

見
い

だ
し

、
探

究
す

る
活

動
を

行
う

。
政

治
・

経
済

Ｂ
(
2
)
ア

○
人

種
・

民
族

問
題

が
地

域
紛

争
や

国
際

紛
争

に
発

展
し

た
事

例
を

取
り

上
げ

、
個

人
、

地
域

、
国

、
国

家
間

な
ど

様
々

な
観

点
か

ら
紛

争
を

引
き

起
こ

す
原

因
を

調
べ

、
ま

と
め

た
上

で
、

多
数

の
異

な
っ

た
民

族
が

共
存

し
て

い
る

国
や

地
域

の
事

例
を

取
り

上
げ

、
紛

争
解

決
に

必
要

な
考

え
方

や
具

体
的

な
政

策
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
説

明
、

論
述

す
る

。
○

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
に

よ
り

、
日

本
国

内
に

お
い

て
も

外
国

人
と

の
共

生
が

求
め

ら
れ

る
状

況
に

な
り

つ
つ

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
政

策
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
説

明
、

論
述

す
る

。
特

別
活

動
○

マ
ス

コ
ミ

等
の

国
際

理
解

や
国

際
交

流
を

テ
ー

マ
に

し
た

記
事

や
番

組
を

取
り

上
げ

て
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

〔
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動
〕

ン
し

た
り

、
外

国
で

の
生

活
経

験
を

も
つ

地
域

の
人

や
国

際
貢

献
を

担
う

人
々

の
体

験
談

な
ど

を
聞

い
て

(
2
)
ウ

話
し

合
っ

た
り

、
留

学
生

な
ど

外
国

の
人

々
と

の
意

見
交

換
や

交
流

会
な

ど
を

実
施

し
た

り
し

て
、

国
際

理
解

や
国

際
交

流
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

考
え

を
深

め
る

活
動

を
行

う
。

指
導

上
の

留
意

点
○

日
々

の
教

育
活

動
を

通
じ

て
国

際
理

解
を

深
め

る
学

習
な

ど
を

積
極

的
に

実
践

す
る

よ
う

に
す

る
。

○
自

国
の

文
化

を
大

切
に

し
た

上
で

異
文

化
を

尊
重

す
る

よ
う

指
導

す
る

と
と

も
に

、
例

え
ば

他
国

の
遊

び
を

取
り

入
れ

る
な

ど
、

社
会

的
・

文
化

的
・

地
理

的
な

背
景

等
を

踏
ま

え
た

異
文

化
に

関
す

る
学

習
活

動
を

工
夫

す
る

。
○

文
化

や
生

活
習

慣
の

違
い

に
つ

い
て

取
り

上
げ

る
場

合
は

、
違

い
を

尊
重

す
る

こ
と

を
基

本
に

お
い

て
学

習
を

進
め

る
と

と
も

に
、

互
い

の
共

通
点

を
見

い
だ

せ
る

よ
う

に
指

導
す

る
。

○
外

国
籍

の
人

た
ち

を
め

ぐ
る

差
別

の
歴

史
や

現
実

に
つ

い
て

学
習

す
る

中
で

、
日

本
人

と
し

て
の

誇
り

や
国

を
愛

す
る

心
を

失
う

こ
と

が
な

い
よ

う
双

方
の

立
場

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

国
際

的
な

視
野

に
立

ち
、

こ
れ

か
ら

な
す

べ
き

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
○

各
国

の
文

化
等

を
学

習
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

外
国

籍
の

人
た

ち
の

文
化

、
生

活
習

慣
、

宗
教

、
言

語
な

ど
、

多
様

な
価

値
観

を
尊

重
す

る
態

度
を

身
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

し
、

人
権

尊
重

の
精

神
を

培
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。
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７
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
等

の
人

た
ち

校
種

目
標

小
学

校
○

健
康

な
生

活
を

送
る

た
め

の
知

識
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
や

エ
イ

ズ
に

つ
い

て
正

し
く

知
り

、
自

他
の

人
格

を
尊

重
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

中
学

校
○

健
康

な
生

活
を

送
る

た
め

の
実

践
力

を
身

に
付

け
る

と
と

も
に

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

や
エ

イ
ズ

に
つ

い
て

科
学

的
に

理
解

し
、

患
者

や
感

染
者

に
対

す
る

偏
見

や
差

別
を

な
く

し
て

い
こ

う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

高
等

学
校

○
日

本
や

世
界

に
お

け
る

Ｈ
Ｉ

Ｖ
や

エ
イ

ズ
に

対
す

る
偏

見
や

差
別

の
現

状
や

そ
れ

を
改

善
す

る
た

め
の

具
体

的
な

取
組

等
を

認
識

し
、

人
権

尊
重

の
視

点
か

ら
積

極
的

に
活

動

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
健

康
な

生
活

を
送

る
た

め
に

、
体

の
清

潔
等

に
３

・
４

体
育

○
運

動
、

食
事

、
休

養
及

び
睡

眠
、

体
の

清
潔

、
明

る
さ

の
調

節
や

換
気

な
ど

を
自

分
の

心
掛

け
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
健

康
管

Ｇ
(
1
)
ア

(
ｱ
)
、

(
ｲ
)
、

(
ｳ
)

生
活

と
比

べ
た

り
関

連
付

け
た

り
し

て
、

健
康

に
よ

い
生

活
の

仕
方

に
つ

い
て

考
え

る
。

理
の

基
礎

的
な

能
力

を
身

に
付

け
る

。
体

育
○

体
の

発
育

・
発

達
に

つ
い

て
の

一
般

的
な

現
象

や
思

春
期

の
体

の
変

化
、

体
を

よ
り

よ

○
日

常
起

こ
り

や
す

い
け

が
に

適
切

に
対

処
で

き
Ｇ

(
2
)
ア

(
ｱ
)
、

(
ｲ
)
、

(
ｳ
)

く
発

育
・

発
達

さ
せ

る
た

め
の

生
活

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

。

る
能

力
を

身
に

付
け

る
。

(
血

液
に

対
す

る
対

５
・

６
体

育

処
等

)
Ｇ

(
1
)
ア

(
ｱ
)
、

(
ｲ
)
、

(
ｳ
)
◯

心
は

発
達

す
る

こ
と

、
心

と
体

に
は

密
接

な
関

係
が

あ
る

こ
と

、
不

安
や

悩
み

へ
の

対

○
エ

イ
ズ

が
人

間
の

体
に

備
わ

っ
て

い
る

病
原

体
処

方
法

等
、

自
己

の
経

験
と

関
連

付
け

て
よ

り
よ

い
心

の
発

達
に

つ
い

て
考

え
る

。

小
か

ら
体

を
守

る
仕

組
み

(
免

疫
)
を

弱
め

る
病

気
Ｇ

(
2
)
ア

(
ｲ
)

○
自

分
の

け
が

に
関

わ
る

経
験

を
振

り
返

り
な

が
ら

、
け

が
や

症
状

の
悪

化
を

防
ぐ

対
処

で
あ

る
こ

と
、

日
常

の
生

活
で

は
感

染
し

な
い

方
法

に
つ

い
て

考
え

る
。

学
こ

と
な

ど
を

理
解

す
る

。
○

す
り

傷
、

鼻
出

血
、

や
け

ど
や

打
撲

な
ど

を
適

宜
取

り
上

げ
、

傷
口

を
清

潔
に

す
る

、
圧

迫

○
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
や

エ
イ

ズ
患

者
に

対
す

る
偏

見
し

て
出

血
を

止
め

る
、

患
部

を
冷

や
す

な
ど

の
自

ら
で

き
る

簡
単

な
手

当
の

実
習

を
す

る
。

校
や

差
別

が
生

じ
て

い
る

こ
と

を
知

り
、

Ｈ
Ｉ

Ｖ
体

育

や
エ

イ
ズ

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
す

る
こ

と
の

Ｇ
(
3
)
ア

(
ｱ
)
、

(
ｲ
)
、

(
ｳ
)
○

病
気

の
起

こ
り

方
、

病
原

体
が

主
な

要
因

と
な

っ
て

起
こ

る
病

気
の

予
防

に
つ

い
て

、

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
る

。
か

ぜ
や

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

麻
疹

な
ど

を
適

宜
取

り
上

げ
、

病
気

に
応

じ
た

予
防

方
法

を
考

え
る

。

○
生

活
習

慣
病

な
ど

生
活

行
動

が
主

な
要

因
と

な
っ

て
起

こ
る

病
気

の
予

防
に

つ
い

て
、

望
ま

し
い

生
活

習
慣

と
関

連
付

け
て

考
え

る
。

道
徳

Ｂ
【

友
情

、
信

頼
】

◯
友

達
と

互
い

に
信

頼
し

、
学

び
合

っ
て

友
情

を
深

め
、

異
性

に
つ

い
て

も
理

解
し

な
が

ら
、

人
間

関
係

を
築

い
て

い
く

こ
と

。

全
学

年
特

別
活

動
○

心
身

の
発

育
・

発
達

、
心

身
の

健
康

を
高

め
る

生
活

、
健

康
と

環
境

と
の

関
わ

り
、

病

〔
学

級
活

動
〕

(
2
)
ウ

気
の

予
防

、
心

の
健

康
な

ど
、

日
常

の
健

康
や

安
全

に
関

す
る

問
題

に
自

ら
気

付
き

、

必
要

な
情

報
を

進
ん

で
収

集
し

、
よ

り
よ

い
解

決
方

法
を

考
え

て
、

自
己

の
健

康
や

安

全
を

保
持

増
進

す
る

た
め

に
的

確
な

意
思

決
定

や
行

動
選

択
を

行
う

な
ど

の
活

動
を

す

る
。

○
性

感
染

症
は

、
病

原
体

に
感

染
し

て
い

る
相

手
３

保
健

体
育

○
エ

イ
ズ

及
び

性
感

染
症

に
つ

い
て

、
疾

病
概

念
や

感
染

経
路

、
感

染
の

リ
ス

ク
を

軽
減

と
の

主
と

し
て

性
的

接
触

に
よ

っ
て

感
染

す
る

〔
保

健
分

野
〕

(
1
)
ア

(
ｵ
)

す
る

効
果

的
な

予
防

方
法

に
つ

い
て

考
え

る
。

こ
と

を
理

解
し

、
エ

イ
ズ

予
防

に
つ

い
て

の
理

全
学

年
道

徳
Ｂ

【
友

情
、

信
頼

】
○

友
情

の
尊

さ
を

理
解

し
て

心
か

ら
信

頼
で

き
る

友
達

を
も

ち
、

互
い

に
励

ま
し

合
い

、

中
解

を
深

め
る

。
高

め
合

う
と

と
も

に
、

異
性

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
悩

み
や

葛
藤

も
経

験
し

な
が
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○
エ

イ
ズ

等
の

感
染

症
を

予
防

す
る

た
め

に
は

、
ら

人
間

関
係

を
深

め
て

い
く

こ
と

。

学
病

気
に

対
す

る
理

解
と

性
行

動
に

対
す

る
適

切
特

別
活

動
○

男
女

相
互

の
理

解
と

協
力

、
人

間
の

尊
重

と
男

女
の

平
等

、
男

女
共

同
参

画
社

会
と

自

な
判

断
や

意
思

決
定

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
理

〔
学

級
活

動
〕

(
2
)
イ

、
ウ

分
の

生
き

方
な

ど
の

題
材

を
設

定
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

基
に

し
た

り
、

校
解

す
る

。
新

聞
や

テ
レ

ビ
等

の
資

料
を

参
考

に
し

た
り

し
て

、
話

合
い

活
動

を
行

う
。

○
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
や

エ
イ

ズ
患

者
に

対
す

る
偏

見
○

思
春

期
の

心
と

体
の

発
育

・
発

達
、

性
情

報
へ

の
対

応
や

性
の

逸
脱

行
動

に
関

す
る

こ

や
差

別
が

あ
る

こ
と

を
知

り
、

そ
の

人
た

ち
の

と
、

エ
イ

ズ
や

性
感

染
症

な
ど

の
予

防
に

関
す

る
こ

と
、

友
情

と
恋

愛
と

結
婚

な
ど

に

悩
み

や
苦

し
み

を
理

解
し

共
に

生
き

る
社

会
づ

つ
い

て
の

題
材

を
設

定
し

、
資

料
等

を
も

と
に

し
た

話
合

い
や

専
門

家
の

講
話

を
聞

く

く
り

を
考

え
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。
な

ど
の

活
動

を
行

う
。

○
エ

イ
ズ

等
の

感
染

症
と

そ
の

対
処

法
に

つ
い

て
全

学
年

保
健

(
1
)
ア

(
ｲ
)

○
感

染
症

の
発

生
や

流
行

に
つ

い
て

、
時

代
や

地
域

に
よ

る
違

い
や

、
そ

れ
に

対
応

し
た

正
し

く
理

解
し

、
自

ら
を

守
る

態
度

を
身

に
付

対
策

を
考

え
る

。

け
る

。
○

感
染

症
の

リ
ス

ク
の

軽
減

・
予

防
に

つ
い

て
、

衛
生

的
な

環
境

の
整

備
や

検
疫

、
正

し

○
エ

イ
ズ

の
現

状
と

問
題

点
に

つ
い

て
理

解
し

、
い

情
報

の
発

信
、

予
防

接
種

の
普

及
な

ど
の

社
会

的
な

対
策

や
、

そ
れ

ら
を

前
提

と
し

個
人

の
性

行
動

に
関

す
る

考
え

方
や

生
き

方
を

た
個

人
の

取
組

を
考

え
る

。

含
め

、
よ

り
よ

く
生

き
る

た
め

の
態

度
や

意
(
3
)
ア

(
ｱ
)
 

、
 

○
エ

イ
ズ

や
性

感
染

症
に

つ
い

て
、

原
因

及
び

予
防

の
た

め
の

個
人

の
行

動
選

択
や

社
会

高
思

決
定

の
力

を
高

め
る

。
の

対
策

を
考

え
る

。

○
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
や

エ
イ

ズ
患

者
の

お
か

れ
て

き
○

思
春

期
に

お
け

る
心

身
の

発
達

や
性

的
成

熟
に

伴
う

身
体

面
、

心
理

面
、

行
動

面
な

ど

等
た

経
緯

や
差

別
の

実
態

を
正

し
く

理
解

し
、

人
の

変
化

に
関

わ
り

、
健

康
課

題
を

生
じ

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、

権
を

尊
重

す
る

態
度

を
身

に
付

け
、

共
に

生
き

こ
れ

ら
の

変
化

に
対

応
し

て
、

自
分

の
行

動
へ

の
責

任
感

や
異

性
を

理
解

し
た

り
尊

重

学
て

い
く

社
会

の
実

現
の

た
め

に
具

体
的

に
行

動
し

た
り

す
る

態
度

及
び

性
に

関
す

る
情

報
等

へ
の

適
切

な
対

処
に

つ
い

て
考

え
る

。

す
る

実
践

力
を

高
め

る
。

○
結

婚
生

活
に

つ
い

て
、

心
身

の
発

達
や

健
康

の
保

持
増

進
の

観
点

か
ら

と
ら

え
、

受
精

、

校
妊

娠
、

出
産

と
そ

れ
に

伴
う

健
康

課
題

や
、

健
康

課
題

と
年

齢
や

生
活

習
慣

な
ど

と
の

関
わ

り
、

家
族

計
画

の
意

義
や

人
工

妊
娠

中
絶

の
心

身
へ

の
影

響
な

ど
に

つ
い

て
考

え
る

。

総
合

的
な

探
究

の
時

間
○

福
祉

・
健

康
を

テ
ー

マ
と

し
た

学
習

を
通

し
て

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

や
エ

イ
ズ

に
対

す
る

偏
見

や

差
別

の
現

状
を

認
識

す
る

と
と

も
に

、
具

体
的

な
課

題
を

設
定

し
、

解
決

に
取

り
組

む
。

特
別

活
動

○
科

学
的

な
デ

ー
タ

等
を

生
徒

自
身

が
活

用
し

な
が

ら
性

情
報

へ
の

対
応

や
性

の
逸

脱
行

〔
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動
〕

動
や

エ
イ

ズ
や

性
感

染
症

な
ど

の
予

防
に

関
す

る
こ

と
な

ど
の

問
題

を
自

分
事

と
し

て

(
2
)
オ

と
ら

え
、

話
合

い
や

討
論

、
実

践
力

の
育

成
に

つ
な

が
る

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

な
ど

の

方
法

を
用

い
た

活
動

を
行

う
。

指
導

上
の

留
意

点

○
教

職
員

が
Ｈ

Ｉ
Ｖ

や
エ

イ
ズ

に
関

す
る

正
し

い
知

識
を

も
て

る
よ

う
、

計
画

的
に

研
修

等
へ

参
加

す
る

機
会

を
設

け
る

。

○
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
保

護
の

重
要

性
に

も
触

れ
な

が
ら

、
Ｈ

Ｉ
Ｖ

感
染

者
等

に
対

す
る

人
権

問
題

に
つ

い
て

指
導

す
る

。
例

え
ば

、
「

友
達

の
よ

い
と

こ
ろ

探
し

」
を

す
る

な
ど

、
学

校
教

育
全

体

を
通

し
て

思
い

や
り

の
心

や
公

正
、

公
平

の
態

度
を

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
生

活
習

慣
調

査
票

な
ど

を
基

に
児

童
生

徒
の

実
態

を
把

握
し

、
日

常
の

健
康

的
な

生
活

習
慣

の
定

着
を

図
る

た
め

の
具

体
的

方
策

を
立

て
る

よ
う

に
す

る
。

○
学

校
保

健
委

員
会

の
活

動
等

を
有

効
に

活
用

し
、

児
童

生
徒

が
互

い
に

教
え

合
う

活
動

を
通

し
て

、
自

ら
の

健
康

を
保

持
増

進
し

て
い

こ
う

と
す

る
態

度
や

意
欲

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
に

す
る

。

○
Ｈ

Ｉ
Ｖ

や
エ

イ
ズ

に
関

す
る

指
導

は
、

予
防

教
育

も
含

め
、

各
教

科
、

道
徳

、
特

別
活

動
等

、
学

校
教

育
全

体
を

通
じ

て
児

童
生

徒
の

発
達

の
段

階
を

考
慮

し
な

が
ら

計
画

的
に

行
う

よ
う

に

す
る

。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。
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８
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
の

人
た

ち

校
種

目
標

小
学

校
○

ハ
ン

セ
ン

病
に

つ
い

て
、

病
気

や
制

度
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
の

思
い

を
理

解
し

、
誰

に
対

し
て

も
公

正
・

公
平

に
接

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

中
学

校
○

ハ
ン

セ
ン

病
元

患
者

に
対

す
る

偏
見

や
差

別
な

ど
の

社
会

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

と
と

も
に

、
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
の

思
い

や
願

い
、

生
き

方
を

通
し

て
、

自
他

を
尊

重
し

よ
う

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

高
等

学
校

○
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
に

対
す

る
偏

見
や

差
別

の
現

状
か

ら
学

び
、

課
題

を
と

ら
え

、
解

決
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
誰

に
対

し
て

も
、

公
正

、
公

平
に

1
・

2
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

、
○

自
分

の
好

き
嫌

い
に

と
ら

わ
れ

な
い

で
接

す
る

こ
と

。

接
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

社
会

正
義

】

○
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
が

受
け

た
差

3
・

4
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

、
○

誰
に

対
し

て
も

分
け

隔
て

を
せ

ず
、

公
正

、
公

平
な

態
度

で
接

す
る

こ
と

。

小
別

の
痛

み
や

苦
し

み
を

理
解

す
る

。
社

会
正

義
】

○
ハ

ン
セ

ン
病

の
原

因
や

特
徴

等
に

5
・

6
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

、
○

誰
に

対
し

て
も

差
別

す
る

こ
と

や
偏

見
を

も
つ

こ
と

な
く

、
公

正
、

公
平

な
態

度
で

接
し

、
正

義
の

実

学
つ

い
て

正
し

く
理

解
す

る
。

社
会

正
義

】
現

に
努

め
る

こ
と

。

○
偏

見
や

差
別

の
な

い
社

会
を

実
現

総
合

的
な

学
習

の
時

間
○

人
権

啓
発

ビ
デ

オ
(
Ｄ

Ｖ
Ｄ

)
を

視
聴

し
、

ハ
ン

セ
ン

病
元

患
者

が
ど

の
よ

う
な

差
別

の
痛

み
や

苦
し

み

校
す

る
た

め
に

、
自

分
た

ち
が

で
き

を
味

わ
っ

た
か

考
え

る
。

る
こ

と
を

考
え

る
。

○
資

料
を

活
用

し
、

ハ
ン

セ
ン

病
の

原
因

や
特

徴
、

誤
っ

た
情

報
や

知
識

の
た

め
に

ハ
ン

セ
ン

病
元

患
者

が
受

け
て

き
た

差
別

に
つ

い
て

話
し

合
う

。

○
ハ

ン
セ

ン
病

に
つ

い
て

学
ん

だ
こ

と
を

基
に

、
誤

解
や

誤
っ

た
知

識
が

原
因

で
、

人
を

差
別

し
た

り
傷

つ
け

た
り

し
な

い
た

め
に

自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

。

○
ハ

ン
セ

ン
病

の
事

例
に

お
け

る
、

３
社

会
〔

公
民

的
分

野
〕

○
「

ら
い

予
防

法
」

や
隔

離
等

の
国

の
政

策
や

国
民

の
誤

っ
た

知
識

に
よ

り
、

ハ
ン

セ
ン

病
元

患
者

と
そ

人
権

に
関

わ
る

問
題

点
や

課
題

に
Ａ

(
2
)
、

Ｃ
(
1
)

の
家

族
が

厳
し

い
差

別
や

偏
見

に
苦

し
め

ら
れ

て
き

た
こ

と
に

つ
い

て
調

べ
る

。

中
つ

い
て

理
解

す
る

。
全

学
年

道
徳

Ｃ
【

公
正

、
公

平
、

○
正

義
と

公
正

さ
を

重
ん

じ
、

誰
に

対
し

て
も

公
平

に
接

し
、

差
別

や
偏

見
の

な
い

社
会

の
実

現
に

努
め

○
ハ

ン
セ

ン
病

の
事

例
を

通
し

て
、

社
会

正
義

】
る

こ
と

。

学
共

生
社

会
を

構
築

す
る

た
め

に
で

総
合

的
な

学
習

の
時

間
○

な
ぜ

、
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
に

対
す

る
差

別
や

偏
見

が
な

く
な

ら
な

い
の

か
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

話

き
る

こ
と

を
考

え
る

。
し

合
い

、
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
。

校
○

正
義

を
重

ん
じ

、
誰

に
対

し
て

も
特

別
活
動
〔
学
級
活
動
〕

○
人

権
啓

発
ビ

デ
オ

(
Ｄ

Ｖ
Ｄ

)
を

視
聴

し
、

ハ
ン

セ
ン

病
元

患
者

が
ど

の
よ

う
な

差
別

の
痛

み
や

苦
し

み

公
正

、
公

平
に

し
、

偏
見

や
差

別
（

２
）

ア
を

味
わ

っ
た

か
話

し
合

う
。

の
な

い
社

会
の

実
現

に
努

め
る

。

○
基

本
的

人
権

と
ハ

ン
セ

ン
病

問
題

全
学

年
公

共
Ａ

(
1
)
、

Ａ
(
3
)
ア

、
Ｃ

○
現

代
社

会
の

基
本

的
人

権
に

関
わ

る
具

体
的

な
事

例
と

し
て

、
ハ

ン
セ

ン
病

に
関

わ
る

社
会

問
題

、
国

高
と

の
関

係
を

考
察

す
る

。
家

権
力

と
人

権
保

障
と

の
関

係
、

個
人

と
個

人
、

個
人

と
社

会
と

の
関

係
な

ど
、

ハ
ン

セ
ン

病
と

基
本

○
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
に

対
す

る
差

的
人

権
と

の
関

わ
り

を
多

様
な

角
度

か
ら

考
察

す
る

。

等
別

の
事

例
か

ら
、

社
会

の
不

合
理

特
別

活
動

○
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
に

対
す

る
差

別
の

事
例

に
つ

い
て

、
グ

ル
ー

プ
で

討
論

し
、

考
え

を
発

表
す

る
。

や
差

別
、

偏
見

に
つ

い
て

考
察

す
〔

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

〕
○

人
権

啓
発

ビ
デ

オ
（

Ｄ
Ｖ

Ｄ
）

を
視

聴
し

、
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
の

奪
わ

れ
た

権
利

に
つ

い
て

学
習

す
る

。

学
る

。
(
2
)
ア

○
全

国
の

高
校

生
の

活
動

等
か

ら
、

人
権

が
尊

重
さ

れ
る

社
会

を
実

現
す

る
た

め
に

、
自

分
た

ち
に

で
き

○
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
の

奪
わ

れ
た

る
こ

と
を

考
え

る
。
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権
利

や
心

の
痛

み
を

理
解

す
る

。

校
○

社
会

の
中

の
矛

盾
や

不
合

理
を

仲

間
と

と
も

に
解

決
し

て
い

く
方

法

を
考

え
る

。

指
導

上
の

留
意

点

○
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
の

話
を

聞
い

た
り

、
施

設
へ

の
訪

問
を

し
た

り
す

る
な

ど
、

ハ
ン

セ
ン

病
や

元
患

者
に

対
す

る
正

し
い

理
解

を
深

め
、

偏
見

や
差

別
を

解
消

し
て

い
こ

う
と

す
る

態
度

や

実
践

力
を

高
め

る
学

習
を

行
う

。

○
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

保
護

の
重

要
性

に
も

触
れ

な
が

ら
、

ハ
ン

セ
ン

病
元

患
者

の
人

た
ち

に
対

す
る

人
権

問
題

に
つ

い
て

指
導

す
る

。

○
校

内
研

修
等

に
お

い
て

、
ハ

ン
セ

ン
病

を
テ

ー
マ

と
し

た
研

修
を

設
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

教
職

員
が

ハ
ン

セ
ン

病
に

対
す

る
正

し
い

知
識

や
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
国

の
政

策
や

判
例

等
の

学
習

だ
け

に
終

わ
る

こ
と

な
く

、
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
等

と
共

に
生

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

す
態

度
の

育
成

を
図

る
。

○
ハ

ン
セ

ン
病

元
患

者
に

対
す

る
差

別
や

偏
見

が
今

も
存

在
す

る
こ

と
を

認
識

で
き

る
よ

う
具

体
的

な
事

例
を

挙
げ

、
共

に
生

き
る

社
会

づ
く

り
を

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。

【
参

考
資

料
】

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「

ハ
ン

セ
ン

病
の

向
こ

う
側

」
（

厚
生

労
働

省
）
〈

厚
生

労
働

省
の

W
eb

サ
イ

ト
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

〉

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/h
ou

do
u/

20
03

/0
1/

h0
13

1-
5.

ht
m

l
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
キ

ミ
は

知
っ

て
い

る
か

い
？

ハ
ン

セ
ン

病
の

こ
と

。
」
（

公
益

財
団

法
人

日
本

財
団

）
〈

国
立

ハ
ン

セ
ン

病
資

料
館

の
W

eb
サ

イ
ト

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

可
〉

ht
tp

s:
//w

w
w

.h
an

se
n-

di
s.j

p/
ki

ds
/s

hi
ry

o.
ht

m
l

・
ビ

デ
オ

「
ハ

ン
セ

ン
病

今
を

生
き

る
」
〈
「

群
馬

県
総

合
教

育
セ

ン
タ

ー
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

セ
ン

タ
ー

」
で

貸
出

し
中

〉

・
人

権
啓

発
ビ

デ
オ

「
未

来
へ

の
虹

－
ぼ

く
の

お
じ

さ
ん

は
、

ハ
ン

セ
ン

病
－

」
（

法
務

省
人

権
擁

護
局

、
財

団
法

人
人

権
教

育
啓

発
推

進
セ

ン
タ

ー
）

・
ハ

ン
セ

ン
病

問
題

啓
発

Ｄ
Ｖ

Ｄ
「

栗
生

の
園

に
生

き
た

証
～

み
ん

な
の

た
め

に
～

」
（

群
馬

県
社

会
福

祉
士

会
ハ

ン
セ

ン
病

福
祉

研
究

委
員

会
）

＜
平

成
25

年
度

に
県

内
小

中
学

校
、

高
等

学
校

、
特

別
支

援
学

校
、

中
等

教
育

学
校

に
配

布
＞

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。

− 16− − 17−



９
犯

罪
被

害
者

等

校
種

目
標

小
学

校
○

誰
に

対
し

て
も

思
い

や
り

の
心

を
も

ち
、

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
親

切
に

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

中
学

校
○

犯
罪

被
害

者
等

の
人

権
問

題
に

つ
い

て
知

り
、

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
行

動
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

高
等

学
校

○
犯

罪
被

害
者

等
の

人
権

問
題

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
し

、
相

手
の

立
場

に
立

っ
て

行
動

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
犯

罪
被

害
者

等
の

人
権

問
題

1
・

2
道

徳

に
つ

い
て

知
る

。
Ｂ

【
親

切
、

思
い

や
り

】
○

身
近

に
い

る
人

に
温

か
い

心
で

接
し

、
親

切
に

す
る

こ
と

。

○
相

手
の

立
場

に
立

っ
て

、
考

Ｃ
【

家
族

愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

】
○

父
母

、
祖

父
母

を
敬

愛
し

、
進

ん
で

家
の

手
伝

い
な

ど
を

し
て

、
家

族
の

役
に

立
つ

こ
と

。

え
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
Ｄ

【
生

命
の

尊
さ

】
○

生
き

る
こ

と
の

す
ば

ら
し

さ
を

知
り

、
生

命
を

大
切

に
す

る
こ

と
。

小
付

け
る

。
3
・

4
道

徳

○
か

け
が

え
の

な
い

自
他

の
生

Ｂ
【

親
切

、
思

い
や

り
】

○
相

手
の

こ
と

を
思

い
や

り
、

進
ん

で
親

切
に

す
る

こ
と

。

学
命

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

Ｃ
【

家
族

愛
、
家

庭
生

活
の

充
実

】
○

父
母

、
祖

父
母

を
敬

愛
し

、
家

族
み

ん
な

で
協

力
し

合
っ

て
楽

し
い

家
庭

を
つ

く
る

こ
と

。

家
族

の
幸

せ
を

求
め

て
、

進
Ｄ

【
生

命
の

尊
さ

】
○

生
命

の
尊

さ
を

知
り

、
生

命
あ

る
も

の
を

大
切

に
す

る
こ

と
。

校
ん

で
役

に
立

と
う

と
す

る
心

5
・

6
道

徳

情
を

身
に

付
け

る
。

Ｂ
【

親
切

、
思

い
や

り
】

○
誰

に
対

し
て

も
思

い
や

り
の

心
を

も
ち

、
相

手
の

立
場

に
立

っ
て

親
切

に
す

る
こ

と
。

Ｃ
【

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
】

○
父

母
、

祖
父

母
を

敬
愛

し
、

家
族

の
幸

せ
を

求
め

て
、

進
ん

で
役

に
立

つ
こ

と
を

す
る

こ
と

。

Ｄ
【

生
命

の
尊

さ
】

○
生

命
が

多
く

の
生

命
の

つ
な

が
り

の
中

に
あ

る
か

け
が

え
の

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
を

理
解

し
、

生
命

を
尊

重
す

る
こ

と
。

○
人

権
問

題
と

し
て

、
犯

罪
被

３
社

会
〔

公
民

的
分

野
〕

Ｃ
(
1
)

○
犯

罪
被

害
者

の
人

権
問

題
に

つ
い

て
、

基
本

的
人

権
と

関
連

さ
せ

て
扱

い
、

人
間

の
尊

重
と

は
ど

う
い

害
者

等
の

人
権

問
題

が
あ

る
う

こ
と

か
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

方
法

で
実

現
で

き
る

の
か

と
い

っ
た

問
い

を
設

け
、

そ
れ

ら
の

課
題

こ
と

を
知

り
、

プ
ラ

イ
バ

シ
を

追
究

し
た

り
解

決
し

た
り

す
る

活
動

を
行

う
。

ー
の

権
利

と
と

も
に

犯
罪

被
全

学
年

道
徳

中
害

者
等

の
人

権
問

題
に

つ
い

Ｂ
【

思
い

や
り

、
感

謝
】

○
思

い
や

り
の

心
を

も
っ

て
人

と
接

す
る

と
と

も
に

、
家

族
な

ど
の

支
え

や
多

く
の

人
々

の
善

意
に

よ
り

て
考

え
る

。
日

々
の

生
活

や
現

在
の

自
分

が
あ

る
こ

と
に

感
謝

し
、

進
ん

で
そ

れ
に

応
え

、
人

間
愛

の
精

神
を

深
め

学
○

テ
レ

ビ
や

新
聞

な
ど

の
マ

ス
る

こ
と

。

メ
デ

ィ
ア

の
報

道
に

よ
る

二
Ｄ

【
生

命
の

尊
さ

】
○

生
命

の
尊

さ
に

つ
い

て
、

そ
の

連
続

性
や

有
限

性
な

ど
も

含
め

て
理

解
し

、
か

け
が

え
の

な
い

生
命

を

校
次

被
害

な
ど

の
人

権
問

題
に

尊
重

す
る

こ
と

。

つ
い

て
考

え
る

。

○
か

け
が

え
の

な
い

自
他

の
生

命
を

尊
重

す
る

と
と

も
に

、

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
行

動

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に

付
け

る
。

○
犯

罪
被

害
者

等
の

人
権

を
守

全
学

年
公

共
Ａ

(
３

)
ア

○
各

人
の

意
見

や
利

害
を

公
平

・
公

正
に

調
整

す
る

こ
と

な
ど

を
通

し
て

、
人

間
の

尊
厳

と
平

等
、

協
働

る
法

制
度

の
整

備
等

に
つ

い
の

利
益

と
社

会
の

安
定

性
の

確
保

を
共

に
図

る
こ

と
が

、
公

共
的

な
空

間
を

作
る

上
で

必
要

で
あ

る
こ
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て
調

べ
、

犯
罪

被
害

者
等

の
と

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

高
人

権
問

題
に

つ
い

て
理

解
す

イ
○

人
間

の
尊

厳
と

平
等

、
個

人
の

尊
重

、
民

主
主

義
、

法
の

支
配

、
自

由
・

権
利

と
責

任
・

義
務

な
ど

、

る
。

公
共

的
な

空
間

に
お

け
る

基
本

的
原

理
に

つ
い

て
考

え
る

。

等
○

テ
レ

ビ
や

新
聞

な
ど

の
マ

ス
○

人
々

が
協

働
し

て
社

会
に

参
画

す
る

上
で

、
ど

の
よ

う
な

障
害

が
あ

り
、

そ
の

是
正

の
た

め
に

ど
の

よ

メ
デ

ィ
ア

の
報

道
に

よ
る

二
う

な
取

組
が

必
要

か
と

い
っ

た
問

い
に

つ
い

て
、

多
面

的
・

多
角

的
に

考
察

す
る

。

学
次

被
害

な
ど

の
人

権
問

題
に

○
自

由
や

権
利

の
行

使
に

際
し

て
は

、
他

者
の

自
由

や
権

利
を

侵
害

し
な

い
と

い
う

制
約

を
伴

う
こ

と
、

つ
い

て
考

え
、

相
手

の
立

場
及

び
、

義
務

や
責

任
を

果
た

す
こ

と
に

よ
っ

て
初

め
て

社
会

的
な

関
係

に
お

い
て

自
己

の
個

性
を

生
か

校
に

立
っ

て
行

動
す

る
実

践
力

す
こ

と
が

で
き

る
こ

と
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

を
身

に
付

け
る

。
政

治
・

経
済

Ａ
(
１

）
ア

(
ｱ
)

○
人

権
は

侵
す

こ
と

の
で

き
な

い
永

久
の

権
利

で
あ

る
も

の
の

無
制

限
に

認
め

ら
れ

る
わ

け
で

は
な

く
、

他
者

の
人

権
保

障
の

た
め

に
制

約
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
こ

と
、

自
分

の
人

権
だ

け
で

は
な

く
他

者
の

人

権
も

尊
重

す
る

義
務

が
あ

る
こ

と
な

ど
、

権
利

と
義

務
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

る
。

指
導

上
の

留
意

点

○
児

童
生

徒
自

身
が

被
害

者
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
伝

え
、

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
学

級
に

犯
罪

被
害

者
等

の
児

童
生

徒
が

い
る

場
合

に
は

、
当

該
児

童
生

徒
に

対
す

る
い

じ
め

の
早

急
な

認
知

な
ど

、
そ

の
人

権
に

十
分

に
配

慮
す

る
。

【
参

考
資

料
】

・
動

画
教

材
「

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と
」
（

企
画

・
監

修
：

内
閣

府
犯

罪
被

害
者

等
施

策
推

進
室

）
〈

警
察

庁
犯

罪
被

害
者

等
施

策
担

当
参

事
官

室
の

W
eb

サ
イ

ト
で

視
聴

可
〉

ht
tp

s:
//w

w
w

.n
pa

.g
o.

jp
/h

an
za

ih
ig

ai
/k

ou
-k

ei
/k

yo
uz

ai
/w

at
ch

.h
tm

l
・

動
画

教
材

「
友

達
が

被
害

者
に

な
っ

た
ら

」
（

制
作

・
著

作
：

内
閣

府
犯

罪
被

害
者

施
策

推
進

室
）
〈

公
益

財
団

法
人

警
察

協
会

の
W

eb
サ

イ
ト

で
視

聴
可

〉

ht
tp

://
w

w
w

.k
ei

sa
tu

ky
ou

ka
i.o

r.j
p/

to
m

id
at

ig
ah

ik
ai

sh
a.

ht
m

l
※

特
別

支
援

学
校

に
つ

い
て

は
、

児
童

及
び

生
徒

の
障

害
の

状
態

を
十

分
考

慮
し

、
小

学
部

は
小

学
校

、
中

学
部

は
中

学
校

、
高

等
部

は
高

等
学

校
の

記
載

内
容

に
準

じ
て

指
導

し
ま

し
ょ

う
。
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１
０

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

に
よ

る
人

権
侵

害

校
種

目
標

小
学

校
○

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
用

を
通

し
て

他
人

を
傷

つ
け

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

に
気

付
く

と
と

も
に

、
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

中
学

校
○

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
用

に
よ

る
人

権
侵

害
の

事
例

や
、

個
人

情
報

の
保

護
の

重
要

性
と

発
信

し
た

情
報

に
対

す
る

責
任

に
つ

い
て

理
解

し
、

ル
ー

ル
と

マ
ナ

ー
を

守
っ

て
正

し
く

利
用

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

高
等

学
校

○
情

報
化

の
進

展
が

社
会

に
も

た
ら

す
影

響
や

身
に

付
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

情
報

モ
ラ

ル
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

有
意

義
で

正
し

い
情

報
を

主
体

的
に

選
択

し
、

適
切

に

活
用

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

3
・

4
道

徳
Ｃ

【
規

則
の

尊
重

】
○

約
束

や
社

会
の

き
ま

り
の

意
義

を
理

解
し

、
そ

れ
ら

を
守

る
こ

と
。

用
を

通
し

て
、

他
人

を
3
～

6
総

合
的

な
学

習
の

時
間

○
電

子
掲

示
板

を
用

い
て

み
ん

な
で

調
べ

た
こ

と
を

教
え

合
う

よ
う

な
学

習
活

動
に

お
い

て
、

相
手

を
中

傷
す

る

傷
つ

け
る

問
題

が
起

こ
よ

う
な

書
き

込
み

が
見

ら
れ

た
場

面
を

捉
え

て
、

な
ぜ

そ
れ

が
い

け
な

い
の

か
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
に

発
展

す

る
こ

と
を

理
解

す
る

。
る

可
能

性
が

あ
る

の
か

な
ど

を
討

論
す

る
な

ど
、

児
童

自
ら

の
具

体
的

で
身

近
な

素
材

を
取

り
上

げ
、

情
報

に

小
○

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
関

わ
る

際
の

望
ま

し
い

姿
勢

や
態

度
、

情
報

活
用

の
方

法
な

ど
に

つ
い

て
、

自
分

の
こ

と
と

し
て

見
つ

め
直

し

用
す

る
上

で
の

基
本

的
考

え
る

。

学
な

技
能

や
マ

ナ
ー

を
理

５
社

会
（

４
）

ア
、

イ
○

情
報

は
放

送
、

新
聞

な
ど

の
産

業
が

目
的

を
も

っ
て

発
信

し
て

い
る

こ
と

、
情

報
媒

体
に

は
そ

れ
ぞ

れ
伝

え
方

解
す

る
。

・
伝

わ
り

方
に

特
徴

が
あ

る
こ

と
、

情
報

の
中

に
は

不
確

か
な

も
の

や
誤

っ
た

も
の

も
あ

り
、

そ
れ

ら
が

広
が

校
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
風

評
被

害
な

ど
が

生
じ

、
関

係
者

の
人

権
等

が
著

し
く

侵
害

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

な

ど
を

踏
ま

え
、

情
報

の
受

け
手

と
し

て
、

確
か

な
情

報
を

収
集

・
選

択
し

、
様

々
な

観
点

か
ら

比
較

し
て

適
切

に
判

断
す

る
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
る

。

5
・

6
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

、
○

誰
に

対
し

て
も

差
別

を
す

る
こ

と
や

偏
見

を
も

つ
こ

と
な

く
、

公
正

、
公

平
な

態
度

で
接

し
、

正
義

の
実

現
に

社
会

正
義

】
努

め
る

こ
と

。

○
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

３
社

会
〔

公
民

的
分

野
〕

○
高

度
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
社

会
の

到
来

に
よ

り
、

世
界

中
の

人
々

と
瞬

時
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と

用
を

通
し

て
、

プ
ラ

イ
Ａ

(
１

)
ア

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
た

こ
と

や
、

様
々

な
情

報
が

公
開

、
発

信
、

伝
達

さ
れ

る
状

況
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、

バ
シ

ー
を

侵
害

さ
れ

る
人

工
知

能
の

急
速

な
進

化
な

ど
に

よ
る

産
業

や
社

会
の

構
造

的
な

変
化

な
ど

と
関

連
付

け
て

考
え

る
。

問
題

が
起

こ
っ

て
い

る
全

学
年

技
術

・
家

庭
〔

技
術

分
野

〕
○

情
報

の
表

現
、

記
録

、
計

算
、

シ
ス

テ
ム

化
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

等
に

関
わ

る
基

礎
的

な
技

術
の

仕
組

み
及

こ
と

を
理

解
す

る
。

Ｄ
(
１

)
ア

び
情

報
モ

ラ
ル

の
必

要
性

に
つ

い
て

考
え

る
。

中
○

自
分

が
発

信
す

る
情

報
○

著
作

権
を

含
め

た
知

的
財

産
権

の
重

要
性

、
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
上

の
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

、
危

険
の

回
避

、

が
他

人
に

及
ぼ

す
影

響
人

権
侵

害
の

防
止

な
ど

、
情

報
に

関
す

る
技

術
の

利
用

場
面

に
応

じ
て

適
正

に
活

動
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る

学
に

つ
い

て
考

え
る

と
と

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

も
に

、
発

信
す

る
情

報
○

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

上
に

根
拠

の
不

明
確

な
情

報
が

拡
散

す
る

こ
と

で
、

当
事

者
が

不
利

益
を

被
る

と
い

校
の

内
容

に
つ

い
て

の
責

っ
た

い
わ

ゆ
る

「
風

評
被

害
」

な
ど

、
情

報
の

発
信

に
伴

っ
て

発
生

す
る

可
能

性
の

あ
る

問
題

を
取

り
上

げ
、

任
を

自
覚

す
る

。
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

情
報

を
発

信
す

る
前

に
そ

の
真

偽
を

確
認

し
、

曖
昧

な
情

報
は

む
や

み
に

拡
散

す

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
す

る
と

い
っ

た
発

信
者

と
し

て
担

う
べ

き
責

任
に

つ
い

て
考

え
る

。

道
徳

Ｃ
【

遵
法

精
神

、
○

法
や

き
ま

り
の

意
義

を
理

解
し

、
そ

れ
ら

を
進

ん
で

守
る

と
と

も
に

、
そ

の
よ

り
よ

い
在

り
方

に
つ

い
て

考
え

、

公
徳

心
】

自
他

の
権

利
を

大
切

に
し

、
義

務
を

果
た

し
て

、
規

律
あ

る
安

定
し

た
社

会
の

実
現

に
努

め
る

こ
と

。

Ｃ
【

公
正

、
公

平
、

○
正

義
と

公
正

さ
を

重
ん

じ
、
誰

に
対

し
て

も
公

平
に

接
し

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
の

実
現

に
努

め
る

こ
と

。

社
会

正
義

】
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○
情

報
処

理
や

伝
達

技
術

全
学

年
公

共
（

Ｂ
）

ア
（

エ
）

○
各

種
の

統
計

、
年

鑑
、

白
書

、
新

聞
、

読
み

物
等

の
豊

富
な

資
料

を
教

材
と

し
て

積
極

的
に

活
用

し
、

こ
れ

ら

の
高

度
化

に
よ

る
社

会
の

資
料

か
ら

考
察

・
構

想
に

必
要

と
な

る
情

報
を

生
徒

自
身

が
適

切
に

収
集

し
、

読
み

取
り

、
ま

と
め

る
活

動

の
急

激
な

変
化

が
も

た
を

行
う

。

ら
す

影
響

を
理

解
す

る
。

○
情

報
モ

ラ
ル

を
含

む
情

報
の

妥
当

性
や

信
頼

性
を

踏
ま

え
た

公
正

な
判

断
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ

○
個

人
情

報
に

対
す

る
著

う
、

情
報

に
関

す
る

責
任

や
，

利
便

性
及

び
安

全
性

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
。

作
権

や
肖

像
権

な
ど

の
情

報
Ⅰ

（
１

）
イ

（
ウ

）
○

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
の

特
性

や
利

用
状

況
を

調
べ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

時
間

や
場

所
を

越
え

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

情
報

モ
ラ

ル
に

つ
い

て
が

可
能

に
な

っ
た

こ
と

、
誹

謗
・

中
傷

な
ど

の
悪

質
な

書
き

込
み

が
問

題
に

な
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
を

扱
い

、

考
え

る
。

望
ま

し
い

情
報

社
会

の
在

り
方

や
情

報
社

会
を

よ
り

よ
く

す
る

方
法

に
つ

い
て

考
え

る
。

高
○

有
意

義
で

正
し

い
情

報
情

報
Ⅱ

（
１

）
ア

（
イ

）
○

情
報

技
術

の
進

展
に

よ
っ

て
登

場
し

た
Ｓ

Ｎ
Ｓ

な
ど

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
長

所
や

短
所

、
生

活
の

を
主

体
的

に
選

択
し

、
中

で
場

面
や

相
手

に
よ

っ
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

手
段

を
適

切
に

選
択

す
る

必
要

性
が

あ
る

こ
と

に
つ

い

等
適

切
に

活
用

す
る

技
能

て
考

え
る

。

を
身

に
付

け
る

。
イ

（
イ

）
○

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
の

多
様

化
を

取
り

上
げ

、
個

人
と

個
人

で
や

り
と

り
す

る
電

子
メ

ー
ル

、
不

特
定

学
○

基
本

的
人

権
で

保
障

さ
多

数
に

向
け

て
情

報
を

発
信

す
る

Ｗ
ｅ

ｂ
サ

イ
ト

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

形
成

す
る

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
を

例
に

、
コ

ミ

れ
て

い
る

言
論

の
自

由
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
形

態
が

な
ぜ

変
化

し
て

き
た

の
か

な
ど

を
考

察
す

る
。

校
と

、
言

葉
に

よ
る

人
権

○
将

来
の

情
報

技
術

の
発

展
を

展
望

し
、

社
会

の
変

化
、

人
に

求
め

ら
れ

る
知

的
活

動
の

変
化

に
つ

い
て

考
え

、

侵
害

に
つ

い
て

考
察

す
必

要
と

さ
れ

る
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
含

め
た

情
報

社
会

の
在

り
方

、
人

の
役

割
や

責
任

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で

る
。

議
論

す
る

。

特
別

活
動

〔
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動
〕

（
２

）
イ

、
ウ

、
オ

○
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
に

伴
う

危
険

性
や

弊
害

な
ど

に
関

す
る

題
材

を
設

定
し

、
意

見
交

換
で

き
る

よ
う

な

話
合

い
や

討
論

、
実

践
力

の
育

成
に

つ
な

が
る

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

な
ど

の
方

法
を

用
い

た
活

動
を

行
う

。

（
３

）
ウ

○
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
掲

示
板

等
へ

の
書

き
込

み
な

ど
に

見
ら

れ
る

言
葉

に
よ

る
人

権
侵

害
と

言
論

の
自

由
と

の

関
わ

り
に

つ
い

て
考

え
る

。

○
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

や
責

任
を

も
ち

、
社

会
生

活
を

営
む

上
で

必
要

な
マ

ナ
ー

や
ル

ー
ル

に
つ

い
て

考

え
る

。

指
導

上
の

留
意

点

○
個

人
情

報
の

流
出

に
よ

る
身

近
な

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

侵
害

の
事

例
や

パ
ソ

コ
ン

に
よ

る
メ

ー
ル

の
や

り
と

り
を

す
る

上
で

の
ル

ー
ル

を
具

体
的

に
学

ぶ
こ

と
を

通
し

て
、

他
人

の
人

権
を

侵
害

し

な
い

こ
と

が
言

論
の

自
由

の
前

提
と

な
る

こ
と

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
メ

ー
ル

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
人

権
侵

害
に

つ
い

て
は

、
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

を
考

慮
し

た
事

例
を

選
ん

で
指

導
す

る
。

○
群

馬
県

と
群

馬
県

警
察

と
で

作
成

し
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

安
全

・
安

心
し

て
使

用
す

る
た

め
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
お

ぜ
の

か
み

さ
ま

」
や

民
間

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

諸
機

関
を

活
用

す
る

な
ど

し
て

、

情
報

モ
ラ

ル
等

に
関

す
る

学
習

を
工

夫
す

る
。

○
情

報
モ

ラ
ル

の
指

導
に

当
た

っ
て

は
、

国
立

教
育

政
策

研
究

所
か

ら
出

さ
れ

て
い

る
｢
情

報
モ

ラ
ル

教
育

実
践

ガ
イ

ダ
ン

ス
｣

を
活

用
し

、
児

童
生

徒
の

生
活

の
実

情
に

即
し

た
指

導
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。

− 20− − 21−



１
１

そ
の

他
の

人
権

問
題

１
１

－
１

ア
イ

ヌ
の

人
々

の
人

権
問

題

校
種

目
標

小
学

校
○

ア
イ

ヌ
の

人
々

へ
の

偏
見

や
差

別
が

あ
る

こ
と

を
知

る
と

と
も

に
、

ア
イ

ヌ
の

文
化

を
尊

重
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

中
学

校
○

ア
イ

ヌ
の

人
々

の
く

ら
し

や
生

き
方

に
関

わ
る

歴
史

的
な

経
緯

や
差

別
の

実
態

を
正

し
く

理
解

す
る

と
と

も
に

、
互

い
の

人
権

を
尊

重
し

、
偏

見
や

差
別

を
進

ん
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

高
等

学
校

○
ア

イ
ヌ

の
人

々
の

生
活

文
化

や
伝

統
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
偏

見
や

差
別

の
な

い
社

会
を

築
こ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
ア

イ
ヌ

の
人

々
に

つ
い

て
知

る
。

５
社

会
(
1
)
ア

(
ｲ
)

○
地

形
や

気
候

な
ど

の
自

然
条

件
か

ら
見

た
特

色
あ

る
地

域
や

、
自

然
条

件
の

中
で

の
人

々
の

生
活

○
ア

イ
ヌ

の
人

々
へ

の
偏

見
や

差
別

の
工

夫
に

つ
い

て
調

べ
る

。

に
つ

い
て

知
る

。
(
1
)
イ

(
ｲ
)

○
我

が
国

の
位

置
や

地
形

、
気

候
の

側
面

か
ら

、
我

が
国

の
国

土
の

自
然

環
境

の
特

色
を

考
え

た
り

、

小
○

ア
イ

ヌ
の

文
化

は
、

我
が

国
の

文
特

色
あ

る
地

域
の

自
然

条
件

と
人

々
の

生
活

や
産

業
を

関
連

付
け

て
考

え
た

り
し

た
こ

と
を

基
に

、

化
の

一
つ

で
あ

る
こ

と
を

知
り

、
文

章
で

記
述

し
た

り
、

説
明

し
た

り
す

る
。

学
そ

れ
を

尊
重

す
る

こ
と

の
大

切
さ

5
・

6
道

徳
Ｃ
【

伝
統

と
文

化
の

尊
重

、
○

我
が

国
や

郷
土

の
伝

統
と

文
化

を
大

切
に

し
、

先
人

の
努

力
を

知
り

、
国

や
郷

土
を

愛
す

る
心

を

に
つ

い
て

考
え

る
。

国
や

郷
土

を
愛

す
る

態
度

】
も

つ
こ

と
。

校

６
社

会
(
1
)
ア

(
ｱ
)

○
基

本
的

な
人

権
が

守
ら

れ
、

共
に

生
き

る
社

会
を

築
く

た
め

に
必

要
な

こ
と

を
考

え
る

。

(
2
)
ア

(
ｶ
)
､
(
ｷ
)
､
(
ｹ
)

○
歴

史
ビ

デ
オ

等
を

活
用

し
、

鎖
国

下
に

お
け

る
ア

イ
ヌ

の
人

々
と

交
易

、
文

化
に

つ
い

て
調

べ
る

。

(
2
)
イ

(
ｱ
)

○
我

が
国

が
欧

米
文

化
を

取
り

入
れ

て
近

代
化

を
進

め
て

き
た

こ
と

に
よ

る
、

人
々

の
生

活
の

変
化

に
つ

い
て

調
べ

る
。

○
ア

イ
ヌ

の
人

々
の

く
ら

し
や

生
き

1
・

2
社

会
〔

歴
史

的
分

野
〕

方
に

関
わ

る
歴

史
的

な
経

緯
、

文
Ｂ

(
3
)
ア

(
ｲ
)
､
(
ｳ
)

○
資

料
集

等
を

参
考

に
、

蝦
夷

地
（

北
海

道
）

で
、

海
産

物
な

ど
の

交
易

を
し

な
が

ら
独

自
の

文
化

化
や

習
慣

を
知

る
。

Ｃ
(
1
)
ア

(
ｲ
)

を
築

い
て

い
た

ア
イ

ヌ
の

人
々

に
つ

い
て

調
べ

る
。

○
基

本
的

人
権

の
尊

重
に

つ
い

て
の

Ｃ
(
2
)
ア

(
ｲ
)

○
北

海
道

の
開

拓
に

伴
う

ア
イ

ヌ
の

人
々

の
生

活
の

変
化

に
つ

い
て

調
べ

る
。

中
理

解
を

深
め

る
学

習
を

通
し

て
、

Ｃ
(
2
)
イ

(
ｳ
)

○
ア

イ
ヌ

民
族

支
援

法
に

つ
い

て
調

べ
、

独
自

の
文

化
等

を
維

持
・

振
興

し
て

い
こ

う
と

す
る

人
々

ア
イ

ヌ
の

人
々

へ
の

偏
見

や
差

別
の

思
い

を
考

え
る

。

学
の

実
態

に
つ

い
て

知
る

。
３

社
会

〔
公

民
的

分
野

〕

○
文

化
の

相
違

に
よ

る
偏

見
や

差
別

Ａ
(
1
)
ア

(
ｲ
)

○
人

権
課

題
と

し
て

ア
イ

ヌ
の

人
々

に
関

わ
る

差
別

と
国

の
政

策
に

つ
い

て
調

べ
る

。

校
に

つ
い

て
、

他
の

人
権

問
題

と
比

Ａ
(
1
)
イ

(
ｲ
)

○
我

が
国

の
伝

統
と

文
化

が
自

然
や

社
会

と
の

関
わ

り
の

中
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

こ
と

や
文

化
の

較
し

て
考

え
る

。
創

造
、

伝
統

の
継

承
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

Ｃ
(
1
)
ア

(
ｱ
)

○
日

本
国

憲
法

で
は

、
基

本
的

人
権

の
尊

重
を

ど
の

よ
う

に
し

て
保

障
し

て
い

る
か

を
調

べ
る

。

全
学

年
特

別
活

動
〔

学
級

活
動

〕
(
2
)
ア

○
望

ま
し

い
人

間
関

係
の

在
り

方
、

豊
か

な
人

間
関

係
づ

く
り

と
自

己
の

成
長

に
つ

い
て

、
体

験
発

表
を

取
り

入
れ

た
話

合
い

等
を

行
う

。

○
中

世
・

近
世

の
北

方
貿

易
の

学
習

全
学

年
歴

史
総

合
Ｂ

(
2
)
ア

(
ｱ
)

○
ア

ジ
ア

の
経

済
と

社
会

の
仕

組
み

が
変

容
し

て
い

く
中

で
、

北
方

と
の

交
易

を
し

て
い

た
ア

イ
ヌ

を
通

し
て

、
ア

イ
ヌ

の
人

々
の

生
の

人
々

に
つ

い
て

調
べ

る
。

活
文

化
や

伝
統

に
つ

い
て

の
理

解
日

本
史

探
究

Ｂ
(
3
)
ア

(
ｲ
)

○
先

住
民

族
で

あ
る

ア
イ

ヌ
の

人
々

の
生

活
や

文
化

が
、

言
語

や
宗

教
な

ど
で

独
自

性
を

有
す

る
も
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を
深

め
る

。
の

と
し

て
形

成
さ

れ
て

き
た

こ
と

を
扱

い
、

こ
の

時
期

の
ア

イ
ヌ

が
北

方
と

の
交

流
や

交
易

な
ど

○
基

本
的

人
権

の
尊

重
に

つ
い

て
の

で
果

た
し

た
役

割
な

ど
、

歴
史

的
な

背
景

を
踏

ま
え

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
。

高
学

習
を

通
し

て
、

国
の

政
策

と
し

Ｃ
(
3
)
ア

(
ｱ
)

○
ア

イ
ヌ

の
人

々
が

担
っ

た
東

ア
ジ

ア
に

お
け

る
交

易
と

松
前

藩
と

の
関

係
に

つ
い

て
扱

い
、

貿
易

て
の

ア
イ

ヌ
の

人
々

へ
の

差
別

撤
統

制
の

意
義

に
つ

い
て

、
宗

教
政

策
や

国
内

産
業

の
発

達
を

関
連

付
け

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

等
廃

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
察

す
る

。

○
ア

イ
ヌ

の
人

々
へ

の
差

別
に

触
れ

公
共

Ａ
(
1
)
ア

(
ｲ
)

○
青

年
期

の
課

題
を

自
己

と
様

々
な

社
会

集
団

や
郷

土
、

国
家

、
国

際
社

会
な

ど
と

の
関

わ
り

に
お

学
な

が
ら

、
偏

見
や

差
別

の
な

い
社

い
て

捉
え

、
国

際
社

会
に

向
き

合
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

我
が

国
に

生
き

る
日

本
人

と
し

て

会
を

築
く

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
の

自
覚

に
立

ち
、

平
和

で
民

主
的

な
国

家
及

び
社

会
の

形
成

者
と

し
て

必
要

な
資

質
・

能
力

を
育

校
考

察
す

る
。

む
こ

と
に

向
け

て
考

察
す

る
。

政
治

・
経

済
Ａ

(
1
)
ア

(
ｱ
)

○
人

権
を

め
ぐ

る
諸

課
題

に
触

れ
な

が
ら

、
社

会
の

様
々

な
分

野
に

お
け

る
差

別
撤

廃
の

努
力

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
事

例
を

手
掛

か
り

に
し

て
、

基
本

的
人

権
の

保
障

と
法

の
支

配
に

つ
い

て
考

察

す
る

。

指
導

上
の

留
意

点

○
社

会
科

、
地

理
歴

史
科

及
び

公
民

科
に

お
い

て
、

例
え

ば
北

海
道

の
歴

史
に

触
れ

る
な

ど
ア

イ
ヌ

の
人

々
の

生
活

文
化

や
伝

統
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

尊
重

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に

付
け

る
た

め
の

学
習

を
行

う
。

○
実

物
や

視
聴

覚
資

料
等

を
活

用
し

、
ア

イ
ヌ

の
文

化
に

つ
い

て
児

童
生

徒
が

具
体

的
に

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
ア

イ
ヌ

民
族

支
援

法
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

先
住

民
族

と
し

て
の

独
自

の
文

化
の

維
持

・
振

興
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
（

法
律

の
正

式
名

称
は

「
ア

イ
ヌ

の
人

々

の
誇

り
が

尊
重

さ
れ

る
社

会
を

実
現

す
る

た
め

の
施

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
）

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。
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１
１

そ
の

他
の

人
権

問
題

１
１

－
２

拉
致

問
題

校
種

目
標

小
学

校
○

北
朝

鮮
当

局
に

よ
り

拉
致

さ
れ

た
被

害
者

に
対

す
る

家
族

の
愛

情
か

ら
、

人
権

の
大

切
さ

を
理

解
し

、
家

族
を

大
切

に
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

中
学

校
○

北
朝

鮮
当

局
に

よ
る

拉
致

問
題

を
現

実
の

問
題

と
し

て
と

ら
え

た
上

で
、

人
権

の
重

要
性

を
理

解
し

、
人

権
を

尊
重

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

高
等

学
校

○
北

朝
鮮

当
局

に
よ

る
拉

致
問

題
の

背
景

や
概

要
を

正
し

く
と

ら
え

た
上

で
、

人
権

の
意

義
や

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
し

、
人

権
を

尊
重

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
(
指

導
要

領
と

の
関

連
)

○
家

族
が

相
互

に
深

い
信

頼
関

係
で

結
ば

れ
5
・

6
道

徳
Ｃ

【
家

族
愛

・
○

父
母

、
祖

父
母

を
敬

愛
し

、
家

族
の

幸
せ

を
求

め
て

、
進

ん
で

役
に

立
つ

こ
と

を
す

る
こ

小
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

家
庭

生
活

の
充

実
】

と
。
（
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」

を
活

用
し

て
、

家
族

が
相

互
に

信
頼

関
係

と
深

い
絆

で
結

学
○

ア
ニ

メ
の

登
場

人
物

の
心

情
や

人
権

に
ば

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。
）

校
つ

い
て

考
え

る
。

特
別

活
動

〔
学

級
活

動
〕

(
2
)
イ

○
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」
を

活
用

し
て

、「
望

ま
し

い
人

間
関

係
の

形
成

」
を

ね
ら

い
と

し
、

話
合

い
活

動
等

を
行

う
。

○
拉

致
問

題
を

現
実

の
問

題
と

し
て

と
ら

え
３

社
会

〔
歴

史
的

分
野

〕
○

我
が

国
と

近
隣

諸
国

と
の

間
の

領
土

を
め

ぐ
る

問
題

や
、

日
本

人
拉

致
問

題
な

ど
、

主
権

る
。

Ｃ
(
2
)
ア

(
ｲ
)

や
人

権
、

平
和

な
ど

の
様

々
な

課
題

が
存

在
し

、
そ

れ
ら

を
解

決
す

る
た

め
の

様
々

な
人

○
ア

ニ
メ

の
登

場
人

物
の

心
情

や
行

動
か

々
の

努
力

が
重

ね
ら

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

中
ら

、
権

利
や

自
由

に
つ

い
て

考
え

る
。

社
会

〔
公

民
的

分
野

〕
○

国
家

主
権

に
関

連
し

て
、

北
朝

鮮
に

よ
る

日
本

人
拉

致
問

題
な

ど
に

つ
い

て
、

対
立

と
合

○
自

分
と

家
族

と
の

関
わ

り
を

通
し

て
、

家
Ｄ

(
1
)
ア

(
ｱ
)

意
、

協
調

な
ど

に
着

目
し

て
課

題
を

捉
え

、
国

際
社

会
に

お
い

て
国

家
が

互
い

に
尊

重
し

学
族

の
絆

や
、

家
族

の
一

員
と

し
て

の
役

割
協

力
し

合
う

た
め

に
大

切
な

も
の

は
何

か
と

い
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

。

に
つ

い
て

考
え

る
。

全
学

年
道

徳
Ｃ

【
家

族
愛

・
○

父
母

、
祖

父
母

を
敬

愛
し

、
家

族
の

一
員

と
し

て
自

覚
を

も
っ

て
充

実
し

た
家

庭
生

活
を

校
家

庭
生

活
の

充
実

】
築

く
こ

と
。
（
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」

を
活

用
し

て
、

家
族

を
構

成
す

る
成

員
相

互
の

温

か
い

信
頼

関
係

や
愛

情
に

よ
っ

て
互

い
が

深
い

絆
で

結
ば

れ
て

い
る

こ
と

へ
の

自
覚

を
も

て
る

よ
う

に
す

る
。
）

特
別

活
動

〔
学

級
活

動
〕

(
2
)
ア

○
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」
を

活
用

し
て

、「
望

ま
し

い
人

間
関

係
の

確
立

」
を

ね
ら

い
と

し
、

話
合

い
活

動
等

を
行

う
。

○
拉

致
問

題
の

経
緯

等
に

つ
い

て
確

認
す

全
学

年
公

共
Ｂ

ア
(
ｲ
)

○
国

家
主

権
に

関
連

し
て

、
基

本
的

人
権

の
保

障
が

国
境

を
越

え
た

人
類

共
通

の
課

題
で

あ

る
。

る
こ

と
の

理
解

を
基

に
、

北
朝

鮮
に

よ
る

日
本

人
拉

致
問

題
な

ど
に

つ
い

て
、

人
間

の
尊

○
自

分
た

ち
の

生
活

の
中

に
、

ど
の

よ
う

な
厳

と
平

等
、

個
人

の
尊

重
、

法
の

支
配

な
ど

の
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

な

人
権

が
あ

る
か

考
え

る
。

ど
に

着
目

し
て

課
題

を
と

ら
え

、
我

が
国

が
そ

の
解

決
に

向
け

て
、

国
際

社
会

の
明

確
な

高
○

一
人

一
人

の
人

権
が

大
切

に
さ

れ
る

社
会

理
解

と
支

持
を

受
け

て
努

力
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

。

の
実

現
に

向
け

て
、

ど
の

よ
う

に
考

え
、

政
治

・
経

済
Ｂ

（
１

）
ア

(
ｱ
)

○
人

権
及

び
国

家
主

権
に

関
連

し
て

、
基

本
的

人
権

の
保

障
が

国
境

を
越

え
た

人
類

共
通

の

等
行

動
し

た
ら

よ
い

か
考

え
る

。
課

題
で

あ
る

こ
と

の
理

解
を

基
に

、
北

朝
鮮

に
よ

る
日

本
人

拉
致

問
題

な
ど

に
つ

い
て

、

個
人

の
尊

厳
と

基
本

的
人

権
の

尊
重

、
対

立
、

協
調

な
ど

に
着

目
し

て
課

題
を

と
ら

え
、

学
我

が
国

が
そ

の
解

決
に

向
け

て
、

国
際

社
会

の
明

確
な

理
解

と
支

持
を

受
け

て
努

力
し

て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

校
特

別
活

動
○

「
望

ま
し

い
人

間
関

係
の

確
立

」
を

ね
ら

い
と

し
、

話
合

い
活

動
等

を
通

し
て

人
権

が
大

切
に

〔
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動
〕

さ
れ

る
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
ど

の
よ

う
に

行
動

し
た

ら
よ

い
か

考
え

を
出

し
合

う
。

− 24−



(
2
)
ア

、
ウ

○
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」

を
活

用
し

て
、

拉
致

問
題

の
経

緯
等

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
す

る
と

と
も

に
、

国
際

社
会

に
関

す
る

認
識

を
深

め
、

国
際

社
会

に
生

き
る

主
体

的
な

日
本

人
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
、

国
際

協
調

等
に

つ
い

て
考

え
る

。

指
導

上
の

留
意

点

○
「

北
朝

鮮
に

よ
る

日
本

人
拉

致
問

題
啓

発
ア

ニ
メ

『
め

ぐ
み

』
」

を
活

用
す

る
際

、
指

導
者

は
事

前
に

視
聴

し
、

ね
ら

い
が

達
成

で
き

る
よ

う
に

、
話

合
い

を
焦

点
化

す
る

な
ど

の
工

夫
を

す

る
。

○
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」

を
視

聴
す

る
前

に
、
「

子
ど

も
の

権
利

条
約

」
に

触
れ

、
子

ど
も

に
は

「
生

き
る

権
利

」
、
「

育
つ

権
利

」
、
「

守
ら

れ
る

権
利

」
、
「

参
加

す
る

権
利

」
が

あ
る

こ
と

を

押
さ

え
て

お
く

と
よ

い
。

○
拉

致
問

題
に

関
す

る
資

料
等

に
つ

い
て

は
、
「

日
本

国
政

府
：

北
朝

鮮
に

よ
る

日
本

人
拉

致
問

題
」

の
W
e
b
ペ

ー
ジ

（
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
r
a
c
h
i
.
g
o
.
j
p
/
）

を
参

照
す

る
。
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」

及
び

短
縮

版
「

ア
ニ

メ
『

め
ぐ

み
』
」
（

約
１

５
分

）
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

学
習

指
導

案
に

つ
い

て
も

紹
介

さ
れ

て
い

る
。
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
r
a
c
h
i
.
g
o
.
j
p
/
j
p
/
s

h
i
s
e
i
/
g
a
k
u
s
h
u
s
i
d
o
u
.
h
t
m
l
）

○
拉

致
問

題
の

指
導

に
当

た
っ

て
は

、
問

題
に

対
す

る
関

心
や

認
識

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
例

え
ば

当
時

の
新

聞
記

事
を

教
材

と
し

て
活

用
す

る
な

ど
学

習
方

法
を

工
夫

す
る

。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。

− 24− − 25−



１
１

そ
の

他
の

人
権

問
題

１
１

－
３

性
的

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

の
人

た
ち

校
種

目
標

小
学

校
○

多
様

な
性

の
在

り
方

や
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
知

り
、

自
他

の
性

の
在

り
方

に
つ

い
て

の
違

い
を

認
め

、
よ

り
よ

い
人

間
関

係
を

築
き

な
が

ら
共

に
生

き
よ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

中
学

校
○

多
様

な
性

の
在

り
方

や
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
共

感
的

に
と

ら
え

、
互

い
の

人
権

を
尊

重
し

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
を

築
こ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

高
等

学
校

○
多

様
な

性
の

在
り

方
や

性
的

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
し

、
多

様
な

性
を

受
け

入
れ

、
主

体
的

に
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
を

築
こ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
る

。

校
種

学
習

内
容

学
年

各
教

科
等

・
科

目
具

体
的

な
活

動
例

（
道

徳
科

に
つ

い
て

は
学

習
指

導
要

領
の

内
容

項
目

）
（

指
導

要
領

と
の

関
連

）

○
多

様
な

性
の

在
り

方
や

性
的

マ
イ

3
～

6
特

別
活

動
〔

学
級

活
動

〕
○

「
自

分
の

よ
さ

、
友

達
の

よ
さ

の
発

見
」
、
「

違
い

を
認

め
合

お
う

」
等

で
、

互
い

の
よ

さ
を

見
付

け
、

違

小
ノ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

(
2
)
イ

い
を

尊
重

し
合

い
、

仲
良

く
し

た
り

信
頼

し
合

っ
た

り
し

て
生

活
す

る
こ

と
の

よ
さ

や
大

切
さ

に
つ

い
て

○
性

別
や

性
の

在
り

方
は

多
様

で
あ

話
し

合
う

。

学
り

、
自

分
も

そ
の

中
の

一
人

で
あ

○
新

聞
等

の
資

料
を

参
考

に
し

て
、

性
の

捉
え

方
に

は
、
「

こ
こ

ろ
の

性
」
、
「

か
ら

だ
の

性
」
、
「

好
き

に
な

る
こ

と
を

理
解

す
る

。
る

性
」
、
「

表
現

す
る

性
」

な
ど

複
数

あ
る

こ
と

、
性

の
在

り
方

は
多

様
で

あ
り

、
そ

の
在

り
方

は
人

に
よ

校
っ

て
違

う
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

。

5
・

6
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

、
○

誰
に

対
し

て
も

差
別

を
す

る
こ

と
や

偏
見

を
も

つ
こ

と
な

く
、

公
正

、
公

平
な

態
度

で
接

し
、

正
義

の
実

社
会

正
義

】
現

に
努

め
る

こ
と

。

○
多

様
な

性
の

在
り

方
や

性
的

マ
イ

全
学

年
道

徳
Ｃ

【
公

正
、

公
平

、
○

正
義

と
公

正
さ

を
重

ん
じ

、
誰

に
対

し
て

も
公

平
に

接
し

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
社

会
の

実
現

に
努

め
る

ノ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

理
解

し
、

誰
社

会
正

義
】

こ
と

。

中
に

対
し

て
も

公
平

に
接

し
、

差
別

特
別

活
動
〔

学
級

活
動

〕
○

望
ま

し
い

人
間

関
係

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
、

体
験

発
表

を
取

り
入

れ
た

話
合

い
を

行
う

。

や
偏

見
の

な
い

社
会

を
実

現
し

よ
(
2
)
ア

、
イ

、
ウ

○
人

間
の

尊
重

と
男

女
の

平
等

、
男

女
参

画
社

会
と

自
分

の
生

き
方

等
に

つ
い

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
や

新
聞

、

学
う

と
す

る
態

度
を

身
に

付
け

る
。

テ
レ

ビ
等

の
資

料
を

参
考

に
し

て
話

し
合

う
。

○
共

生
社

会
を

構
築

す
る

た
め

に
、

○
思

春
期

の
心

と
体

の
発

育
・

発
達

、
友

情
と

恋
愛

と
結

婚
等

に
つ

い
て

、
資

料
を

基
に

話
し

合
っ

た
り

専

校
多

様
な

性
の

在
り

方
を

肯
定

的
に

門
家

の
講

話
を

聞
い

た
り

す
る

。

と
ら

え
る

こ
と

の
大

切
さ

を
理

解
○

性
の

在
り

方
の

多
様

性
を

理
解

し
、

誰
も

が
自

分
ら

し
く

生
活

で
き

る
社

会
に

す
る

た
め

に
、

自
分

に
で

し
、

自
分

た
ち

に
で

き
る

こ
と

を
き

る
こ

と
、

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

考
え

る
。

考
え

る
。

○
法

の
下

の
平

等
に

つ
い

て
の

学
習

全
学

年
公

共
Ａ

(
３

）
ア

(
ｲ
)

○
協

働
関

係
で

あ
る

た
め

の
条

件
、

協
働

関
係

を
妨

げ
る

原
因

や
そ

れ
ら

を
取

り
除

く
た

め
の

工
夫

、
全

て

を
通

じ
て

、
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

人
を

尊
厳

あ
る

主
体

と
し

て
平

等
に

処
遇

す
る

こ
と

と
各

人
の

個
性

を
尊

重
す

る
こ

と
と

の
関

係
に

つ

へ
の

偏
見

や
差

別
の

状
況

に
つ

い
い

て
、

課
題

を
追

究
し

た
り

解
決

し
た

り
す

る
活

動
を

行
う

。

高
て

理
解

す
る

。
政

治
・

経
済

○
社

会
の

様
々

な
分

野
に

お
け

る
差

別
撤

廃
の

努
力

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
事

例
を

手
掛

か
り

に
学

習
す

る
。

○
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
へ

の
人

権
侵

Ａ
(
１

)
ア

(
ｱ
)
○

人
権

啓
発

ビ
デ

オ
（

Ｄ
Ｖ

Ｄ
）

を
視

聴
し

、
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
等

を
理

由
に

職
場

で
不

利
な

扱
い

を
さ

等
害

に
触

れ
な

が
ら

、
偏

見
や

差
別

れ
る

な
ど

の
人

権
侵

害
に

つ
い

て
考

え
る

。

の
な

い
社

会
を

築
く

た
め

に
は

ど
○

性
的

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

の
人

た
ち

が
生

活
し

や
す

い
社

会
を

つ
く

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
る

学
う

し
た

ら
よ

い
か

考
え

る
。

の
か

考
え

る
。

○
多

様
な

性
の

在
り

方
に

つ
い

て
理

特
別

活
動

○
性

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

基
盤

に
、

身
体

的
な

成
熟

に
伴

う
性

的
な

発
達

に
対

応
し

、
適

切
な

行
動

を

校
解

を
深

め
、

多
様

性
を

尊
重

す
る

〔
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
活

動
〕

と
る

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

考
え

る
。
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社
会

に
つ

い
て

考
え

る
。

(
2
)
ア

、
イ

、
エ

、
オ

○
多

様
な

性
の

在
り

方
等

に
つ

い
て

、
人

間
尊

重
の

精
神

に
基

づ
き

、
よ

り
よ

い
人

間
関

係
の

在
り

方
な

ど

と
結

び
付

け
て

考
え

る
。

○
セ

ク
シ

ャ
リ

テ
ィ

の
多

様
性

を
尊

重
す

る
社

会
に

つ
い

て
考

え
る

。

指
導

上
の

留
意

点

○
「

性
の

多
様

性
」

に
関

す
る

教
職

員
研

修
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

が
正

し
く

理
解

で
き

る
よ

う
、

資
料

等
を

参
考

に
、

授
業

づ
く

り
を

進
め

る
。

○
授

業
だ

け
の

指
導

で
は

な
く

、
日

頃
か

ら
誰

も
が

互
い

に
認

め
合

え
る

よ
う

な
環

境
づ

く
り

を
心

が
け

る
。

○
授

業
を

す
る

場
合

、
ク

ラ
ス

の
中

に
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

児
童

生
徒

が
い

る
こ

と
を

前
提

に
す

る
。

ま
た

、
不

適
切

な
発

言
が

児
童

生
徒

か
ら

出
た

場
合

、
そ

の
場

で
適

切
な

指
導

を
行

う
。

※
特

別
支

援
学

校
に

つ
い

て
は

、
児

童
及

び
生

徒
の

障
害

の
状

態
を

十
分

考
慮

し
、

小
学

部
は

小
学

校
、

中
学

部
は

中
学

校
、

高
等

部
は

高
等

学
校

の
記

載
内

容
に

準
じ

て
指

導
し

ま
し

ょ
う

。
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参 考 資 料

人権教育及び人権課題に関する法律等



１１ 女女性性のの職職業業生生活活ににおおけけるる活活躍躍のの推推進進にに関関すするる法法律律（（女女性性活活躍躍推推進進法法））（（抜抜粋粋））

（（平平成成２２７７年年施施行行 令令和和元元年年改改正正））

第一章 総則

（目的）

第一条 この法律は、近年、自らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとする女性がその個性と

能力を十分に発揮して職業生活において活躍すること（以下「女性の職業生活における活躍」という。）

が一層重要となっていることに鑑み、男女共同参画社会基本法（平成十一年法律第七十八号）の基本

理念にのっとり、女性の職業生活における活躍の推進について、その基本原則を定め、並びに国、地

方公共団体及び事業主の責務を明らかにするとともに、基本方針及び事業主の行動計画の策定、女性

の職業生活における活躍を推進するための支援措置等について定めることにより、女性の職業生活に

おける活躍を迅速かつ重点的に推進し、もって男女の人権が尊重され、かつ、急速な少子高齢化の進

展、国民の需要の多様化その他の社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会を実現するこ

とを目的とする。

（基本原則）

第二条 女性の職業生活における活躍の推進は、職業生活における活躍に係る男女間の格差の実情を踏

まえ、自らの意思によって職業生活を営み、又は営もうとする女性に対する採用、教育訓練、昇進、

職種及び雇用形態の変更その他の職業生活に関する機会の積極的な提供及びその活用を通じ、かつ、

性別による固定的な役割分担等を反映した職場における慣行が女性の職業生活における活躍に対して

及ぼす影響に配慮して、その個性と能力が十分に発揮できるようにすることを旨として、行われなけ

ればならない。

２ 女性の職業生活における活躍の推進は、職業生活を営む女性が結婚、妊娠、出産、育児、介護その

他の家庭生活に関する事由によりやむを得ず退職することが多いことその他の家庭生活に関する事由

が職業生活に与える影響を踏まえ、家族を構成する男女が、男女の別を問わず、相互の協力と社会の

支援の下に、育児、介護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果

たしつつ職業生活における活動を行うために必要な環境の整備等により、男女の職業生活と家庭生活

との円滑かつ継続的な両立が可能となることを旨として、行われなければならない。

３ 女性の職業生活における活躍の推進に当たっては、女性の職業生活と家庭生活との両立に関し、本

人の意思が尊重されるべきものであることに留意されなければならない。

（国及び地方公共団体の責務）

第三条 国及び地方公共団体は、前条に定める女性の職業生活における活躍の推進についての基本原則

（次条及び第五条第一項において「基本原則」という。）にのっとり、女性の職業生活における活躍

の推進に関して必要な施策を策定し、及びこれを実施しなければならない。
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（事業主の責務）

第四条 事業主は、基本原則にのっとり、その雇用し、又は雇用しようとする女性労働者に対する職業

生活に関する機会の積極的な提供、雇用する労働者の職業生活と家庭生活との両立に資する雇用環境

の整備その他の女性の職業生活における活躍の推進に関する取組を自ら実施するよう努めるととも

に、国又は地方公共団体が実施する女性の職業生活における活躍の推進に関する施策に協力しなけれ

ばならない。

第二章 基本方針等

（基本方針）

第五条 政府は、基本原則にのっとり、女性の職業生活における活躍の推進に関する施策を総合的かつ

一体的に実施するため、女性の職業生活における活躍の推進に関する基本方針（以下「基本方針」と

いう。）を定めなければならない。

２ 基本方針においては、次に掲げる事項を定めるものとする。

一 女性の職業生活における活躍の推進に関する基本的な方向

二 事業主が実施すべき女性の職業生活における活躍の推進に関する取組に関する基本的な事項

三 女性の職業生活における活躍の推進に関する施策に関する次に掲げる事項

イ 女性の職業生活における活躍を推進するための支援措置に関する事項

ロ 職業生活と家庭生活との両立を図るために必要な環境の整備に関する事項

ハ その他女性の職業生活における活躍の推進に関する施策に関する重要事項

四 前三号に掲げるもののほか、女性の職業生活における活躍を推進するために必要な事項

３ 内閣総理大臣は、基本方針の案を作成し、閣議の決定を求めなければならない。

４ 内閣総理大臣は、前項の規定による閣議の決定があったときは、遅滞なく、基本方針を公表しなけ

ればならない。

５ 前二項の規定は、基本方針の変更について準用する。

（都道府県推進計画等）

第六条 都道府県は、基本方針を勘案して、当該都道府県の区域内における女性の職業生活における活

躍の推進に関する施策についての計画（以下この条において「都道府県推進計画」という。）を定め

るよう努めるものとする。

２ 市町村は、基本方針（都道府県推進計画が定められているときは、基本方針及び都道府県推進計画）

を勘案して、当該市町村の区域内における女性の職業生活における活躍の推進に関する施策について

の計画（次項において「市町村推進計画」という。）を定めるよう努めるものとする。

３ 都道府県又は市町村は、都道府県推進計画又は市町村推進計画を定め、又は変更したときは、遅滞

なく、これを公表しなければならない。
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２２ 児児童童のの権権利利にに関関すするる条条約約（（子子どどもものの権権利利条条約約））（（１１９９９９４４年年((平平成成６６年年))批批准准））
「「子子どどもものの権権利利条条約約カカーードドブブッックク」」日日本本ユユニニセセフフ協協会会発発行行よよりり

第１条（子どもの定義） １８歳になっていない人を子どもとします。

第２条（差別の禁止） すべての子どもは、みんな平等にこの条約にある権利をもっています。子ども

は、国のちがいや、男か女か、どのようなことばを使うか、どんな宗教を信じているか、どんな意見

をもっているか、心やからだに障害があるかないか、お金持ちであるかないか、親がどういう人であ

るか、などによって差別されません。

第３条（子どもにもっともよいことを） 子どもに関係のあることを行うときには、子どもにもっとも

よいことは何かを第一に考えなければなりません。

第４条（国の義務） 国は、この条約に書かれた権利を守るために、必要な法律を作ったり政策を実行

したりしなければなりません。

第５条（親の指導を尊重） 親（保護者）は、子どもの発達に応じて、適切な指導をします。 国は、

親の指導を尊重します。

第６条（生きる権利・育つ権利） すべての子どもは、生きる権利・育つ権利をもっています。

第７条（名前・国籍をもつ権利） 子どもは、生まれたらすぐに登録（出生届など）されなければなり

ません。 子どもは、名前や国籍をもち、親を知り、親に育ててもらう権利をもっています。

第８条（名前・国籍・家族関係を守る） 国は、子どもの名前や国籍、家族の関係がむやみにうばわれ

ることのないように守らなくてはなりません。

第９条（親と引き離されない権利） 子どもには、親と引き離されない権利があります。子どもにもっ

ともよいという理由から、引き離されることも認められますが、その場合は、親と会ったり連絡した

りすることができます。

第１０条（別々の国にいる親と会える権利） 国は、別々の国にいる親と子どもが会ったりいっしょに

くらしたりするために、国を出入りできるよう配慮します。親がちがう国に住んでいても、子どもは

親と連絡を取ることができます。

第１１条（よその国に連れさられない権利） 国は、子どもが国の外へ連れさられたり、自分の国にも

どれなくならないようにします。

第１２条（意見を表す権利） 子どもは、自分に関係のあることについて自由に自分の意見を表す権利

をもっています。その意見は、子どもの発達に応じて、じゅうぶん考慮されなければなりません。

第１３条（表現の自由） 子どもは、自由な方法でいろいろな情報や考えを伝える権利、知る権利をも

っています。

第１４条（思想・良心・宗教の自由） 子どもは、思想・良心・宗教の自由についての権利をもってい

ます。

第１５条（結社・集会の自由） 子どもは、ほかの人びとと一緒に団体をつくったり、集会を行ったり

する権利をもっています。

第１６条（プライバシー・名誉は守られる） 子どもは、自分や家族、住んでいるところ、電話や手紙

などのプライバシーが守られます。また、他人から誇りを傷つけられない権利をもっています。

第１７条（適切な情報の入手） 子どもは、自分の成長に役立つ多くの情報を手に入れることができま

す。国は、マスメディア（本、新聞、テレビなど）が、子どものためになる情報を多く提供するよう

にすすめ、子どもによくない情報から子どもを守らなければなりません。

第１８条（子どもの養育はまず親に責任） 子どもを育てる責任は、まずその父母にあります。国はそ

の手助けをします。

第１９条（暴力などからの保護） 親（保護者）が子どもを育てている間、どんなかたちであれ、子ど

もが暴力をふるわれたり、不当な扱いなどを受けたりすることがないように、国は子どもを守らなけ

ればなりません。

第２０条（家庭を奪われた子どもの保護） 家庭を奪われた子どもや、その家庭環境にとどまることが

子どもにとってよくないと判断され、家庭にいることができなくなった子どもは、かわりの保護者や

家庭を用意してもらうなど、国から守ってもらうことができます。
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第２１条（養子縁組） 子どもを養子にする場合には、その子どもにとって、もっともよいことを考え、

その子どもや新しい父母のことをしっかり調べたうえで、国や公の機関だけが養子縁組を認めること

ができます。

第２２条（難民の子ども） 自分の国の政府からのはく害をのがれ、難民となった子どもは、のがれた

先の国で守られ、援助を受けることができます。

第２３条（障がいのある子ども） 心やからだに障がいがある子どもは、尊厳が守られ、自立し、社会

に参加しながら生活できるよう、教育や訓練、保健サービスなどを受ける権利をもっています。

第２４条（健康・医療への権利） 子どもは、健康でいられ、必要な医療や保健サービスを受ける権利

をもっています。

第２５条（施設に入っている子ども） 施設に入っている子どもは、その扱いがその子どもにとってよ

いものであるかどうかを定期的に調べてもらう権利をもっています。

第２６条（社会保障を受ける権利） 子どもは、生活していくのにじゅうぶんなお金がないときには、

国からお金の支給などを受ける権利をもっています。

第２７条（生活水準の確保） 子どもは、心やからだのすこやかな成長に必要な生活を送る権利をもっ

ています。親（保護者）はそのための第一の責任者ですが、親の力だけで子どものくらしが守れない

ときは、国も協力します。

第２８条（教育を受ける権利） 子どもは教育を受ける権利をもっています。国は、すべての子どもが

小学校に行けるようにしなければなりません。さらに上の学校に進みたいときには、みんなにそのチ

ャンスが与えられなければなりません。学校のきまりは、子どもの尊厳が守られるという考え方から

はずれるものであってはなりません。

第２９条（教育の目的） 教育は、子どもが自分のもっている能力を最大限のばし、人権や平和、環境

を守ることなどを学ぶためのものです。

第３０条（少数民族・先住民の子ども） 少数民族の子どもや、もとからその土地に住んでいる人びと

の子どもは、その民族の文化や宗教、ことばをもつ権利をもっています。

第３１条（休み、遊ぶ権利） 子どもは、休んだり、遊んだり、文化芸術活動に参加する権利をもって

います。

第３２条（経済的搾取・有害な労働からの保護） 子どもは、むりやり働かされたり、そのために教育

を受けられなくなったり、心やからだによくない仕事をさせられたりしないように守られる権利をも

っています。

第３３条（麻薬・覚せい剤などからの保護） 国は、子どもが麻薬や覚せい剤などを売ったり買ったり、

使ったりすることにまきこまれないように守らなければなりません。

第３４条（性的搾取からの保護） 国は､子どもが児童ポルノや児童買春などに利用されたり､性的な虐

待を受けたりすることのないように守らなければなりません｡

第３５条（誘拐・売買からの保護） 国は、子どもが誘拐されたり、売り買いされたりすることのない

ように守らなければなりません。

第３６条（あらゆる搾取からの保護） 国は、どんなかたちでも、子どもの幸せをうばって利益を得る

ようなことから子どもを守らなければなりません。

第３７条（拷問・死刑の禁止） どんな子どもに対しても、拷問や人間的でないなどの扱いをしてはな

りません。また、子どもを死刑にしたり、死ぬまで刑務所に入れたりすることは許されません。もし、

罪を犯してたいほされても、尊厳が守られ年れいにあった扱いを受ける権利をもっています。

第３８条（戦争からの保護） 国は、１５歳にならない子どもを軍隊に参加させないようにします。ま

た、戦争にまきこまれた子どもを守るために、できることはすべてしなければなりません。

第３９条（被害にあった子どもを守る） 虐待、人間的でない扱い、戦争などの被害にあった子どもは、

心やからだの傷をなおし、社会にもどれるように支援を受けることができます。

第４０条（子どもに関する司法） 罪を犯したとされた子どもは、ほかの人の人権の大切さを学び、社

会にもどったとき自分自身の役割をしっかり果たせるようになることを考えて、扱われる権利をもっ

ています。
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３３ 児児童童福福祉祉法法（（抜抜粋粋））（（昭昭和和２２３３年年施施行行 令令和和元元年年改改正正））

第一章 総則
第一条 全て児童は、児童の権利に関する条約の精神にのつとり、適切に養育されること、その生活を
保障されること、愛され、保護されること、その心身の健やかな成長及び発達並びにその自立が図ら
れることその他の福祉を等しく保障される権利を有する。

第二条 全て国民は、児童が良好な環境において生まれ、かつ、社会のあらゆる分野において、児童の
年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮され、心身とも
に健やかに育成されるよう努めなければならない。

２ 児童の保護者は、児童を心身ともに健やかに育成することについて第一義的責任を負う。
３ 国及び地方公共団体は、児童の保護者とともに、児童を心身ともに健やかに育成する責任を負う。

第三条 前二条に規定するところは、児童の福祉を保障するための原理であり、この原理は、すべて児
童に関する法令の施行にあたつて、常に尊重されなければならない。

第一節 国及び地方公共団体の責務
第三条の二 国及び地方公共団体は、児童が家庭において心身ともに健やかに養育されるよう、児童の
保護者を支援しなければならない。ただし、児童及びその保護者の心身の状況、これらの者の置かれ
ている環境その他の状況を勘案し、児童を家庭において養育することが困難であり又は適当でない場
合にあつては児童が家庭における養育環境と同様の養育環境において継続的に養育されるよう、児童
を家庭及び当該養育環境において養育することが適当でない場合にあつては児童ができる限り良好な
家庭的環境において養育されるよう、必要な措置を講じなければならない。

第三条の三 市町村（特別区を含む。以下同じ。）は、児童が心身ともに健やかに育成されるよう、基
礎的な地方公共団体として、第十条第一項各号に掲げる業務の実施、障害児通所給付費の支給、第二
十四条第一項の規定による保育の実施その他この法律に基づく児童の身近な場所における児童の福祉
に関する支援に係る業務を適切に行わなければならない。

２ 都道府県は、市町村の行うこの法律に基づく児童の福祉に関する業務が適正かつ円滑に行われるよ
う、市町村に対する必要な助言及び適切な援助を行うとともに、児童が心身ともに健やかに育成され
るよう、専門的な知識及び技術並びに各市町村の区域を超えた広域的な対応が必要な業務として、第
十一条第一項各号に掲げる業務の実施、小児慢性特定疾病医療費の支給、障害児入所給付費の支給、
第二十七条第一項第三号の規定による委託又は入所の措置その他この法律に基づく児童の福祉に関す
る業務を適切に行わなければならない。

３ 国は、市町村及び都道府県の行うこの法律に基づく児童の福祉に関する業務が適正かつ円滑に行わ
れるよう、児童が適切に養育される体制の確保に関する施策、市町村及び都道府県に対する助言及び
情報の提供その他の必要な各般の措置を講じなければならない。

第二節 定義
第四条 この法律で、児童とは、満十八歳に満たない者をいい、児童を左のように分ける。
一 乳児 満一歳に満たない者
二 幼児 満一歳から、小学校就学の始期に達するまでの者
三 少年 小学校就学の始期から、満十八歳に達するまでの者

第七条 この法律で、児童福祉施設とは、助産施設、乳児院、母子生活支援施設、保育所、幼保連携型
認定こども園、児童厚生施設、児童養護施設、障害児入所施設、児童発達支援センター、児童心理治
療施設、児童自立支援施設及び児童家庭支援センターとする。

第四節 実施機関
第十条 市町村は、この法律の施行に関し、次に掲げる業務を行わなければならない。
一 児童及び妊産婦の福祉に関し、必要な実情の把握に努めること。
二 児童及び妊産婦の福祉に関し、必要な情報の提供を行うこと。
三 児童及び妊産婦の福祉に関し、家庭その他からの相談に応ずること並びに必要な調査及び指導を行
うこと並びにこれらに付随する業務を行うこと。
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第十一条 都道府県は、この法律の施行に関し、次に掲げる業務を行わなければならない。
一 第十条第一項各号に掲げる市町村の業務の実施に関し、市町村相互間の連絡調整、市町村に対する
情報の提供、市町村職員の研修その他必要な援助を行うこと及びこれらに付随する業務を行うこと。

二 児童及び妊産婦の福祉に関し、主として次に掲げる業務を行うこと。
イ 各市町村の区域を超えた広域的な見地から、実情の把握に努めること。
ロ 児童に関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに応ずること。
ハ 児童及びその家庭につき、必要な調査並びに医学的、心理学的、教育学的、社会学的及び精神保健
上の判定を行うこと。

ニ 児童及びその保護者につき、ハの調査又は判定に基づいて心理又は児童の健康及び心身の発達に関
する専門的な知識及び技術を必要とする指導その他必要な指導を行うこと。

ホ 児童の一時保護を行うこと。
へ 児童の権利の保護の観点から、一時保護の解除後の家庭その他の環境の調整、当該児童の状況の把
握その他の措置により当該児童の安全を確保すること。

第六節 要保護児童の保護措置等
第二十五条 要保護児童を発見した者は、これを市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童
相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しな
ければならない。ただし、罪を犯した満十四歳以上の児童については、この限りでない。この場合に
おいては、これを家庭裁判所に通告しなければならない。

２ 刑法の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、前項の規定による通告をするこ
とを妨げるものと解釈してはならない。

第二十五条の二 地方公共団体は、単独で又は共同して、要保護児童（第三十一条第四項に規定する延
長者及び第三十三条第十項に規定する保護延長者（次項において「延長者等」という。）を含む。次
項において同じ。）の適切な保護又は要支援児童若しくは特定妊婦への適切な支援を図るため、関係
機関、関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する者その他の関係者（以下「関係機関等」と
いう。）により構成される要保護児童対策地域協議会（以下「協議会」という。）を置くように努めな
ければならない。

２ 協議会は、要保護児童若しくは要支援児童及びその保護者（延長者等の親権を行う者、未成年後見
人その他の者で、延長者等を現に監護する者を含む。）又は特定妊婦（以下この項及び第五項におい
て「支援対象児童等」という。）に関する情報その他要保護児童の適切な保護又は要支援児童若しく
は特定妊婦への適切な支援を図るために必要な情報の交換を行うとともに、支援対象児童等に対する
支援の内容に関する協議を行うものとする。

第二十五条の三 協議会は、前条第二項に規定する情報の交換及び協議を行うため必要があると認める
ときは、関係機関等に対し、資料又は情報の提供、意見の開陳その他必要な協力を求めることができ
る。

２ 関係機関等は、前項の規定に基づき、協議会から資料又は情報の提供、意見の開陳その他必要な協
力の求めがあった場合には、これに応ずるよう努めなければならない。

第二十九条 都道府県知事は、前条の規定による措置をとるため、必要があると認めるときは、児童委
員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員をして、児童の住所若しくは居所又は児童の従業する
場所に立ち入り、必要な調査又は質問をさせることができる。この場合においては、その身分を証明
する証票を携帯させ、関係者の請求があつたときは、これを提示させなければならない。

第三十三条 児童相談所長は、必要があると認めるときは、第二十六条第一項の措置を採るに至るまで、
児童の安全を迅速に確保し適切な保護を図るため、又は児童の心身の状況、その置かれている環境そ
の他の状況を把握するため、児童の一時保護を行い、又は適当な者に委託して、当該一時保護を行わ
せることができる。

第三十三条の二 児童相談所長は、一時保護が行われた児童で親権を行う者又は未成年後見人のないも
のに対し、親権を行う者又は未成年後見人があるに至るまでの間、親権を行う。ただし、民法第七百
九十七条の規定による縁組の承諾をするには、厚生労働省令の定めるところにより、都道府県知事の
許可を得なければならない。

２ 児童相談所長は、一時保護が行われた児童で親権を行う者又は未成年後見人のあるものについても、
監護、教育及び懲戒に関し、その児童の福祉のため必要な措置を採ることができる。ただし、体罰を
加えることはできない。
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４４ 児児童童虐虐待待のの防防止止等等にに関関すするる法法律律（（抜抜粋粋））((平平成成１１２２年年施施行行 令令和和元元年年改改正正))

(目的)
第一条 この法律は、児童虐待が児童の人権を著しく侵害し、その心身の成長及び人格の形成に重大な
影響を与えるとともに、我が国における将来の世代の育成にも懸念を及ぼすことにかんがみ、児童に
対する虐待の禁止、児童虐待の予防及び早期発見その他の児童虐待の防止に関する国及び地方公共団
体の責務、児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援のための措置等を定めることにより、児童虐
待の防止等に関する施策を促進し、もって児童の権利利益の擁護に資することを目的とする。

(児童虐待の定義)
第二条 この法律において、「児童虐待」とは、保護者(親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児
童を現に監護するものをいう。以下同じ。)がその監護する児童(十八歳に満たない者をいう。以下同
じ。)について行う次に掲げる行為をいう。

一 児童の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。
二 児童にわいせつな行為をすること又は児童をしてわいせつな行為をさせること。
三 児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、保護者以外の同居人による
前二号又は次号に掲げる行為と同様の行為の放置その他の保護者としての監護を著しく怠ること。

四 児童に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、児童が同居する家庭における配偶者に対する暴
力(配偶者(婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。)の身体に対
する不法な攻撃であって生命又は身体に危害を及ぼすもの及びこれに準ずる心身に有害な影響を及ぼ
す言動をいう。第十六条において同じ。)その他の児童に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。

(児童に対する虐待の禁止)
第三条 何人も、児童に対し、虐待をしてはならない。

(国及び地方公共団体の責務等)
第四条 国及び地方公共団体は、児童虐待の予防及び早期発見、迅速かつ適切な児童虐待を受けた児童
の保護及び自立の支援(児童虐待を受けた後十八歳となった者に対する自立の支援を含む。第三項及
び次条第二項において同じ。)並びに児童虐待を行った保護者に対する親子の再統合の促進への配慮
その他の児童虐待を受けた児童が家庭(家庭における養育環境と同様の養育環境及び良好な家庭的環
境を含む。)で生活するために必要な配慮をした適切な指導及び支援を行うため、関係省庁相互間又
は関係地方公共団体相互間、市町村、児童相談所、福祉事務所、配偶者からの暴力の防止及び被害者
の保護等に関する法律(平成十三年法律第三十一号)第三条第一項に規定する配偶者暴力相談支援セン
ター(次条第一項において単に「配偶者暴力相談支援センター」という。)、学校及び医療機関の間そ
の他関係機関及び民間団体の間の連携の強化、民間団体の支援、医療の提供体制の整備その他児童虐
待の防止等のために必要な体制の整備に努めなければならない。

２ 国及び地方公共団体は、児童相談所等関係機関の職員及び学校の教職員、児童福祉施設の職員、医
師、歯科医師、保健師、助産師、看護師、弁護士その他児童の福祉に職務上関係のある者が児童虐待
を早期に発見し、その他児童虐待の防止に寄与することができるよう、研修等必要な措置を講ずるも
のとする。

３ 国及び地方公共団体は、児童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援を専門的知識に基づき適切に
行うことができるよう、児童相談所等関係機関の職員、学校の教職員、児童福祉施設の職員その他児
童虐待を受けた児童の保護及び自立の支援の職務に携わる者の人材の確保及び資質の向上を図るた
め、研修等必要な措置を講ずるものとする。

４ 国及び地方公共団体は、児童虐待の防止に資するため、児童の人権、児童虐待が児童に及ぼす影響、
児童虐待に係る通告義務等について必要な広報その他の啓発活動に努めなければならない。

５ 国及び地方公共団体は、児童虐待を受けた児童がその心身に著しく重大な被害を受けた事例の分析
を行うとともに、児童虐待の予防及び早期発見のための方策、児童虐待を受けた児童のケア並びに児
童虐待を行った保護者の指導及び支援のあり方、学校の教職員及び児童福祉施設の職員が児童虐待の
防止に果たすべき役割その他児童虐待の防止等のために必要な事項についての調査研究及び検証を行
うものとする。

６ 児童相談所の所長は、児童虐待を受けた児童が住所又は居所を当該児童相談所の管轄区域外に移転
する場合においては、当該児童の家庭環境その他の環境の変化による影響に鑑み、当該児童及び当該
児童虐待を行った保護者について、その移転の前後において指導、助言その他の必要な支援が切れ目
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なく行われるよう、移転先の住所又は居所を管轄する児童相談所の所長に対し、速やかに必要な情報
の提供を行うものとする。この場合において、当該情報の提供を受けた児童相談所長は、児童福祉法
(昭和二十二年法律百六十四号)第二十五条の二第一項に規定する要保護児童対策地域協議会が速やか
に当該情報の交換を行うことができるための措置その他の緊密な連携を図るために必要な措置を講ず
るものとする。

７ 児童の親権を行う者は、児童を心身ともに健やかに育成することについて第一義的責任を有するも
のであって、親権を行うに当たっては、できる限り児童の利益を尊重するよう努めなければならない。

８ 何人も、児童の健全な成長のために、家庭(家庭における養育環境と同様の養育環境及び良好な家
庭的環境を含む。)及び近隣社会の連帯が求められていることに留意しなければならない。

(児童虐待の早期発見等)
第五条 学校、児童福祉施設、病院、都道府県警察、婦人相談所、教育委員会、配偶者暴力相談支援セ
ンターその他児童の福祉に業務上関係のある団体及び学校の教職員、児童福祉施設の職員、医師、歯
科医師、保健師、助産師、看護師、弁護士、警察官、婦人相談員その他児童の福祉に職務上関係のあ
る者は、児童虐待を発見しやすい立場にあることを自覚し、児童虐待の早期発見に努めなければなら
ない。

２ 前項に規定する者は、児童虐待の予防その他の児童虐待の防止並びに児童虐待を受けた児童の保護
及び自立の支援に関する国及び地方公共団体の施策に協力するよう努めなければならない。

３ 第一項に規定する者は、正当な理由がなく、その職務に関して知り得た児童虐待を受けたと思われ
る児童に関する秘密を漏らしてはならない。

４ 前項の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、第二項の規定による国及び地方公共団体の施
策に協力するように努める義務の遵守を妨げるものと解釈してはならない。

５ 学校及び児童福祉施設は、児童及び保護者に対して、児童虐待の防止のための教育又は啓発に努め
なければならない。

(児童虐待に係る通告)
第六条 児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、都道府県の設置
する福祉事務所若しくは児童相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務所若
しくは児童相談所に通告しなければならない。

２ 前項の規定による通告は、児童福祉法第二十五条第一項の規定による通告とみなして、同法の規定
を適用する。

３ 刑法(明治四十年法律第四十五号)の秘密漏示罪の規定その他の守秘義務に関する法律の規定は、第
一項の規定による通告をする義務の遵守を妨げるものと解釈してはならない。

第七条 市町村、都道府県の設置する福祉事務所又は児童相談所が前条第一項の規定による通告を受け
た場合においては、当該通告を受けた市町村、都道府県の設置する福祉事務所又は児童相談所の所長、
所員その他の職員及び当該通告を仲介した児童委員は、その職務上知り得た事項であって当該通告を
した者を特定させるものを漏らしてはならない。

(立入調査等)
第九条 都道府県知事は、児童虐待が行われているおそれがあると認めるときは、児童委員又は児童の
福祉に関する事務に従事する職員をして、児童の住所又は居所に立ち入り、必要な調査又は質問をさ
せることができる。この場合においては、その身分を証明する証票を携帯させ、関係者の請求があっ
たときは、これを提示させなければならない。

２ 前項の規定による児童委員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員の立入り及び調査又は質問
は、児童福祉法第二十九条の規定による児童委員又は児童の福祉に関する事務に従事する職員の立入
り及び調査又は質問とみなして、同法第六十一条の五の規定を適用する。

(親権の行使に関する配慮等)
第十四条 児童の親権を行う者は、児童のしつけに際して、体罰を加えることその他民法(明治二十九
年法律第八十九号)第八百二十条の規定による監護及び教育に必要な範囲を超える行為により当該児
童を懲戒してはならず、当該児童の親権の適切な行使に配慮しなければならない。

２ 児童の親権を行う者は、児童虐待に係る暴行罪、傷害罪その他の犯罪について、当該児童の親権を
行う者であることを理由として、その責めを免れることはない。
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５５ 障障害害をを理理由由ととすするる差差別別のの解解消消のの推推進進にに関関すするる法法律律（（障障害害者者差差別別解解消消法法））（（抜抜粋粋））

（（平平成成２２８８年年施施行行））

第一章 総則

（目的）

第一条 この法律は、障害者基本法（昭和四十五年法律第八十四号）の基本的な理念にのっとり、全て

の障害者が、障害者でない者と等しく、基本的人権を享有する個人としてその尊厳が重んぜられ、そ

の尊厳にふさわしい生活を保障される権利を有することを踏まえ、障害を理由とする差別の解消の推

進に関する基本的な事項、行政機関等及び事業者における障害を理由とする差別を解消するための措

置等を定めることにより、障害を理由とする差別の解消を推進し、もって全ての国民が、障害の有無

によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資す

ることを目的とする。

（定義）

第二条 この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

一 障害者 身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む。）その他の心身の機能の障害（以下「障

害」と総称する。）がある者であって、障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に

相当な制限を受ける状態にあるものをいう。

二 社会的障壁 障害がある者にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるような社会におけ

る事物、制度、慣行、観念その他一切のものをいう。

三 行政機関等 国の行政機関、独立行政法人等、地方公共団体（地方公営企業法（昭和二十七年法律

第二百九十二号）第三章の規定の適用を受ける地方公共団体の経営する企業を除く。第七号、第十条

及び附則第四条第一項において同じ。）及び地方独立行政法人をいう。

（国及び地方公共団体の責務）

第三条 国及び地方公共団体は、この法律の趣旨にのっとり、障害を理由とする差別の解消の推進に関

して必要な施策を策定し、及びこれを実施しなければならない。

（国民の責務）

第四条 国民は、第一条に規定する社会を実現する上で障害を理由とする差別の解消が重要であること

に鑑み、障害を理由とする差別の解消の推進に寄与するよう努めなければならない。

（社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理的な配慮に関する環境の整備）

第五条 行政機関等及び事業者は、社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理的な配慮を的確に

行うため、自ら設置する施設の構造の改善及び設備の整備、関係職員に対する研修その他の必要な環

境の整備に努めなければならない。

第二章 障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針

第六条 政府は、障害を理由とする差別の解消の推進に関する施策を総合的かつ一体的に実施するため、

障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針（以下「基本方針」という。）を定めなければ

ならない。
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２ 基本方針は、次に掲げる事項について定めるものとする。

一 障害を理由とする差別の解消の推進に関する施策に関する基本的な方向

二 行政機関等が講ずべき障害を理由とする差別を解消するための措置に関する基本的な事項

三 事業者が講ずべき障害を理由とする差別を解消するための措置に関する基本的な事項

四 その他障害を理由とする差別の解消の推進に関する施策に関する重要事項

第三章 行政機関等及び事業者における障害を理由とする差別を解消するための措置

（行政機関等における障害を理由とする差別の禁止）

第七条 行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害を理由として障害者でない者と不当な

差別的取扱いをすることにより、障害者の権利利益を侵害してはならない。

２ 行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害者から現に社会的障壁の除去を必要として

いる旨の意思の表明があった場合において、その実施に伴う負担が過重でないときは、障害者の権利

利益を侵害することとならないよう、当該障害者の性別、年齢及び障害の状態に応じて、社会的障壁

の除去の実施について必要かつ合理的な配慮をしなければならない。

（地方公共団体等職員対応要領）

第十条 地方公共団体の機関及び地方独立行政法人は、基本方針に即して、第七条に規定する事項に関

し、当該地方公共団体の機関及び地方独立行政法人の職員が適切に対応するために必要な要領（以下

この条及び附則第四条において「地方公共団体等職員対応要領」という。）を定めるよう努めるもの

とする。

２ 地方公共団体の機関及び地方独立行政法人は、地方公共団体等職員対応要領を定めようとするとき

は、あらかじめ、障害者その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めなけ

ればならない。

３ 地方公共団体の機関及び地方独立行政法人は、地方公共団体等職員対応要領を定めたときは、遅滞

なく、これを公表するよう努めなければならない。

４ 国は、地方公共団体の機関及び地方独立行政法人による地方公共団体等職員対応要領の作成に協力

しなければならない。

５ 前三項の規定は、地方公共団体等職員対応要領の変更について準用する。

第四章 障害を理由とする差別を解消するための支援措置

（相談及び紛争の防止等のための体制の整備）

第十四条 国及び地方公共団体は、障害者及びその家族その他の関係者からの障害を理由とする差別に

関する相談に的確に応ずるとともに、障害を理由とする差別に関する紛争の防止又は解決を図ること

ができるよう必要な体制の整備を図るものとする。

（啓発活動）

第十五条 国及び地方公共団体は、障害を理由とする差別の解消について国民の関心と理解を深めると

ともに、特に、障害を理由とする差別の解消を妨げている諸要因の解消を図るため、必要な啓発活動

を行うものとする。
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６６ 部部落落差差別別のの解解消消のの推推進進にに関関すするる法法律律（（部部落落差差別別解解消消推推進進法法））
（（平平成成２２８８年年施施行行））

（目的）
第一条 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関す
る状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理
念にのっとり、部落差別は許されないものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題で
あることに鑑み、部落差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明ら
かにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の解消を推進し、もって
部落差別のない社会を実現することを目的とする。

（基本理念）
第二条 部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個
人として尊重されるものであるとの理念にのっとり、部落差別を解消する必要性に対する国民一人一
人の理解を深めるよう努めることにより、部落差別のない社会を実現することを旨として、行われな
ければならない。

（国及び地方公共団体の責務）
第三条 国は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講ずるとともに、地方公共
団体が講ずる部落差別の解消に関する施策を推進するために必要な情報の提供、指導及び助言を行う
責務を有する。

２ 地方公共団体は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国との適切な役割分担を踏
まえて、国及び他の地方公共団体との連携を図りつつ、その地域の実情に応じた施策を講ずるよう努
めるものとする。

（相談体制の充実）
第四条 国は、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るものとする。
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別に関する相
談に的確に応ずるための体制の充実を図るよう努めるものとする。

（教育及び啓発）
第五条 国は、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うものとする。
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別を解消する
ため、必要な教育及び啓発を行うよう努めるものとする。

（部落差別の実態に係る調査）
第六条 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団体の協力を得て、部落差
別の実態に係る調査を行うものとする。

附 則
この法律は、公布の日から施行する。

○衆議院法務委員会における附帯決議（平成２８年１１月１６日）
政府は、本法に基づく部落差別の解消に関する施策について、世代間の理解の差や地域社会の実情

を広く踏まえたものとなるよう留意するとともに、本法の目的である部落差別の解消の推進による部
落差別のない社会の実現に向けて、適正かつ丁寧な運用に努めること。

○参議院法務委員会における附帯決議（平成２８年１２月８日）
国及び地方公共団体は、本法に基づく部落差別の解消に関する施策を実施するに当たり、地域社会

の実情を踏まえつつ、次の事項について格段の配慮をすべきである。
一 部落差別のない社会の実現に向けては、部落差別を解消する必要性に対する国民の理解を深めるよ
う努めることはもとより、過去の民間運動団体の行き過ぎた言動等、部落差別の解消を阻害していた
要因を踏まえ、これに対する対策を講ずることも併せて、総合的に施策を実施すること。

二 教育及び啓発を実施するに当たっては、当該教育及び啓発により新たな差別を生むことがないよう
に留意しつつ、それが真に部落差別の解消に資するものとなるよう、その内容、手法等に配慮するこ
と。

三 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するための部落差別の実態に係る調査を実施するに
当たっては、当該調査により新たな差別を生むことがないように留意しつつ、それが真に部落差別の
解消に資するものとなるよう、その内容、手法等について慎重に検討すること。
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７７ 本本邦邦外外出出身身者者にに対対すするる不不当当なな差差別別的的言言動動のの解解消消にに向向けけたた取取組組のの推推進進にに関関すするる法法律律
（（ヘヘイイトトススピピーーチチ解解消消法法））（（平平成成２２８８年年施施行行））

我が国においては、近年、本邦の域外にある国又は地域の出身であることを理由として、適法に居住
するその出身者又はその子孫を、我が国の地域社会から排除することを煽動する不当な差別的言動が行
われ、その出身者又はその子孫が多大な苦痛を強いられるとともに、当該地域社会に深刻な亀裂を生じ
させている。
もとより、このような不当な差別的言動はあってはならず、こうした事態をこのまま看過することは、

国際社会において我が国の占める地位に照らしても、ふさわしいものではない。
ここに、このような不当な差別的言動は許されないことを宣言するとともに、更なる人権教育と人権

啓発などを通じて、国民に周知を図り、その理解と協力を得つつ、不当な差別的言動の解消に向けた取
組を推進すべく、この法律を制定する。

第一章 総則
（目的）
第一条 この法律は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消が喫緊の課題であることに鑑み、
その解消に向けた取組について、基本理念を定め、及び国等の責務を明らかにするとともに、基本的
施策を定め、これを推進することを目的とする。

（定義）
第二条 この法律において「本邦外出身者に対する不当な差別的言動」とは、専ら本邦の域外にある国
若しくは地域の出身である者又はその子孫であって適法に居住するもの（以下この条において「本邦
外出身者」という。）に対する差別的意識を助長し又は誘発する目的で公然とその生命、身体、自由、
名誉若しくは財産に危害を加える旨を告知し又は本邦外出身者を著しく侮蔑するなど、本邦の域外に
ある国又は地域の出身であることを理由として、本邦外出身者を地域社会から排除することを煽動す
る不当な差別的言動をいう。

（基本理念）
第三条 国民は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消の必要性に対する理解を深めるととも
に、本邦外出身者に対する不当な差別的言動のない社会の実現に寄与するよう努めなければならない。

（国及び地方公共団体の責務）
第四条 国は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組に関する施策を実施すると
ともに、地方公共団体が実施する本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組に関す
る施策を推進するために必要な助言その他の措置を講ずる責務を有する。

２ 地方公共団体は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組に関し、国との適切
な役割分担を踏まえて、当該地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。

第二章 基本的施策
（相談体制の整備）
第五条 国は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動に関する相談に的確に応ずるとともに、これに
関する紛争の防止又は解決を図ることができるよう、必要な体制を整備するものとする。

２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、当該地域の実情に応じ、本邦外出身者に対す
る不当な差別的言動に関する相談に的確に応ずるとともに、これに関する紛争の防止又は解決を図る
ことができるよう、必要な体制を整備するよう努めるものとする。

（教育の充実等）
第六条 国は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動を解消するための教育活動を実施するとともに、
そのために必要な取組を行うものとする。

２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、当該地域の実情に応じ、本邦外出身者に対す
る不当な差別的言動を解消するための教育活動を実施するとともに、そのために必要な取組を行うよ
う努めるものとする。

（啓発活動等）
第七条 国は、本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消の必要性について、国民に周知し、その
理解を深めることを目的とする広報その他の啓発活動を実施するとともに、そのために必要な取組を
行うものとする。

２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、当該地域の実情に応じ、本邦外出身者に対す
る不当な差別的言動の解消の必要性について、住民に周知し、その理解を深めることを目的とする広
報その他の啓発活動を実施するとともに、そのために必要な取組を行うよう努めるものとする。

附 則
（施行期日）
１ この法律は、公布の日から施行する。
（不当な差別的言動に係る取組についての検討）

２ 不当な差別的言動に係る取組については、この法律の施行後における本邦外出身者に対する不当な
差別的言動の実態等を勘案し、必要に応じ、検討が加えられるものとする。

− 38− − 39−



８８ ハハンンセセンン病病問問題題のの解解決決のの促促進進にに関関すするる法法律律（（抜抜粋粋））
（（平平成成２２１１年年施施行行 令令和和元元年年改改正正））

「らい予防法」を中心とする国の隔離政策により、ハンセン病の患者であった者等が地域社会におい
て平穏に生活することを妨げられ、身体及び財産に係る被害その他社会生活全般にわたる人権上の制限、
差別等を受けたことについて、平成十三年六月、我々は悔悟と反省の念を込めて深刻に受け止め、深く
お詫びするとともに、「ハンセン病療養所入所者等に対する補償金の支給等に関する法律」を制定し、
その精神的苦痛の慰謝並びに名誉の回復及び福祉の増進を図り、あわせて、死没者に対する追悼の意を
表することとした。同法に基づき、ハンセン病の患者であった者等の精神的苦痛に対する慰謝と補償の
問題は解決しつつあり、名誉の回復及び福祉の増進等に関しても一定の施策が講ぜられているところで
ある。
しかしながら、国の隔離政策に起因してハンセン病の患者であった者等が受けた身体及び財産に係る

被害その他社会生活全般にわたる被害の回復には、未解決の問題が多く残されている。とりわけ、ハン
セン病の患者であった者等が、地域社会から孤立することなく、良好かつ平穏な生活を営むことができ
るようにするための基盤整備は喫緊の課題であり、適切な対策を講ずることが急がれており、また、ハ
ンセン病の患者であった者等に対する偏見と差別のない社会の実現に向けて、真摯に取り組んでいかな
ければならない。

ハンセン病の患者であった者等の家族についても、同様の未解決の問題が多く残されているた
め、「ハンセン病元患者家族に対する補償金の支給等に関する法律」を制定するとともに、これら
の者が地域社会から孤立することなく、良好かつ平穏な生活を営むことができるようにするため
の基盤整備等を行い、偏見と差別のない社会の実現に真摯に取り組んでいかなければならない。

ここに、ハンセン病の患者であった者等及びその家族の福祉の増進、名誉の回復等のための措置を講
ずることにより、ハンセン病問題の解決の促進を図るため、この法律を制定する。

（趣旨）
第一条 この法律は、国によるハンセン病の患者に対する隔離政策に起因して生じた問題であって、ハ
ンセン病の患者であった者等及びその家族の福祉の増進、名誉の回復等に関し現在もなお存在するも
の（ 以下「ハンセン病問題」という。） の解決の促進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方
公共団体の責務を明らかにするとともに、ハンセン病問題の解決の促進に関し必要な事項を定めるも
のとする。

（基本理念）
第三条 ハンセン病問題に関する施策は、国によるハンセン病の患者に対する隔離政策によりハンセン
病の患者であった者等及びその家族が受けた身体及び財産に係る被害その他の社会生活全般にわたる
被害に照らし、その被害を可能な限り回復することを旨として行われなければならない。

３ 何人も、ハンセン病の患者であった者等に対して、ハンセン病の患者であったこと若しくはハンセ
ン病に罹患していることを理由として、又はハンセン病の患者であった者等の家族に対して、ハンセ
ン病の患者であった者等の家族であることを理由として、差別することその他の権利利益を侵害する
行為をしてはならない。

（国及び地方公共団体の責務）
第四条 国は、前条に定める基本理念（ 以下「基本理念」という。） にのっとり、ハンセン病の患者
であった者等及びその家族の福祉の増進等を図るための施策を策定し、及び実施する責務を有する。

第五条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国と協力しつつ、その地域の実情を踏まえ、ハンセン
病の患者であった者等及びその家族の福祉の増進等を図るための施策を策定し、及び実施する責務を
有する。

（関係者の意見の反映のための措置）
第六条 国は、ハンセン病問題に関する施策の策定及び実施に当たっては、ハンセン病の患者であった
者等、その家族その他の関係者との協議の場を設ける等これらの者の意見を反映させるために必要な
措置を講ずるものとする。

（名誉の回復及び死没者の追悼）
第十八条 国は、ハンセン病の患者であった者等及びその家族の名誉の回復を図るため、国立のハンセ
ン病資料館の設置、歴史的建造物の保存等ハンセン病及びハンセン病対策の歴史に関する正しい知識
の普及啓発その他必要な措置を講ずるとともに、ハンセン病の患者であった死没者に対する追悼の意
を表するため、国立ハンセン病療養所等において収蔵している死没者の焼骨に係る改葬費の遺族への
支給その他必要な措置を講ずるものとする。
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以下の４つの法律等については、「群馬県人権教育充実指針」（平成２８年３月群馬県教育委員会作

成）に記載しています。

○世界人権宣言（仮訳文）（１９４８年１２月１０日国連総会採択）

○人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（平成１２年施行）

○群馬県同和教育の基本方針（昭和４７年３月６日群馬県教育委員会決定）

○いじめ防止対策推進法（平成２５年施行）

人人権権教教育育関関係係参参考考資資料料等等
（１）群馬県教育委員会が作成した人権教育関係資料

http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?page_id=84

（２）文部科学省：人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/024/report/08041404.htm

（３）文部科学省：各人権課題に関する参考資料集

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/jinken/sankosiryo/index.htm

（４）文部科学省：いじめの問題に対する施策

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302904.htm

（５）文部科学省：性同一性障害や性的指向・性自認に係る、児童生徒に対するきめ細かな対応等の

実施について（教職員向け）

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/04/__icsFiles/afieldfile/2016/04/01/1369211_01.pdf

（６）法務省：人権擁護局

http://www.moj.go.jp/JINKEN/index.html
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人人 権権 教教 育育 推推 進進 資資 料料 作作 成成 委委 員員
（令和元年度）

所 属 職 名 氏 名

指 導 主 事 廣瀬 亮子
中 部 教 育 事 務 所

指 導 主 事 宮沢 竜一

指 導 主 事 新井 敦子
西 部 教 育 事 務 所

指 導 主 事 髙橋 典平

指 導 主 事 熊川 武士
吾 妻 教 育 事 務 所

社会教育主事 小池 直美

指 導 主 事 吉野 康弘
利 根 教 育 事 務 所

社会教育主事 林 誉隆

指 導 主 事 髙橋 正幸
東 部 教 育 事 務 所

社会教育主事 井出 昌文

総合教育センター（研究企画係） 指 導 主 事 天田 直木

高校教育課（生徒指導係） 指 導 主 事 柴山 和宏

特別支援教育課（企画係） 指 導 主 事 内田 誠

生涯学習課（社会教育係） 社会教育主事 大澤 令子

健康体育課（学校保健係） 指 導 主 事 生形 学

【事務局】
群馬県教育委員会義務教育課人権教育推進係

職 名 氏 名

人権教育推進係長 石関 和夫

指 導 主 事 土屋 真美

指 導 主 事 前原 稔彦



群群 馬馬 県県 人人 権権 教教 育育 のの 基基 本本 方方 針針

我が国においては、日本国憲法及び教育基本法に則り、基本的人権尊重の精神

を基盤とした教育が行われている。

しかし、女性、子ども、高齢者、障害者、同和関係者、外国人、HIV 感染者等

に対する差別や偏見が今なお存在し、国際化、情報化、高齢化、少子化等の社会

の急激な変化に伴い、人権に関する新たな課題も生じてきている。これらの人権

問題を解決するため、学校教育及び社会教育においては、法の下における平等の

原則に基づき、真の人権が確立された社会を実現することが求められている。

人権教育は、人権を相互に尊重し合う人権の共存の考え方を理念とし、基本的

人権尊重の精神が正しく身に付き、人権という普遍的文化を構築するための教育

活動であり、日常的・体験的な活動を通して積極的に推進するものである。

以上の観点に立って、次の方針に基づき人権教育を推進する。

１１.. 人人権権のの意意義義やや重重要要性性及及びび人人権権問問題題ににつついいててのの正正ししいい理理解解とと認認識識をを深深めめるるととととももにに、、

人人権権をを尊尊重重すするる社社会会をを築築ここううととすするる意意欲欲とと態態度度をを育育成成すするる。。

２２.. 学学校校教教育育ににおおいいててはは、、子子どどもものの発発達達段段階階にに即即しし、、各各教教科科等等のの特特質質にに応応じじ、、全全教教

育育活活動動をを通通じじてて、、生生命命やや人人格格をを尊尊重重しし、、他他人人をを思思いいややるるななどどのの豊豊かかなな人人間間

性性をを育育成成すするる。。

３３.. 社社会会教教育育ににおおいいててはは、、多多様様なな学学習習機機会会をを通通ししてて、、学学習習意意欲欲をを高高めめ、、人人権権問問題題をを

直直感感的的ににととららええるる感感性性やや、、日日常常生生活活ににおおいいてて態態度度やや行行動動にに現現れれるるよよううなな

豊豊かかなな人人権権感感覚覚をを育育成成すするる。。

４４.. 家家庭庭教教育育ににおおいいててはは、、保保護護者者にに対対すするる学学習習機機会会等等をを通通ししてて、、幼幼児児期期かからら豊豊かかなな

情情操操やや思思いいややりり、、社社会会的的ルルーールルのの尊尊重重、、善善悪悪のの判判断断等等子子どどもものの健健全全なな人人

間間形形成成ががででききるるよようう支支援援すするる。。

５５.. 指指導導者者のの養養成成ににおおいいててはは、、人人権権問問題題にに関関すするる理理解解とと認認識識をを深深めめ、、人人権権教教育育にに必必

要要なな技技能能とと資資質質のの向向上上にに努努めめるる。。

この方針を実施するに当たっては、生涯学習の視点に立ち、県・市町村が連携し、

地域の実態に即して積極的に推進されるよう努めるとともに、公教育としての主

体性を守り、関係諸機関、諸団体との連携を密にし、その総合的な推進に努める。

平成１４年１月１６日

群 馬 県 教 育 委 員 会

人権教育推進資料

令和２年３月発行

群 馬 県 教 育 委 員 会

〒 371-8570 前橋市大手町 1 丁目 1 番 1 号
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